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平成２０年第６回邑南町議会定例会（第１１日）会議録

１．招集月日 平成２０年 ８ 月２７日 告示

２．招集の場所 邑南町役場 議場

３．開 会 平成２０年 ９ 月１８日（木） 午前 ９ 時３０分 散会 午後 ４ 時 ８ 分

４．応招議員

議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名

１番 田 中 雅 文 ２番 辰 田 直 久 ３番 （欠員） ５番 池 田 宗 雄

６番 松 本 正 ７番 森 口 美 光 ８番 岸 博 道 ９番 亀 山 和 巳

１０番 日 高 學 １１番 石 橋 純 二 １２番 高 本 勝 藏 １３番 藤 原 光 三

１４番 日 高 亘 １５番 山 中 康 樹 １６番 長谷川 敏郎 １７番 桑 野 剛 司

１８番 日 高 勝 明 １９番 三 上 徹

５．不応招議員 なし

６．出席議員 １６名

議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名

１番 田 中 雅 文 ２番 辰 田 直 久 ５番 池 田 宗 雄 ６番 松 本 正

７番 森 口 美 光 ８番 岸 博 道 ９番 亀 山 和 巳 １０番 日 高 學

１１番 石 橋 純 二 １２番 高 本 勝 藏 １３番 藤 原 光 三 １４番 日 高 亘

１６番 長谷川 敏郎 １７番 桑 野 剛 司 １８番 日 高 勝 明 １９番 三 上 徹

７．欠席議員 １名

議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名

１５番 山 中 康 樹

８．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名

職 名 氏 名 職 名 氏 名 職 名 氏 名

町 長 石 橋 良 治 副町長 山 本 忠 徳 総務課長 日 高 禎 治

定住企画課長 大 田 文 夫 財政課長 桑 野 修 情報推進課長 石 原 保 夫

町民課長 表 正 司 税務課長 東 義 正 福祉課長 三 上 洋 司

農林振興課長 藤 田 憲 司 建設課長 洲 濱 芳 文 水道課長 松 川 好 史

保健課長 大 矢 輝 美 会計管理者 藤 井 克 史 瑞穂支所長 佐々木 孝義

羽須美支所長 福 田 誠 治 教育委員長 日高 隆 教育長 南 原 愼 人

学校教育課長 三 上 俊 二 生涯学習課長 森 岡 弘 典

９．本会議に職務のため出席した者の氏名

議会事務局長 屋 原 進 事務局主任主事 本 多 真由美

１０．町長提出議案の題目 別紙のとおり

１１．会議録署名議員の氏名

議席 氏 名 議席 氏 名

１３番 藤 原 光 三 １４番 日 高 亘

１２．本日の会議の大要は別紙のとおりである。
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平成２０年第６回邑南町議会定例会議事日程（第１１日）

平成２０年９月１８日（木） 午前 ９ 時３０分開議

開会、開議宣告

議事日程の報告

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 一般質問

平成２０年 第６回 邑南町議会 定例会（第１１日）会議録

平成２０年９月１８日（木）

―― 午前 ９ 時３０分 開議 ――

～～～～～～～～○～～～～～～～～

開議宣告

おはようございます。定刻になりました。ていす、定足数に達しておりますので、●議長（三上徹）

ただ今から平成２０年第６回邑南町議会定例会第１１日目の会議を開きます。本日の議事日程は予

めお手元に配布したとおりでございます。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。１３番藤原議員、１４番日高亘議●議長（三上徹）

員、お願いをいたします。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

日程第２ 一般質問

日程第２、一般質問。昨日に引き続きまして、一般質問を行います。通告順位第６●議長（三上徹）

号、森口議員登壇をお願いいたします。

議長。●森口議員（森口美光）

はい、森口議員。●議長（三上徹）

私は９月の定例会に２点の質問事項を、しとりますがよろしくお願いしたい●森口議員（森口美光）

と思います １点目でございますが 持続可能な財政運営についてでございます 邑南町集中改革。 、 。

プランが １７年３月に作成され 残す期間も少なく １９年度の決算審査では財政指数が示すと、 、 、

おり 改善の方向に向かってきたと述べられています 町長の行政報告では 財政健全化法による、 。 、

早期健全化基準に該当する数値はないということでございますが しかし 一方では積立金も大き、 、

く減少しております 持続可能な財政運営を推進しなければなりません 少子高齢化の進行は地域。 。

社会に対して大きな影響を与えています これまでのような職員や財政基盤を維持することができ。

るか心配であります そこで次の点を伺います １点目に経費節減等の財政効果は魅力ある町づく。 。

。 、 、 。りにどう位置づけられたか ２点目に債務残高にちょく 着目した財政うえ 運営の進めの考え

３点目に決算売却や未納金の徴収強化など歳入確保のしさん 資産びゃい 売却や未納金の徴収強、 、

化など歳入確保の取り組み 歳出削減はどこまで踏み込むのか伺います ４点目に広告事業財源確、 。
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保の手段として 広告事業推進担当の設置の考えを伺います ５点目に消防広域化での負担金で財、 。

政危機の心配はないのか デジタル消防救急無線の整備等についてでございます ６番目に入札制、 。

度改革で税収増を図ることができないか。以上６点についてよろしくお願いいたします。

番外。●桑野財政課長（桑野修）

はい、財政課長。●議長（三上徹）

７番森口議員さんの質問に対してお答えをいたします。持続可能な財政運●桑野財政課長（桑野修）

営についてということでございますけれども ６点のご質問でございますが ３点 １番から３番、 、 、

までの３点について私の方からお答えをさせていただきたいというふうに思います まず １番目。 、

の経費節減等の財政効果は魅力ある町づくりにどう繋げられたかという質問でございますけれど

も まあ あのぅ 本町の財政運営が非常に厳しい状況にあるということは 決算の数値等で 指、 、 、 、 、

標等からもご理解をいただけると思っております 三位一体の改革以降の地方交付税の減額に 本。 、

町の一般経費の削減が追いつかない状態ということの中で 基金の取り崩しによって対応してきて、

おりましたけれども それにも限度がありまして 人件費や物品購入 委託料等の物件費 団体等、 、 、 、

への補助など経常的な経費につきまして大幅な歳出削減をせめ、迫られてきたところでありまし

て 歳出削減効果による その財源を魅力ある町づくりのために新規の事業に向けるという余裕が、 、

ない状況が続いてきておりました まあ そういうことで 財政指標のうちで そのぅ 財政の柔。 、 、 、 、

軟性を示す経常収支比率という比率につきましても９５％を超えている状況で まあ そのことを、 、

見ても明らかでございます まあ その点で平成１９年度決算においても財政の状況は依然として。 、

厳しいものがあるわけでございますけれども 決算の審査の中で 平成１９度においては 財政の、 、 、

方の健全化が改善の方向に向いてきたと言えることにつきましては 収支均衡の取れた予算編成が、

可能なところまで つまり まあ 基金の取り崩しを行わないで予算編成ができると まあ そう、 、 、 、 、

いうところの までに改善されたという その段階であるということをご理解をいただきたいと思、 、

います まあ この予算編成ができた要因の一つには 交付税におきまして １９年度から頑張る。 、 、 、

地方応援プログラムで 地方交付税の配分が増えたこと また平成２０年度からは地域再生対策費、 、

が組み込まれまして まあ ようやくその財政力の弱い地方に重点が置かれた交付税の配分という、 、

ことがあるわけでございます しかし まあ これもいつまでも継続されるかどうかは まだ不透。 、 、 、

明な部分もありますので これからも国の動向を注意深く見ていく必要があろうかというふうに思、

っております といいましても 苦しい財政運営の中で 口羽の中央集会所の建設など合併協議事。 、 、

項にありました各種の事業も 確実に実施してきたところでありますし また 現在地域交流セン、 、 、

ターで センターあるいはケーブルテレビ事業など将来を見据えた事業にも着手しております 一、 。

方で 住民の皆様に負担増をお願いした部分もありますが 少子化対策 福祉対策 交通確保 医、 、 、 、 、

療確保などできる範囲のものは継続して行っておりますのでご理解をいただきたいというふうに思

います 続いて 債務残高に着目した財政運営の進め方の考えということですが 将来世代に負担。 、 、

をさきおきり 先送りすることなく 健全なざん 財政運営を進めていかなければならないと考え、 、 、

ておりますけれども 現在 本町が抱えておる借金 まあ 地方債の現在高でございますけれども、 、 、 、

約３２１億円となっておりまして この返済に多額の財源をひ 必要としております 今その返済、 、 。

のピークを迎えておる時期でありまして 平成１９年度からは減債基金を活用して繰り上げ償還を、

行うなどして その ここ２ ３年の当面の危機を乗り越える状況になっております これまでの、 、 、 。

、 、 、借金の返済というものは もう既に確定しておりまして 避けられないものですございますので

対策としては新たなピークを作らないようにするということを念頭におきまして 今後の借入額と、
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いうものを制限していくと 抑制していくという方向で考えております 現在 実行に移しており、 。 、

ますことは 一般会計 これは あのぅ 電気通信の特別会計も含むわけですけれども 普通建設、 、 、 、 、

事業に当てる借り入れは 年間１０億円以内と 平成２２年度からは５億円以内にするということ、 、

で 健全な財政運営ができるというふうに今 推計をしておるとこでございます また 借り入れ、 、 。 、

を行う際につきましては 辺地債 過疎債といった あのぅ 高い率での交付税算入があるものを、 、 、 、

優先的に活用していくことにしております また 期限切れとなります過疎法の存続につきまして。 、

は 国に対して強く要望をして行く計画でございます 続いて３番目の資産売却や未納金の徴収強、 。

化など歳入確保の取り組み それと歳出削減の はどこまで踏み込むのかというございますでござ、 、

いますけれども これは各課にまたがることでございますが 私の方からまとめて回答させていた、 、

だきます まず 最初に資産売却についてでございますけれども 平成１８年度決算で土地建物売。 、 、

払収入６５７万７千円 それから物品売払収入９０万５千円 平成１９年度では土地建物売払収入、 、

が７０３万３千円 物品売払収入４０９万６千円となっております また 土地建物貸付収入とし、 。 、

て平成１８年度で２千５６万１千円 平成１９年度で２千５７万円という状況でございます 現段、 。

階で 普通財産として山林を含めて土地は約２１３ha 建物については１万８千㎡を所有しており、 、

ます 財政的には厳しいときでありますので 売却あるいは貸付を検討しなければならないという。 、

姿勢でおりますが 資産売却は運用は適正な対応を基本に行う必要があります 資産の売却につき、 。

ましては あくまでも契約であり競売に付すことが基本であると考えておりますが 定住対策や雇、 、

。 、 、用なども視野に入れた対応も必要と考えております また 町にとっても住民の方々にとっても不

不利益にならないことを考えながら買い手との協議を行い 慎重な対応を図ることが肝要であると、

考えております 一方 遊休土地や建物について 町民の方々のご利用の など必要な場合は そ。 、 、 、 、

。 、の状態をよく把握して適正な価格をもって貸付なども検討していくべきと考えております また

借地の取得ということも視野に入れて検討をしてまいりたいというふうに考えております。続い

て 未納金の徴収強化でございますけれども 町内の滞納者は納税組織の廃止による納税意識の低、 、

下や企業 事業者の倒産や廃業 それから町外の不在地主による固定資産税の滞納 ●●●●●●、 、 、

●●●●●●●●●●●●●● 訂正 町外から転入された方などで 短期居住者による滞納のこ（ ） 、

れからの増加が懸念されるなど 今後滞納者の増加が懸念されるとこでございます 滞納者につい、 。

ては 文書での督促や電話による督促 戸別に訪問して徴収を行うなど 滞納者の事情も十分考慮、 、 、

し より計画的な納付のための納付誓約を行っていただいておりますけれども 最終的には差押え、 、

の強制的徴収も行っているところでございます また 還付金の充当や町債権の差し押さえなども。 、

、 、 、行い 徴収に努めているところでございますが 今後更に職員の徴収能力のスキルアップに努め

徴収強化を図ってまいりたいと考えております また 滞納者を増やさないための今後の課題とし。 、

て 金融機関の支所などの廃止や統合により納付書納税が困難な地域があることや 県外納税者の、 、

ために 納税しやすい環境整備を整える必要があり 全国的に使用できる納付書 コンビニの収納、 、 、

など検討する必要があると思っております 続いて歳出削減でございますけれども 現在進められ。 、

ております財政健全化に向けた取組みの手綱というものを緩める 緩められるような状況にないこ、

とは決算数値でも明らかでありますが 本年度６月に示されました国の基本方針２００８の中にも、

はっきりと しめ 示されておるとこでございます 人件費の縮減や経常的な一般行政経費の見直、 、 。

しは今後も継続していか いかなければならないと思っております まあ しかし歳出削減にも限、 。 、

、 。 、度がありまして 施設の安全管理などどうしても確保しなければならないものもございます まあ

そのためにはあらゆる面で財源の確保を行うこということが また重要なことと認識をしておりま、
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す ただ 長期的な財政計画というものを立てる上では 安定した収入財源確保の基に それに見。 、 、 、

合った歳出予算というものを組まなくてはならないというふうに考えております また 急な財源。 、

が必要となる場合も想定して ある程度のその積立金 貯金の積立金というものもしておく必要が、 、

あるというふうに考えております。以上でございます。

番外。●日高総務課長（日高禎治）

はい、総務課長。●議長（三上徹）

森口議員さんの１点目の４番目といいますか、の質問、広告事業を財源●日高総務課長（日高禎治）

確保の手段とした広告事業推進担当の設置を考えよ 以下 ３点 私の総務課の方からお答えをさ、 、 、

していただきます まず 先ほどの広告事業等の関連でございますが 本年度から邑南町広告事業。 、 、

実施要綱を定めております その中で邑南町が所有する公有財産 物品 印刷物等に民間事業者等。 、 、

の広告を掲載し若しくは掲出し その対価として広告掲載料を徴収する広告事業を開始しておると、

いうことでございます この要綱では 事業の目的 町有財産の適正な使用あるいは広告掲載の基。 、 、

準などを定めておるもんでございますが 併して新規な広告事業を始める場合 広告掲載基準に関、 、

することなどについて 審査をすべき事由が発生した場合は広告掲載審査会を開催することなどを、

、 。 、規定して そうした事務については総務課において事務局を行うこととしております それぞれ

行政財産を利用した広告や各種印刷に伴う広告募集については 各 まあ それぞれその担当課が、 、 、

それぞれに応じた広告事業に関する要領を制定し対応することとしておるとこでございます 現在。

は 広報おおなんでございますが これをご覧になったと思いますが 邑南町広報おおなん広告掲、 、 、

載に関する要領を定め 7月号から掲載が始まっておるとこでございます 現段階よん 四つの業者、 。 、

の方々から申し込みがあり およそ４万２千円の収入となる見込みとなっております 現時点でご、 。

ざいます まあ 今後もこうしたことを行いながら少しでも歳入の確保に努めてまいりたいと考え。 、

ているところでございます 申しま あげましたように そのぅ 事業推進担当ということでござ。 、 、 、

、 、 、いますが 全体事務局的には総務課が当たっており それぞれ担当課で歳入確保を意識する上でも

現在の体制が好ましいんではないかというふうに考えておりますので、ご理解賜りたいと思いま

す 次に消防広域化での負担金で財政危機の心配はないかということで いわゆるデジタル消防救。 、

急無線整備ということをご質問いただいております 消防救急無線広域化共同化整備計画に関する。

ご質問と考えますが この度の議会 全員協議会等で概要をご説明申しあげたところでございます、 、

が 未だ概数でのご説明でございます はっきりした数字をもっての説明はできかねるところでご、 。

ざいますが 現段階での県域を１ブロックとし かつ機能限定仕様 いわゆる音声だけということ、 、 、

でございますが この場合で全体で約９５億円という大きな整備費が出て 県の方が出しておりま、 、

す 今後も県の方からの説明を受け 消防本部あるいは各市町村の意見をそれそれ反映され 実施。 、 、

段階までには数字は動いていくものと考えております あわせて江津邑智消防組合 この議会など。 、

での負担率の決定なども話されていない状況でございますので、邑南町の負担がいくらになるか

も 現状でははっきりしてない状況でございます まあ しかしながら 常備消防の無線のデジタ、 。 、 、

ル化については ２８年５月末までにやらなければならないということとなっておりまして この、 、

負担が当然邑南町の中期財政計画等に反映されていない現状では 邑南町の財政に影響がないとは、

いえないと思っております まあ 中期財政計画等の見直しを図りながら 今後は できるだけ市。 、 、 、

町村負担が少なく かつ無線の不感地帯が解消されるよう邑南町として意見を出していくよう努め、

てまいりたいと考えておりますのでご理解賜りますようお願いいたします ６点目の入札制度改革。

で税収増を図られないか伺うということでございますが 質問の内容としては できるだけ町内業、 、
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者への発注をという意味合いではなかろうかと 質問ではなかろうかと思います これにこういう、 。

観点からごし ご ご ご答弁をさしていただければと思いますが 邑南町におきましては 邑南、 、 、 、 、

町建設工事等入札参加者指名審査会規程で審査会の事務を規定しておりますが その事務としまし、

ては 一つ目に建設工事等に係る入札参加資格基準に関すること 二つ目に入札参加資格者の格付、 。

基準に関すること 三つ目に入札 入札参加資格者に対する指名停止 指名回避等の措置基準に関。 、 、

すること よっちゅめ 四つ目に先ほどいいました三つ目に のことに基づく 指名停止 指名回。 、 、 、 、

避等の事案に関すること 五つ目に建設工事等の指名競争入札参加者の選定に関すること 六つ目。 。

に不正行為情報に関すること いうふうにこれを規定しておるものでございます このうち先ほど。 。

、 、いいました５点目 建設工事等の指名競争入札参加者の選定に関することに関する件については

邑南町建設工事入札参加者選定規程をもっておるとこでございます この規程の第２条第２号にお。

いて 業者の選定にあたっては 優良業者の活用及び育成等の観点から 特に広域的な選定に留意、 、 、

すること ここに但し書きがついておりまして 工事の性質により営業所を町内に有するものに発。 、

注することが適当でない場合を除き 町内業者を優先して選定することと規定をしております 工、 。

事発注に関しましては 有資格者であればできうる限り町内に営業所を有している業者を優先して、

選定しておるところでございます また 業務に関しても測量業務等でございますが 業務に関し。 、 、

ても資格要件が整うものについては 有資格者であればできうる限り町内に営業所を有している業、

。 、 、 、 、者を優先して選定しておるとこでございます また あのぅ また 物品の発注につきましては

過去この場でお答えをしてきておりますように できるだけ町内業者の方への発注を心がけており、

ますが まあ 財政的に非常に厳しい中で物件費の節減に努めている時期でもございますので や、 、 、

はり安価で納入していただけるところとの競争も働くところもあるわけでございます 今後もでき。

るだけ町内での調達に心がけるよう対応してまいりたいと考えておりますのでよろしくお願いした

いと思います。以上でございます。

議長。●森口議員（森口美光）

はい、森口議員。●議長（三上徹）

１点目の問題でございますが、まあ、基金の取り崩しをしないで１９年度は●森口議員（森口美光）

、 、 、なんとかすることができたと 収支の均等を図ることができたということでございますが あのぅ

、 、 。 、 、 、まあ 新たな交付税の 等が入ってきたというようなご意見でございました それで まあ しえ

あのぅ 事業としては中央集会所 ケーブルテレビ事業とか交流センター等 にして まあ あの、 、 、 、 、

ぅ やってきたということでございました まあ その中にも住民に負担を願った点もあるという、 。 、

ことの説明でございましたが この点については いわゆる あのぅ 過疎地域自立促進計画が示、 、 、 、

されておりますけれども この中に 住民主体の町づくりを進めるための町民と行政が 一体とな、 、 、

。 、 、 、って取り組んでいくものであるということを述べられております まあ この点について まあ

ほんとに一体となっているのかなということについて あのぅ 再度お伺いしたいと思います そ、 、 。

れから ２点目には邑南町の六つの町の将来像が掲げられております 過疎地域自立 地域自立促、 。 、

、 、 、 、 、 、 、進計画ですが この中の第２ ２点の将来像 それから第６点のしょ 将来像の中の まあ ２

２点目の分は 元気で活力のある町づくりの進めと それから２番目には魅力ある元気な振興施策、 、

の進めということのついて それから ろく ろ 第６の将来像については協働による 新コミテ、 、 、 、 、

ィビズノスビ コミュニティの進めと それから２点目には町民一人一人が 主人公となるような、 、 、

まちづくりを目指すということがありますけれども 謳ってあります まあ この点について こ、 。 、 、

れから来年度に向けての補助金の見直しやら廃止等の改革を考えなければなりませんけれども こ、
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の点について、充実が図られたかどうかちょっとお聞きしたいと思います。

●大田定住企画課長（大田文夫）

はい、定住企画課長。●議長（三上徹）

過疎自立促進計画のご質問でございますが、ただ今詳細の資料を持●大田定住企画課長（大田文夫）

ちあわせておりませんが あのぅ この町づくり全般につきましてはですね 合併当初は新町まち、 、 、

づくり計画の中で 先ほど仰いました行政と住民の協働というようなことも進めております それ、 。

、 、 、を受けまして 邑南町の第１回の総合第１号の総合計画も樹立をしておりますが これについても

、 、 。 、 、その まちづくり計画を受けて ここでも６本の柱を立てて進めております まあ そういう中で

先ほど町民と行政が一体となって取り組むという実績のことのお伺いかと思いますが これも あ、 、

のぅ 昨年度 町長が まあ 当初から提唱しておりました まちづくり基本条例を一つの 行政、 、 、 、 、 、

と住民との協働のツールとしてですね 制定をさしていただきまして 当面 まあ 昨年度スター、 、 、 、

、 、 、 、 、トということで 様々な取り決めをして進めておりますけれども 内容的には あのぅ これは

まあ 条例設定の時にあったことでございましたが あのぅ 住民の 住民を束縛するというよう、 、 、 、

な危惧もありました まあ そういう中で 行政ができるところから進めていこうということで進。 、 、

めております 従いまして まあ あのぅ 一つには 広聴広報の徹底というものを町民集会 町。 、 、 、 、 、

民対話集会ですとか それから あのぅ 自治会長会更には行政連絡委員会等で進めてきておりま、 、 、

して 住民の方のご意見を吸い上げながら行政を進めてきておるというふうに思っております ま、 。

あ これからもこの総合振興計画を基にですね 行政と住民の協働というものも進めてまいりたい、 、

と思いますので、ご理解のことをよろしくお願いいたします。

議長。●森口議員（森口美光）

はい、森口議員。●議長（三上徹）

あのぅ、まあ、総合計画ということで、さいき、さい、昨年まちづくり条例●森口議員（森口美光）

が制定されたということですが まあ この中でも まあ あのぅ いわゆる そのぅ 住民と十、 、 、 、 、 、 、

分な話し合いができないまま そのぅ あのぅ まあ 住民を束縛するような危険があったという、 、 、 、

ような あのぅ 内容でございました まあ そういうことの中での まあ 自治会も まあ 全、 、 。 、 、 、 、 、

てまだできておりませんし まあ やはり あのぅ そういう十分な話し合い 一体となってない、 、 、 、 、

んじゃあないかなというふうに私は思いますが、その点について町長のお考えをお聞きします。

議長。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

あのぅ、まあ、私もいつだったかなあ、前回の定例会だったでしょうか、同●石橋町長（石橋良治）

じようなご質問をどなたかされてお答えしたのは まあ 回数のことをいっちゃあなんですが ７、 、 、

０回以上町民との対話 執行部を出てやってるわけですね まあ その中でやはりこう 地域差と、 。 、 、

いうのは私感じました 議員が在住の中野地域はそうそう多くなかったような気がします やはり。 。

議員さんあたりもですね 是非 そのぅ 一緒にいこうやというようなことをですね 呼びかけて、 、 、 、

いただいて 多いところは６０人 ７０人来ていらっしゃるわけですから どっちかというと周辺、 、 、

の方が多いですねえ まあ それだけは ３語 聞き取れず が多いんかも知れませんけども や。 、 （ 、 ） 、

っぱり折角行政がそういう場を設けたらですね お互いに考えようよというやはり気運を 議員さ、 、

ん自らやっぱり盛り上げていただかなきゃならんというふうに 私は実はお願いしたいわけであり、

ます 私が まあ 就任した当初は どうしてもその行政頼みというところが私は率直に言って感。 、 、 、

じられました そこはなんとかやっぱり意識改革をしなきゃいかんということで 今課長がいった。 、
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ようなことも含めてですね いろいろやっているつもりであります まあ そういった中で 正に、 。 、 、

夢づくりプランなんかはそういうことでありましょうし 中野地区でも是非やってみようじゃあな、

、 、 、 、いかというようことがあればですねえ 我々も歓迎するわけでありますけども やっぱり そのぅ

足下から見直しをし していただきたいなあとこういうふうに まあ 思うわけであります いず、 、 、 。

れにしても 町民と行政の協働の町づくりという理念は変わっておりませんので ご協力のほどを、 、

よろしくお願いしたいというふうに思うわけであります。

議長。●森口議員（森口美光）

はい、森口議員。●議長（三上徹）

、 。 、 、 、●森口議員（森口美光） まあ ７０回の説明と対話ということでございます まあ 非常に あのぅ

中野地区ということ あのぅ 議員が あのぅ いわゆる そのぅ 盛り上げてもらいようが少な、 、 、 、 、 、

いというような意見でございます もう私らも十分説明はいた いたしております しかし 住民。 、 。 、

自体がやはり判断されることでございますし まあ 自治会が発達 発足してからもう３０年経過、 、 、

をしております まあ そういう中でのやはり あのぅ マンネリ化もあるかもしれませんし だ。 、 、 、 、

からそこらあたりでやはりもう少し十分な話し合いが私は欲しかった まあ 早急な そのぅ ま、 、 、 、

ちづくり条例を制定されることは私はもうちょっと時間がいただきたいなというふうに考えておっ

たところでございますので あのぅ まあ これからも盛り上げに まあ 十分 あのぅ 注 注、 、 、 、 、 、 、 、

意をしながらやっていきたいと思いますので よろしくお願いいたします それから あのぅ ２、 。 、 、

点目でございますが あのぅ 債務残高に着目した財政 あのぅ 運営ということの進めでござい、 、 、 、

ますが まあ この中にも まあ 非常に あのぅ 積立金等が あの非常に あのぅ 減少して、 、 、 、 、 、 、 、 、

いるというふうな説明でございました その中で まあ やはり あのぅ まあ あのぅ 地方債。 、 、 、 、 、 、

、 、 、が３２１億円の返済ピークを迎えているというような あのぅ 状況の中であるということでの

、 、 、 、 、非常に あのぅ 財政運営の影響が懸念されるというふうに考えますが まあ その中でもやはり

あのぅ 財政規模に対して あのぅ 債務負担のわ あれえ割合は適切であるかなというふうに考、 、 、 、

えるんですが その点についてのお考え それから まあ いわゆる そのぅ ２０１１年代後半、 。 、 、 、 、

には やはり あのぅ プライマリーバランスの黒字化ということを 取り組みの進めを行わなけ、 、 、 、

ればならないということに立っての考えを そのぅ お聞きしたいというふうに思いますので よ、 、 、

ろしくお願いいたします。

番外。●桑野財政課長（桑野修）

はい、財政課長。●議長（三上徹）

債務残高に着目した財政運営ということとの中で、財政規模に対してその●桑野財政課長（桑野修）

債務残高というものの適正数値というものをお答えしなければならないというふうに思いますけれ

ども 標準財政規模 約 本町の場合２０年度の数値でいきますと 約７０億円という数値でござ、 、 、 、

いますけれども 健全化の 財政健全化法でいいます早期健全化の基準 判断基準となります数値、 、 、

といいますと ３５０％というふうな数値で表されておるわけですけれども まあ 本町の場合そ、 、 、

の数値は２１０％ぐらいということで まあ 債務残 残高の数値的には まあ 余裕のあるもの、 、 、 、 、

ではございますけれども といいながらも財政を非常にその償還金の占める比率が高いということ、

で 圧迫していることは確かであります まあ その点で あのぅ 財政運営非常に厳しいことに、 。 、 、 、

は変わりないわけですけれども 残高比率で財政標準規模 標準規模からいきますと ２００％以、 、 、

内が健全であるというふうに昔からいわれておるわけですけれども まあ その数値にはまだ到達、 、

しておりません 約１４０億円 一般会計でいいますところで１４０億円まで下げていく必要があ。 、
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るというふうに思って今計画をしとるわけでありますけれども 一般会計の方ではまだ１８０億円、

ぐらいの残高を持っておりますので そのぅ ら １４０億円を切るラインまでいけば健全化も図、 、 、

っていけるというふうに考えております また 国の方も基本方針の方でプライバリ マリーバラ。 、 、

ンス まあ 収支均衡のとれた予算を２０１１年までにもっていくというふうに示しておりますけ、 、

れども まあ 本町の場合 一応２０年度予算では一応均衡のとれたとこまで行うことができてい、 、 、

るというふうに思っておりますが これもまだ まあ そういった あのぅ 地域再生対策費であ、 、 、 、 、

るとか 頑張る地方応援プログラムであるとかそういった交付税の増額による部分も非常に多いの、

ですけれども これもまだ不透明であります という面から考えましても もう少しの歳出削減と、 。 、

いうものを図っていかないと収支均衡が継続的に行っていけるという段階ではないというふうな認

識をもっております。

議長。●森口議員（森口美光）

はい、森口議員。●議長（三上徹）

はい、ええっと、まあ、非常に、あのぅ、まあ、２００％ぐらいの、いわゆ●森口議員（森口美光）

、 、 、 、 、る そのぅ なっていかないと健全化には到達しないということでございますので まあ これも

あのぅ ２０年度までは まあ かなり均衡のとれた状況ということでございますので まあ 交、 、 、 、 、

付税等も 今増額ということでございますが これも非常に あのぅ 人口も減ってきます 社会、 、 、 、 。

、 、 、 、 、 、情勢やら経済も変わってきますので そこの中でのやはり あのぅ 長期計画を やはり あのぅ

もう少し立てられないと まあ 非常に あのぅ こういう目標に達することができないかなとい、 、 、 、

うふうな不安を持ちますが まあ これもまた一つよろしく あのぅ 内部で検討されて計画を立、 、 、 、

っていただきたいないうふうに思います それから ３点目でございますが これ 未納金に決算。 、 、 、

売却や未納金ということで説明いただきましたが 建物や土地でもまだ あのぅ いわゆるその遊、 、 、

、 。 、 、 、 、 、休の建物 土地これがまだ随分残っています まあ その点の進みがまだ あのぅ 若干 あのぅ

進んでないのかなあというふうに考えますが まあ そこらあたりももう少し 考えられて 活用、 、 、 、

。 、 、予定のない財産の適正な処分等について行っていただきたいということでございます そ まあ

そういうふうなことをしていかないと財源を確保することが非常に まあ 難しいんじゃあないか、 、

なというふうに考えますので よろしくお願いしたいと思います その中でもやはり あのぅ あ、 。 、 、

のぅ まあ 住民のさ 歳出削減があのされるわけですが まあ やはり あのぅ 住民福祉の増、 、 、 、 、 、 、

進を図るという 基本的役割を担うことが困難とならないように まあ 一つ あのぅ そういう、 、 、 、 、

認識で取り組んでいただきたいというふうに考えます それから３点目の広告事業の財源確保でご。

ざいますが まあ これも あのぅ いわゆる今度また あのぅ ＦＴＴＨ等が あのぅ 導入さ、 、 、 、 、 、 、 、

れます まあ そういう関係での あのぅ いわゆる そのぅ 広告事業の取り組みを十分考えて。 、 、 、 、 、

いかなければならないというふうに考えますので その点十分 あのぅ おく ええっとお考えに、 、 、 、

なって取り組んでいただきたいなというふうに思います それから消防の広域化のことについては。

まだ あのぅ いわゆる あのぅ まだ負担率等が 現状ではまだ分からないというふうなことで、 、 、 、 、

ございますので このぅ また あのぅ ２０２８年の５月までには行わなければならないという、 、 、 、

ことが決まっておりますので 十分 あのぅ 説明を お聞きになって進めていただきたいなとい、 、 、 、

。 、 、 、 、 、 、 、うふうに思います それから これは あのぅ まあ 広域消防になりますと まあ いわゆる

その消防団との適切な あのぅ 連携や他等の部署との あのぅ こう 応援ですね 応援等につ、 、 、 、 、 、

、 、 。 、 、 、いてもまた あのぅ 十分考えていただきたいなというふうに思います 考えて それから まあ

いわゆるその住民サービスの向上ということに努めていただきたいなというふうに思います それ。
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から６点目の入札制度の改革の増収を図れということでございますが あのぅ まあ 説明ござい、 、 、

ましたように 審査会議があるということ その中での業者を設定をしながら あのぅ 進めてい、 、 、 、

、 、 、 、 、くことでございますが 適当でないことを除く業者については あのぅ 町内業者でなく あのぅ

入札をするということでございますが まあ この点もやはり あのぅ 町内に あのぅ 営業所、 、 、 、 、 、

そして あのぅ 出張所等を まあ 必ず あのぅ あるような業者に あのぅ するような方向、 、 、 、 、 、 、 、

にもっていくというふうにしてでも いわゆる あのぅ 適当でない業者がにょう 納入をされて、 、 、 、

。 、 、 、 、も税金は全く入ってきません まあ そういうことを考えた場合にやはり十分な あのぅ ただ

、 、 、 、安かればいいというふうなことでなくて あのぅ 町財政ということを税収を考えれば あのぅ

そういうふうな考えも一つ あのぅ 条件に入れていきただい いただきたいなというふうに考え、 、 、

ますので よろしくお願いしたいと思います それでは あのぅ ２番目の あのぅ 質問に移ら、 。 、 、 、 、

せていただきます 防災行政無線の見直しについてでございますが 防災行政無線は災害時におけ。 、

る情報を敏速にかつ 的確に収集 伝達するための施設であります 土砂災害防止法 災害土砂災、 、 。 、

害警戒区域における土砂災害防止対策の推進法でハザードマップの各戸配布 そいから防 防災無、 、

線の情報 避難情報が住民に周知されなければなりません 土石流が発生する恐れがある流域外が、 。

８５７か所とお聞きしますが 孤立する地域等が発生の場合 連絡が取れず対応が心配でございま、 、

す 次の点についてお伺いをいたします １点目でございますが 要援護者への情報伝達体制の整。 。 、

備について に伺いします ２点目に医療福祉部門の対応 ３点目に外部スピーカー増設のお考え、 。 。

について。それから４点目にＧＰＳ機能付き携帯電話の導入のお考えについてお伺いをいたしま

す。

番外。●日高総務課長（日高禎治）

はい、総務課長。●議長（三上徹）

２点目の防災行政無線の見直しについてということでのご質問４点いた●日高総務課長（日高禎治）

だいております 総務課の方からお答えをさしていただければと思います １点目の要援護者への。 。

情報伝達体制の整備についてということでございますが 議員ごしょ ご存じのとおり 災害によ、 、 、

る犠牲者の中で 高齢者の占める割合が非常に高くなっております 高齢者の方や障害をお持ちの、 。

方などで 災害時に自力あるいは家族だけの力では避難することができない方 いわゆる災害時避、 、

難行動要支援者の方に対する支援が非常に重要となってきておると認識しております このような。

中におきまして 本町では 昨年度から これは１２月ぐらいからのご説明も含めて昨年度からと、 、 、

申しあげますが 町内各自治会長さんや行政連絡員さん 班長さん 区長さんの皆様にご協力をい、 、 、

ただきまして 災害時避難行動要支援者の支援体制づくりに着手しております 現在その台帳整備、 。

を行っておるとこでございますが この台帳につきましては 最終的には自治会長さんや民生委員、 、

さんへお渡しし 地域と行政がその情報を共有することにより 万一の時 地域の方々による避難、 、 、

支援や安否確認に役立てていただき 皆さんの安全を確保していただきたいと思っておるとこでご、

ざいます また ご質問にあります情報伝達体制ですございますが 情報は基本的には防災行政無。 、 、

線による放送と広報車による伝達と考えております まあ 今後 あのぅ ＦＴＴＨ こうしたも。 、 、 、 、

のが整備されてまいるわけでございますが 基本的現在ではそのように考えております まあ し、 。 、

かしながら 災害時避難行動要支援者の中には 情報が伝わらない方もおられる可能性がございま、 、

す この点につきましては この台帳 先ほど申しあげました 災害時避難行動要支援者台帳 こ。 、 、 、 、

れに基づきます避難支援におきまして最低でも情報の提供と安否確認 支援要請はできるようにな、

るのではないかと考えておるとこでございます また 台帳作成にあたりましては 各自治会長さ。 、 、
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んや集落代表者の方々と連絡体制の整備も行うこととしておりますので 災害時の各地のじょ 状、 、

況把握や安否状況の確認に役立つものと考えております まあ あわせ この台帳整備にあたりま。 、 、

しては 地域での連帯意識の醸成と自主防災意識が高まることを期待するものでございます 防災、 。

行政無線につきましては 当然 災害時に情報伝達に必要不可欠なものと認識しておりまして 戸、 、 、

別受信機の受信状態が悪いなど 定時放送などの が聞こえにくいというような問い合わせには随、 、

時担当職員がご家庭まで出向き取り替えなどを行っておるところでございまして 細心の注意を払、

っておるところでございます 地域の皆様方との連携により 災害時に被災者を出さないよう的確。 、

な情報伝達を今後も心がけてまいりたいと思っております ２点目 医療 福祉部門の対応につい。 、 、

てというご質問でございます 災害時の医療 福祉関連の事務につきましては 防災計画を策定し。 、 、

ておりますが これにより災害対策本部の事務として 福祉部が福祉課 福祉部を福祉課 保健部、 、 、 、

を保健課がそれぞれ分担しておるようにしております また 災害時におきましては 医療機関や。 、 、

社会福祉施設が大きな役割を果たしてまいります そのため 医療関係では 公立邑智病院院長さ。 、 、

。んと邑智郡の医師会会長に本町の防災会議と国民保護協議会の委員となっていただいております

災害時の受け入れや ご協力をお願いしたところでございます また 専門的な対応を要する高齢、 。 、

者や障害をお持ちの方につきましては 町内の社会福祉施設で可能な限り受け入れをお願いできる、

よう考えておるとこでございます なお これは あのぅ 実際にあったことでございます 実績。 、 、 、 、

といいますか 平成１８年の７月に豪雨があったわけでございますが 家の裏山が崩れ 特に心配、 、 、

だということで 住人の中に災害時の避難行動要支援者に該当する方がおられ 福祉課と社会福祉、 、

協議会の対応により 特別養護老人ホーム等に受け入れていただいたことがありました まあ あ、 。 、

わせてこのような対応を取っておるということでご報告をさしていただければと思います ３点目。

外部スピーカーの増設ということでございます 平成１８年４月から現在の新しい防災行政無線へ。

移行をしたところでございます 議員ご指摘の大雨などによる災害体制をもつ場合においての情報。

伝達につきましては 屋内拡声器が非常に重要であることから先に申しあげましたように 普段か、 、

ら入りにくいなどの問い合わせに対しましては 随時担当職員がご家庭まで出向き取替えなどを行、

っているところでございます まあ そうした意味で細心の注意を払っておるというところでござ。 、

います 一方屋外 ご質問の屋外拡声器だろうと思うんですが これにつきましては特に火災ある。 、 、

いは地震等日中屋外に出ておられる機会における避難周知をするには 欠かすことができない施設、

であると認識をしておるとこでございます 現在 羽須美地域に２基 瑞穂地域に１１基 石見地。 、 、 、

域で５基の設置を行っておりますが 邑南町は合併いたしまして ４２０ｋ㎡強の大きな面積を有、 、

しておる中に 点在した集落がかなり多くあるわけでございます 集落数も２１５集落とゆうこと、 。

でございますので まあ 各戸全て屋外拡声器での避難情報の伝達をしていくということは 今後、 、 、

数十基 まあ かなりの基数 これが必要という状況ではないかと考えます まあ 財政的な面を、 、 、 。 、

考えますと現段階ではこれを全ての所に聞こえるようにというのはなかなか難しいというふうには

、 、 、考えておりますが 安全安心のところから 検討はしていかなきゃいけないと思っておりますが

現状ではなかなかこれは難しいと考えております 従いまして まあ 現在は屋内拡声器や地域の。 、 、

皆様のご協力により 情報の伝達を行っていただくことを重点に対応さしていただきたいと考えて、

おるとこでございます 先ほど常備消防の話が出たわけでございますが 今後財政状況や地域の皆。 、

様のご意見などよく聞きながら また防災行政無線の まあ デジタル化 こうしたことが をし、 、 、 、 、

なきゃいけない時点になりますと そうしたことも視野に入れながら 長期計画 長いスパンを持、 、 、

。 。ってのこうした屋外拡声器等々対応していきたいと考えております よろしくお願いいたします
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それから４点目 ＧＰＳの携帯電話導入の考えにつきましてでございますが ご質問は 住民の皆。 、 、

さんに ＧＰＳ登載の携帯電話を町が提供し 災害時等 必要に際して不明者の居場所を確認でき、 、 、

るようにしたらどうかということと のご質問だと思いますが まあ 結論といたしまして 個人、 、 、 、

情報の観点あるいはまた携帯電話は個人のものであるということから 町が提供 情報管理するこ、 、

とはなかなか難しいと思っております なお ＧＰＳなど携帯電話機能の進捗によりまして 受発。 、 、

信時に場所を特定することがある程度可能となってまいります まあ そうした意味からも町とい。 、

たしましてはＦＴＴＨ等々で携帯電話不感地域の解消に努めているとこでございますので ご理解、

をいただければと思っております。以上でございます。

議長。●森口議員（森口美光）

はい、森口議員。●議長（三上徹）

高齢者の、要支援の方への情報伝達ということのご説明をいただきました。●森口議員（森口美光）

まあ その中で まあ やはり あのぅ まあ 寝たきり 災害時に まあ あのぅ 支援が必要、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

な あのぅ 方はどんな方だろうかなと思った時にはやはり あのぅ 寝たきり老人の方とか そ、 、 、 、 、

ういうとか まあ 一人で避難が困難な高齢者 まあ そして まあ 乳幼児 それから小学校の、 、 、 、 、 、 、

低学年児童の家庭 まあ そういうふうな名簿も要支援者の中に入れる必要があるんではないかな、 、

。 、 、 、 、 、 、 、というふうに考えます まあ いわゆる そのぅ 避難の呼びかけは まあ いわゆる そのぅ

広報無線外部スピーカー それから自治会長さん等でいくとお話はありましたが まあ 消防団員、 、 、

さんも あのぅ そのぅ 重要性を発揮するのではないかなというふうに考えます まあ その点、 、 、 。 、

のところをお聞きしたいと思います それから 医療福祉の問題については まあ あのぅ 病院。 、 、 、 、

等の あのぅ まあ あのぅ 福祉 福祉部 保健部ということで とそれから医療の ついては、 、 、 、 、 、 、 、

邑智病院ということで まあ あのぅ 考えているということでございます まあ そういうこと、 、 、 。 、

の受け入れが十分できるような体制をとっていただきたいなというふうに思いますし まあ あの、 、

、 、 、 、 、 、ぅ 民生 その中でも まあ 民生委員さん 児童委員さんの方の動きはどうかなというふうに

まあ あのぅ ２点目については あのぅ 思いますし それから あのぅ 在宅 要援護者につ、 、 、 、 、 、 、 、

いては まあ 介護福祉士さんの動きも これは重要じゃあないかというふうに考えますので ま、 、 、 、

あ あのぅ ２点目についてはそれをお願いしたいと思います それから外部スピーカーでござい、 、 。

ますが まあ あのぅ まあ 非常に あのぅ 屋外スピーカーについては まあ 非常に あの、 、 、 、 、 、 、 、 、

、 、 、 、ぅ 数が必要であるということで あのぅ 現在の設置の数は今言っていただきましたけれども

まあ 検討には現状ではなかなか難しいということでございますが まあ １０年の計画で 長期、 、 、 、

計画で まあ なんとか外部スピーカーも増設というふうなことをさい していただかないと い、 、 、 、

、 、 、 、 、 、 、わゆるその あのぅ イエローゾーン等が 先般示されましたけども まあ それの中でも まあ

いわゆる そのぅ 非常に あのぅ ８５７か所というふうなか所が発生しております それとそ、 、 、 、 。

、 、 、 、いから急傾斜地も９３６か所というふうに非常に あのぅ 中山間地で危険地域が多いので まあ

その点 十分お考えをいただきたいというふうに思います それから ４点目の あのぅ ＧＰＳ、 。 、 、 、

、 、 、 、 、 、 、の機能付きの携帯電話ですが まあ この点につきましては あのぅ やはり あのぅ 通報を

者からの情報や観測点からの自動的に送信される情報とそれを受信する まあ あのぅ 方の あ、 、 、 、

のぅ いわゆる表示をするコンピューターですね まあ こういう関係をやはり あのぅ 外部ス、 、 、 、 、

ピーカーが無いところの地域につきましては やはり あのぅ 孤立をするという可能性が非常に、 、 、

高い この場合はやはり１０年計画ということでなしにやはりその設置が非常に１基が高額どもの。

であるとするならば やはり あのぅ ＧＰＳ機能付きの携帯電話をその地域に一か所ずつ配置す、 、 、
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ると まあ これも２０万か２５万ということでございますので まあ 早急に図っていただきた、 、 、 、

いというふうに考えます。まあ、以上の点につきまして、あのぅ、ご答弁願いたいと思います。

番外。●日高総務課長（日高禎治）

はい、総務課長。●議長（三上徹）

それぞれの質問において再質問をいただきましたが、１点目の支援者の●日高総務課長（日高禎治）

台帳に高齢者等々も含めながら 支援者をはっきり きっちりと把握するようにというご質問だろ、 、

うと思っております まあ あのぅ 現在自治会長さんあるいは行政連絡委員さん 班長さん等を。 、 、 、

通じながら 個人の まあ 個人情報のこともございましたので 本人申請というやり方をとって、 、 、 、

おるとこでございます やはり今 そうしたこのものを共有するという観点からはやはり本人申請。 、

が大事であろうというふうに まあ 思っておりますが 本人申請等々で出てこない場合 これは、 、 、 、

民生委員さん等々と協力をしながらですね そうしたところは把握をしていくということが大事だ、

ろうというふうに考えております 福祉部門あるいはこのそん 防災部門 こうしたとこで一緒に。 、 、

なりながらこれは台帳整備をしていきたいと思っております また あのぅ 消防団員等に関する。 、 、

、 、 、 、 、 、 、 、ことですが 当然防災計画等に この消防団員が こうした まあ 今回できます でき あのぅ

県の方からありましたイエローゾーンの設定 こうしたもんも消防団員にはある 予め理解をいた、 、

。 、 、 、だいとく必要はあろうと思っております まあ そうした意味でこの支援者 これは地域において

消防団員ということでも含めながら地域の一員としてですね そういうふうに考えていっていただ、

くように啓発していきたい思っております ２点目の医療福祉部門の対応ということで 民生委員。 、

さん 介護福祉士さんということでございました 実際に まあ 災害が起こりますと 非常にそ、 。 、 、 、

ういうふうな身体のご不自由な方等々もあろうと思います このへんは協力を図ってまいりたいと。

思っております 福祉課との連携を図りながら そういう体制をつくっていく必要はあろうと考え。 、

ております 外部スピーカーのご質問でございます まあ 先ほど申しあげましたように 現状で。 。 、 、

はなかなか財政的に難しい 特に今 まあ 安心安全といいますと 小 各小学校の耐震問題ある。 、 、 、 、

いは公民館等々 こう考えていかなきゃいけない状況でございます まあ そうした意味合いにお、 。 、

いて その小学校の耐震問題 こうしたところに財政的にまず 予算的な配置をしていく必要があ、 、 、

ろうというふうな考えでございます 先ほどいいましたように 長期計画というような考えででき。 、

うればというふうに考えております これも検討さしていただきたいと思っております ＧＰＳに。 。

つきましては まあ 先ほど申しあげましたように 議員仰ったような利用ができるかもしれませ、 、 、

んが やはり まあ 各地に１台ずつというようなことで足りうるのかどうか そのへんはよく検、 、 、 、

討しなきゃいけないと思いますが 基本的にはやはり個人でその携帯電話等々 利用していただけ、 、

ればということで まあ 現在携帯電話の不感地域の解消に努めておるとこでございますので ご、 、 、

りよう、ご理解をいただきたいと思っております。以上です。

議長。●森口議員（森口美光）

はい、森口議員。●議長（三上徹）

まあ、本人申請ということで要支援者については願うということでございま●森口議員（森口美光）

、 、 、 、 、 、 、 、 、 、したが まあ あのぅ やはり あのぅ いわゆる そのぅ あのぅ 災害だけでなく やはり

あのぅ いろんなあらゆる局面に対応した安全安心ということを訴えていかなければなりませんの、

で やはり あのぅ 最近では あのぅ ＮＴＴドコモ等によります安否確認ができるような あ、 、 、 、 、 、

のぅ Ｉモード災害用で 伝言サービスというふうなもんもございますし まあ そういうふうな、 、 、 、

ことも ある あのぅ 住民に周知徹底をするというふうなことも あのぅ していかなければな、 、 、 、 、



- 14 -

りませんが まあ いわゆる実態調査を早急に行っていただき そのせ あのぅ 結果を受けなが、 、 、 、 、

、 、 、 、ら あのぅ やはり自助共助というこう ということで福祉と防災の連携をして対策をされながら

充実を図っていただきたいというふうに思います。以上をもって、質問を終わります。

ちょっと森口議員、あのぅ、今それでたいたい終わりですか。●議長（三上徹）

はい。●森口議員（森口美光）

ええっと、先ほどのですね、大項目の１番の第３、資産売却あるいは未納金につい●議長（三上徹）

、 、 、 。ての説明の あのぅ 答弁の中でちょっと訂正 修正したいとこがあるということでございます

はい、財政課長が答弁いたします。

最初の答弁の中で、１番目の３番目ということになりますが、未納金の徴●桑野財政課長（桑野修）

収強化といったところで 答弁をしておりますけれども 一部適切な表現でない部分がございまし、 、

たので 訂正をさしていただきたいと思います その部分といいますのは ●●●●●●●●●●、 。 、

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●● 訂正 ございませんので 訂正をさしていただきたいと思います 訂正文としましては 町（ ） 、 。 、

外から転入された方などで 短期居住者による滞納のこれからの増加が懸念されるというふうに訂、

正をお願いさしていただきたいと思います。以上でございます。

はい、失礼しました。森口議員どうぞ。●議長（三上徹）

まあ、外国人ということで、あのぅ、まあ、等ということがありましたが、●森口議員（森口美光）

、 、 、 、 、 。 、 、まあ 非常に あのぅ 最近 あのぅ 外国からいらっしゃる方が増えております まあ あのぅ

いわゆるワイテック等に 企業におきましても まあ そういう方がおられますので あのぅ ま、 、 、 、 、

あ あのぅ 住民の方もおられますし まあ 非常に あのぅ そこらあたり言葉の方の問題があ、 、 、 、 、 、

りますが そこらあたりもよく十分されながら あのぅ 取り扱いを あのぅ 説明をしていただ、 、 、 、 、

きたいというふうに思いますので。以上をもって質問を終わります。

以上で森口議員の一般質問は終了いたしました。ここで休、休憩に入らせていただ●議長（三上徹）

きます。再開は１０時５０分といたします。

―― 午前１０時３３分 休憩 ――

―― 午前１０時４９分 再開 ――

それでは会議を再開をいたします。先ほどの訂正分のところで、私が皆様に訂正し●議長（三上徹）

てもよろしいでしょうかという確認をしておりませんでしたので 先ほど申し出がありましたよう、

に訂正をさしていただいてよろしいでしょうか。

（ 異議なし」の声あり）「

はい、それでは訂正をさしていただきます。引き続きまして通告順位第７号亀山議●議長（三上徹）

員登壇をお願いいたします。

議長。●亀山議員（亀山和己）

はい、亀山議員。●議長（三上徹）

はい、９番亀山でございます。ええっと、質問に先立ちまして、ええっとち●亀山議員（亀山和己）

ょっとお礼を申しあげたいと思います 本定例会が始まった初日でございますが 市木地区のある。 、

集落へ野犬が６頭群れをなして出てきました さ あのぅ その独居の婦人の方の家の近くに出ま。 、 、

したもんで おばさん大たまげ ほいで地域でいいますとやっぱり若い者 元気な者は皆働きに外、 、 、

へ出ておりまして なかなか対応できん中ですぐ役場へ電話しましたら 本所支所から十数名の職、 、

員が駆けつけていただきまして その野犬を捕まえるのに奔走していただきました そこでやはり、 。
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感じましたのはやっぱり あのぅ この役場職員の元気な対応 迅速な対応に感謝しますとともに、 、 、

やはり地域力の低下いいますか を切実に感じたとこがあります 先ほどはええっと 森口議員さ、 。 、

んの方から財政について持続可能な財政運営にという表題で格調高い質問がありましたが 私はち、

ょっと あのぅ 住民のレベルでちょっと今日は質問してみたいと思います ええっと我が邑南町、 、 。

が誕生して４年が経過しようとしていますが 合併当初から行財政改革 町の財政再建を懸命に取、 、

り組み 住民の協力もあってか 先の１９年度決算監査報告においては １８年度のような危機的、 、 、

な状況であるとか 末期的な状況であるという厳しい表現はなかったと受け止めました 今 ２期、 。 、

目の石橋町政に向けての動きが着々と進められている中で 私たち町民にとって今のこの閉塞感を、

打破できるような材料は何かないのかと期待を込めながら これから進められる２１年度の予算編、

成に向けた石橋町長を始めとする執行部の基本的な考えについてお伺いいたします まず 第１点。 、

は町の規模にあ あった予算規模と財政計画についてでありますが 邑南町にとって適正な規模に、 、

縮小されつつある予算規模とその裏付けとなる財政計画について ２１年度の見通しについてお伺、

いします 二つ目には経費削減と住民サービスについてでありますが 更なる経費削減の計画があ。 、

るのか と それに連動する住民サービスは向上するのか それとも後退していくのかどうか ３、 、 、 。

番目には普通建設事業の計画についてでありますが 継続事業の進め方と新規事業の見込み その、 、

優先順位の決定方法についてお伺いします ４番目には町内産業の振興策と定住対策についてであ。

りますが 町内のあらゆる産業は瀕死の状態にあるといえます 若者の定住促進もままならない状、 。

、 、 、 。況下で ２１年度に町民が期待できるものがあるかどうか この４点をまず お伺いいたします

番外。●桑野財政課長（桑野修）

はい、財政課長。●議長（三上徹）

亀山議員の２１年度の予算編成に向けた施政についてということのご質●桑野財政課長（桑野修）

問 ４点でございますけれども まず 最初の１番目の予算規模と財政計画ということについてお、 、 、

答えいたします この予算規模でございますけれども 国の基本方針２００８というものが６月に。 、

発表されたところでございますけれども これによりますと一般行政経費の削減は堅持するという、

ことがありまして 交付税においてもそのことがまた反映されるのではないかというふうに懸念を、

しております ということで まあ あのぅ 平成２１年度の予算編成に向けましても 現在各課。 、 、 、 、

の方の概算要求というものを８月末に受けっとておるところですけれども その集計作業を行って、

おります まあ この要求段階では 経常的な一般財源の要求額というものを５％削減したものに。 、 、

なるような方針を示して概算要求を受けているところでございます まあ これは国の方針に沿っ。 、

た考え方ということで５％ 一応減額ということで指示したとこでございます 今後はまた年末に、 。

向けて 本予算の要求 査定ということを行ってまいるわけでございますけれども 予算の規模と、 、 、

しましては一般会計においては１００億を超えない範囲を 程度を想定して今計画をたっておるだ、

け おるわけでございますけれども財源不足を補うための基金取り崩しといったものはゼロとする、

方針で 今業務を進めているとこでございますし 平成２１年度以降 ずっとこれも継続していく、 、 、

。 、 、考え方でおるとこでございます また今 そのもの交付税の収入というのが２２年度の国勢調査に

の人口減によって どれだけの減額を おきるのか また合併特例によって今増額されております、 、 、

７ ８億円という増額部分が１０年 合併後１０年以後は５年間で減少して ３１年からはゼロと、 、 、

なると まあ そういった非常に厳しいこれからの歳入見込みを考えますと まあ 今後も そう、 、 、 、 、

した削減というものは維持していかなければならないというふうに考えております 特に その長。 、

期的な財政計画の面では 財政健全化法に示さま されております判断基準の４指標というのがご、 、



- 16 -

ざいますけれども そのうちに の中で特にその借金返済に係る部分の数値 実質公債比率と 費、 、 、 、

比率というものが非常に本町の場合問題となっておりまして この改善が急がれているところでご、

ざいます まあ そうしたところで 今その改善策については県との協議も行っておりまして 公。 、 、 、

債費の適正化計画 中期財政計画というものをただ今協議中でございます まあ この協議中のも、 。 、

のにつきましては １２月の議会においてはその財政推計というもをお示しすることができると考、

えております それから２番目の経費削減と住民サービスということでございますけれども 先ほ。 、

どの１番の方でも申しあげましたとおり 一般行政経費の削減というのは まあ 避けて通れない、 、 、

状況であるというふうに考えておりまして 引き続いて総人件費の縮減あるいは物品購入とか委託、

料 使用料等の物件費など経常的な経費については更に削減を進め 削減に努めていかなければな、 、

らないというふうに考えております 一方で できるだけ住民サービスの低下というものは避けて。 、

いこうとしておりまして 新年度においても使用料 負担金等の負担増も極力行わないですむよう、 、

な方向で 予算編成するということを考えております ただ まあ あのぅ 社会情勢の大きな変、 。 、 、 、

動等 避けられない場合もあろうかと思います まあ 例えば消費税のアップとかそういうような、 。 、

、 、 、 、ことがあった場合 まあ どうしてもそのこちらにその要因が無い場合は そのまた十分な協議

説明等を行った上で考えていかなければならいというふうに思っております また現在これまで合。

併後 財政難ということで公共施設等でかなり修繕等の を必要とするものが起きておりますけれ、 、

ども そのへん利用される方の不便がないようにその点も 急がれるものから行っていく必要があ、 、

るんではないかというふうに思っております そいから ふつ ３番目の普通建設事業の計画でご。 、 、

ざいますけれども この本町の建設計画につきましては 総合振興計画あるいは過疎計画そういっ、 、

たものに基づいて行う必要があるわけでございますけれども まあ そういった各課の主要な事業、 、

ということにつきましてはそのた 取りまとめを行っておりまして ５年間の計画というものをそ、 、

れぞれローリングで ５年ごとのローリングでこう 見直しを行っておるわけですけれども 毎年、 、 、

行うわけですけれども まあ その中で一応 まあ 大きな方針としましては借金の額 起債発行、 、 、 、 、

額というものを の 今１０億にしておりますけれども この制限減というものを超えないように、 、 、

その事業実施の年度の調整を行うあるいは財源の調整というものを行いながら 当初予算に反映を、

いたしておるとこでございます そして ４番目の町内の産業振興策と定住対策ということでござ。 、

いますけれども まあ 当然これもじ 大きな事業に 主要な事業につきましては先ほどの事業計、 、 、 、

画に伴って 予算の中に組み込まれていくわけでございますけれども まあ 特に この振興策に、 、 、 、

つきましては まあ 交付税の中で１９年度から頑張る地方応援プログラムということで配分も増、 、

ておりますし ２０年度からは地域再生対策費ということで 大幅な増額がされているとこですけ、 、

れども まあ まだまだ十分とは言えませんけれども 財政力の弱い地方に重点が置かれた交付税、 、 、

の配分が考慮されてきております まあ そうした配分の中で 国が示した内容というものをみま。 、 、

すと 地域産業の育成でありますとか 交通手段の確保 医療 福祉の確保とか 情報格差の解消、 、 、 、 、

そういったものが まあ 含まれておる でございますが まあ これまでも厳しい財政状況の中、 、 、 、 、

で 一般財源を使って地方自治体が行ってきたものに まあ やっと交付税が算入されるようにな、 、 、

ってきたというふうに受け止めております まあ そうしたところで あのぅ これらの行ってき。 、 、 、

、 、 、た事業というものをできるだけ いいものを継続していって 更に可能なものは充実していきたい

そういうふうに努力をしてまいりたいというふうに考えております。以上でございます。

議長。●亀山議員（亀山和己）

はい、亀山議員。●議長（三上徹）
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はい、やはりちょっと予想したような財政課の方ではなかなか財布を緩めて●亀山議員（亀山和己）

もらえんような感じがしました そいで まあ やはり期待できるのは国からの今後地方に対する。 、 、

手厚い対策が期待できるのと それと新たなさあ サービスとしては公共施設等の修繕等をいわれ、 、

ましたが 直接住民 まあ 公共施設を利用する住民には関わるわけですが 住民に対する支援と、 、 、 、

いうには ちょっとほど遠いかなっていう感じがしました ほいで これからちょっと町長の考え、 。 、

方を伺っていきたいんですが その前に ええっと昨年ですが 総務大臣 あのぅ 増田総務大臣、 、 、 、 、

。 、 、が羽須美の川角地区を視察されました 限界集落をなんとかせにゃあいけんいうことで あのぅ

視察に来られたわけですが それ以降 町として 町の施策としてその限界集落に対する支援が行、 、 、

われたかどうかいうところを、まず、始めにちょっとおし、お聞かせください。

番外。●大田定住企画課長（大田文夫）

はい、定住企画課長。●議長（三上徹）

限界集落という、まあ、定義が生まれて、まあ、邑南町でも先ほど●大田定住企画課長（大田文夫）

、 、 、説明しましたような 集落の３割にあたる該当集落があるということで このことにつきましては

、 、 、 、 、 、 、 、特に あのぅ 合併時に まあ さかなを 遡るわけですが 結局集落というそのものが まあ

地域運営の機能が低下しとるということで 本来ですと集落が合併するとかいういう方向もあった、

わけですが これを まあ 合併調整の中では 自治会方式でやろうという調整がなされて 今自、 、 、 、 、

、 、 、 、 、 、 、治会がですね まあ あのぅ 旧石見は別としまして 瑞穂羽須美において その誕生して 特に

まあ 瑞穂では今 その自治会が成長期にあるというふうに思っております あのぅ そうした中、 、 。 、

で 自治会と行政の間の活動費の助成ですとかいうのも まあ これは まあ 集落対策というふ、 、 、 、 、

うに私は認識しております それから もう一点は 県の方もそういう対策を打ち出しておりまし。 、 、

て 結局 まあ 集落単位でものごとを考えるというのも 一応限界があろうということから 中、 、 、 、 、

山間地域のコミュニティ再生プロジェクト事業 こちらを まあ 打ち出しておりますので これ、 、 、 、

に まあ 邑南町も いち早くその指定をいただいてですね まあ モデ モデル事業ということ、 、 、 、 、 、

、 、 、 、で 旧３町村の一か所ずつ まあ ご承知のとおりやらしていただいとるいうとこでございまして

これは一つ まあ あのぅ 集落対策の先駆けという もう一つ公民館エリアでのコミュニティの、 、 、 、

考え方ですので まあ それもこの集落対策の一つというふうに私たちも まあ 認識して今取り、 、 、 、

組んでおるとこでございます それから あのぅ これは まあ あのぅ 国の事業で 以前少し。 、 、 、 、 、 、

説明もさしていただきましたけれども 旧羽須美で 国土創発調査というものを１９年度に行いま、 、

した まあ その後段として２０年度は新たな公によるコミュニティ再生事業というものも採択を。 、

いただきまして これは まあ 口羽エリアを中心に まあ あのぅ 実験的な事業を行っており、 、 、 、 、 、

ます まあ こちらの方へも 町の方も参画をさしていただいて事業を実証していこうというふう。 、 、

に取り組んでおるとこでございます。以上でございます。

議長。●亀山議員（亀山和己）

はい、亀山議員。●議長（三上徹）

はい、今限界集落への対応についてお伺いしましたが、やはりこれも今伺い●亀山議員（亀山和己）

ますと 県頼み 国頼み 県の施策が出るのをみたり 国の施策が出るのをやっぱり様子伺いとい、 、 、 、

う感じがします そいで 邑南町に限ったことではありませんが こうした中山間地の過疎 高齢。 、 、 、

化のげ 今の現状と地域経済のこの衰退の状況は今後立ち直るのが 立ち直ることができるかどう、 、

か見通しが立たないような状況にあります 先に行った議会の意見交換会においても 数多くの人。 、

から意見や要望が寄せられました このままでは やく 町の役場は残っても地域が持たない 町。 、 、 、
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民がつぶれてしまう時代にもなりかねません 町財政の健全化は確かに必要なことかも知れません。

が 今は地域に対してカンフル剤的な支援 町行政からの財政支出の元気づけが無くてはならない、 、

状況ではないかと考えます 今国においては 福田総理の突然の辞任表明を受けて 新総理が選出。 、 、

されようとしておりますが 国は膨大な国債を抱える中で 財政再建を更に押し進めるのか それ、 、 、

とも今の状況から景気対策を優先するのか 論議されております 今本町に置いては 地域活力再、 。 、

生策としての２１年度には積極的な施策を歳出の中に取り入れるべきではないかと考えます 二期。

目に向けて石橋町長いかがでしょうか。

はい。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

まあ、仰るように地域の衰退という状況は、まあ、これはどこもであります●石橋町長（石橋良治）

けどもあると思います 従って やっぱり 次は少しでも元気が出るようにという気持ちもあるわ。 、 、

けであります で 私は あのぅ まあ 財政課長が言っとりましたけども まあ 予想としては。 、 、 、 、 、 、

やっぱり厳しい歳入見込みということはまだ続くんだろうと思います 特に あのぅ これは ま。 、 、 、

あ 国の交付税の問題もあると思いますけども いわゆる今景気がこう下がってきているという中、 、

で当然税収も上がってこないわけでありますから 交付税がどうなるかということもあると思いま、

す それからもう少し先を考えますと いわゆるポスト過疎法についてもですね 今のように有利。 、 、

な起債 これがほんとに残るのかどうかっていう ここがまたたたられますと たてれられ たた、 、 、 、

るんとですね やはりなかなか我々こういった地域というのは立ちいか 行かないという気がしま、 、

すので まあ そういう大きな課題というのが実はあるわけあります そういうことになればです、 、 。

ね やはり身の丈にあったやっぱり町づくりということは今後とも あのぅ 心してやっていかな、 、 、

いかんと思います この身の丈にあったということはやはりもう旧知 合併する前の町村のように。 、

どんどんどんどん借金をして 箱物を作ったり いろいろなことやったりする時代では 私はない、 、 、

と思ってます 邑南町が今苦しんでいるのはその時のやはり もちろん基盤整備もできてはおりま。 、

すけども 借金がですね 今の話じゃあありませんが 相当あっての中で大変 まあ 財政が厳し、 、 、 、 、

いという あ ことでありますから やはり持 持続可能な邑南町ということを考えれば しっか、 、 、 、 、

りと財政のきり 規律をやりながら身の丈にあった町づくりというものをし 無駄な箱物というこ、 、

とについてもやはり十分に考えていく必要があろうかというような まあ 思いがあります そう、 、 。

いう中でやはり一方では限られた財政の中でどういうことを考えて行かなきゃならんと やっぱり、

一つは未来になる 未来への投資だろうと思います で 今回も相当その教育問題出ておりますけ、 。 、

れども やはり持続可能な社会ということになれば 将来背負ってくれる子どもたちの諸問題 い、 、 、

わゆる教育予算についてはやはり 従前どおりやっぱり手厚くですね 考えて行かなきゃならんと、 、

いうふうに まあ 思います 人づくりであります そして まあ 二つ目にはやはり議員ご指摘、 、 。 。 、 、

、 、 、 、のようにいかに まあ 地域経済を活性化させるかということ 一方ではあるわけでありますから

、 。 、厳しい 厳しいではやはり問題がある やはり町民お一人お一人の所得をどう向上させていくか

このことをやはり行政としては知恵を絞る必要があろうかと思ってます ただ これは行政だけで。 、

はなくてですね 他のそれぞれの関係団体とあわせて一緒になって考えていくということで 今そ、 、

ういう体制づくりをスタートしたわけでありますけども、その中でやっぱり考えなきゃいかんの

は 一つは あのぅ いわゆる地域資源を十分に活用して 地域内で経済が循環していくようにと、 、 、 、

いうことが大事だろうと思います 外に逃がさないということですね それをやはりこのそうした。 。

形での所得向上を定住へ結びつけていくということで まあ ここで今私具体的にいうつもりはあ、 、
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りませんけども そういった観点から今検討を実はさせております またやがてそういうことが固、 。

、 、 。 、まればですね 議会の方にお示しをでき できるんではないかなあというふうにも思います まあ

一方ではやはり地域の経済活性化ということになりますと 外貨の獲得ということもあります こ、 。

れは あのぅ 合併から一生懸命職員も頑張ってくれてですね まあ 私いうまでもないわけであ、 、 、 、

りますが いかに外貨を獲得するかということで邑南町のブランドづくりということ始めとるわけ、

。 、 、 。であります これも当然強力に押し進めていく必要があろうとかというふうに まあ 思います

で まあ ３番目にはやはり地域力の向上ということが言えるんではないかと思います で 何度、 、 。 、

もいいますようにこれは あのぅ 行政だけでできるもんではありませんので 町づくりについて、 、 、

、 、 、は 一緒にやっ なってやっていこうという中で今いろいろと４年間やってまいりましたけども

これを更にやっぱり押し進める必要があろう そのためのいわゆる組織をどうする すべきであろ、 、

うか 人づくりをどうすべきであろうかいうところをですね やはり２１年度仮に私が担当させて、 、

いただくならばですね やっぱり真剣に考えて やっぱり地域でできることは地域でということを、 、

ですね やっていきたいなと つまり未来への投資と所得の向上と地域づくりと まあ こういう、 。 、 、

、 、 、 。観点からですね ２１年度以降も私は頑張っていきたいなあと まあ こういうふうに思います

議長。●亀山議員（亀山和己）

はい、亀山議員。●議長（三上徹）

はい、今町長から力強い、あのぅ、答弁をいただいたわけですが、しかしそ●亀山議員（亀山和己）

うした中で地域力を高める あのぅ 人材を確保するとかいう そういった抽象的な言葉ではなか、 、 、

なか町民に伝わらんのです 現実にやはり今も答弁の中でいわれた具体的な策を指示しとるいわれ。

ましたが ２１年度はそれを考える時 時期ではなしにもう実行に移して貰う時期じゃあないか思、 、

うんです そいで 石橋町長ポスト過疎法に向けては 新たな過疎対策の検討委員会の委員長にな。 、 、

られ 限界集落を抱えるこの邑南 あのぅ 全国の自治体の首長として 全国組織の先頭になって、 、 、 、

国への働きをされていると伺っております 町と国の関係を 町と国 それを町民と町の関係に置。 、 、

き換えて考えてみたい思うんですが 石橋町長は月刊ガバナンスの誌上でこの前コピーをいただき、

ました これですね これで石橋町長の熱い思いを語っておられます それには集落対策を位置づ。 。 。

けたポスト過疎法の制定を国に要望されております しかし また一方では昨日の藤原議員の質問。 、

に対して 集落対策は画一的もんではないと 邑南町方式を考えるべきであってばらまきではいけ、 、

。 。 、ないといわれました 頑張っているところを町は応援すると仰いました ほいでこのガバナンスの

、 、 、 、で町長の言葉を借りますと ええっとですね 確かにこれまで国はハード整備をやってきた だが

それでも過疎は止まっていない もちろんハードも十分というわけではないが 整備してきたハー。 、

ドをどう活かしていくかというソフト政策がより重要になって来ると しかし ソフトは霞ヶ関に、 、

いたら見えない だからこそ現場にいる首長たちが集まった協議会の提言には意味があると石橋町。

長は述べておられます この石橋町長の国に対する働きかけを町民と町の関係に置き換えてみます。

と 町長は地域の自治会長あるいは班長 行政連絡員の位置づけになると思います その立場から、 、 。

はその地域を邑南地域を頑張っているところにすべきです 日頃よく町長が口にされる 今も申さ。 、

れましたが できることをやる協働の考え方からいうと 町と国との関係においては国に対して邑、 、

、 。南町は独自の考えで頑張っている姿 町としての対策を示さなくてはならないのではないですか

町としてできることを今すぐ実践すべきです そして 水源の里連絡協議会の副会長として 邑南。 、 、

町ではこのようにしているんだと 先進事例を堂々と述べるべきです また更にこのガバナンスを、 。

引用するなら例えば数年前から林野庁は森林整備にかなり事業費を付けている だがなかなか進ん。
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でいない なぜかといえば担い手の問題とともに 地域負担に耐えられないからだ これでは結局。 、 、

絵に描いた餅になってしまう そういう点でも現場の実態を踏まえた議論が必要なんだと思うと述、

べておられます そうです そのとおりだと思います 例えば今町内２１５集落のうち 先ほど定。 。 。 、

、 、 。住企画課長がいわれました限界集落 限界集落予備集 限界集落の予備軍も多数抱えております

その中で中山間地直接支払制度や農地水環境保全事業 こういった有利な集落に対しては有利な事、

業や夢づくりプラン等に担い手がいない または世話をする人がいないということで それと話が、 、

まとまらないなどという理由で取り組めない集落がかなりあります これまで国は多額の国債を発。

行してまで邑南町のような地方自治体の歳入不足を交付税として補填してきました また地方振興。

のためにも多額の補助金も投入してきました しかし今の邑南町では 町長を先頭に町民のせ 提。 、 、

案には金がないの一点張りのような気がします 今こそ町長は町民の目線で考え 特に国の税源委。 、

譲で所得税が下がった代わりに 町県民税が住民からいうと町へ納める税金が増えとるんです 町、 。

は町民にこの急場を救うために 地域の地道な活動に対する具体的な支援の手だてを２１年度には、

積極的に進めるべきと思います 先ほど指示をされた各担当課に 指示をされたことを２１年度に。 、

は是非実行に移せるかどうか、移せる考えがおありかどうか再度伺います。

はい。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

、 。 、●石橋町長（石橋良治） 私の今のガバナンスの見解と それから昨日言った藤原議員さんとの 答弁

これが 決してむ あのぅ 矛盾はしておりませんのでそこはご 誤解ないようにしていただきた、 、 、 、

いと思います つまり あのぅ 過疎法は集落問題を まあ 取り上げてなかったということで集、 、 、 、 、

。 、 、落のしっかりして位置づけをして貰いたい しかしながら方法論については 具体策については

。 、 、その地域に任せていただきたいわけであります 綾部方式もいいだろう 邑南町方式もいいだろう

まあ 使い勝手の良い法律に やあ 一つ やって貰いたいとこういうことでありますから やっ、 、 、 、 、

。 。 、ぱり国の法律というのは一律に考えるから駄目なんです 施策というのは やっぱり幅を持たせて

しかし理 理念はしっかりとしてですね やっていくということでありますから まあ その地域、 、 、 、

地域でやはり具体策は とっていくような法律にして貰いたいということを私は まあ 強く訴え、 、 、

、 。 、 、 、 、て行きたいという意味で 矛盾はしていないというふうに思います で まあ 林野庁の あのぅ

お話もありましたけど 私も全く同感で書いたわけであります まあ 林野庁等々のいわゆる研究、 。 、

、 。 、会にも出るわけでありますが そのことを訴えてるわけであります これは正に国の政策だから

所有者に負担を求めたり いわゆる町や ところに負担を求めてもとてもそんなことじゃあ お題、 、 、

目に で終わってしますよっていう話であります これはあくまでも国の政策として全ての費用に、 。

ついては国でやって貰いたい そういう気持ちでやって貰いたいちゅうことを まあ いっとるわ、 、 、

けであります そうしないと山はいくらたってもよくならないという話であります で まあ 具。 。 、 、

、 、 、 、体的な指示について まあ どういうことが出て来るか よく吟味もしなきゃあいけませんけども

、 、 、 、できるだけ議員の意に添うようにですね 私も２１年度は まあ やっていきたいと思いますし

まあ その中でやっぱり財源が大事であります まあ 今回積立金が少ないという話もありました、 。 、

、 、 、けども ご提案申しあげております合併特例債の活用についてもですね そういうところも実は

使いたいというところもあるわけでありますから まあ いろいろと考えていかなきゃならんと思、 、

っておりますので、よろしくご理解いただきたいというふうに思います。

議長。●亀山議員（亀山和己）

はい、亀山議員。●議長（三上徹）
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はい、ええっと、先ほど答弁で、私は今のガバナンスに町長が述べられたこ●亀山議員（亀山和己）

、 、 、とと 藤原議員さんへ対していわれたこととが矛盾しているというではなしに 要は町長は町民

地域に対しては 頑張りなさいよと頑張るとこに応援します こういわれました ですから町長も、 、 。

国へ頼むときには 邑南町独自にやはりいろいろ邑南町独自の施策があるはずです それをやはり、 。

打ち出して 邑南町はこうしとるんだから この点について国の手助けが欲しいですよいう そう、 、 、

いったように具体的な実践を２１年度にはして欲しいと思うわけであります ほれと かなり今の。 、

町長の答弁を聞きますと前向きにとは思います それと各課にどういった指示をされとるかいうの。

も ちょっと内容的にはわかりませんが ちょっと風呂敷を広げすぎるかも知れませんが 町長は、 、 、

持続可能な集落や若者の定住 持続可能集落や地域には若者定住が是非不可欠だと言っておられま、

すが 今のこの厳しい地域の状況下では 若者定住はなかなか困難です 昨日の一般質問の中であ、 、 。

りました児童生徒の学力調査の問題が取り上げられましたが 今は学力もさることながら 児童生、 、

徒の減少をくい止めること これがまず先決と考えます 先ほどこれまでどおりに子育て支援はし、 。

ていくといわれましたが これではなかなか進みません もっともっと踏み込んで邑南町での子育、 。

て支援を更なる行政しせ 行政の支援が必要です 保育料や給食費 義務教育費 更には高校の授、 。 、 、

業料まで町が負担するぐらいの思い切った施策がないとなかなか邑南町へ若い者が住んでくれるよ

うにはならんじゃあないか思います 長い目で見た投資といわれました こういって子どもが 若。 。 、

い人が帰ってくれる 子どもが育っていくと将来的には人口割りである地方交付税の参入にも影響、

して来るわけであります 確かに高齢化の対策も必要ではありますが 是非とも若者定住のため子。 、

、 、 。どもをこの邑南町で育てていくための 積極的な町長のどういうんですか 施策を再度求めます

いかがですか。

はい。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

全く気持ちは一緒でございますから、あのぅ、激励ということで私は受け、●石橋町長（石橋良治）

受け止めて頑張っていきたいと思います。

議長。●亀山議員（亀山和己）

はい、亀山議員。●議長（三上徹）

はい、わかりました。昨日はどなたかの議員さん、採点を付けられましたが●亀山議員（亀山和己）

私は採点はまだつけま 付けるわけにはいきません 是非とも町長には頑張っていただきたいと思、 。

います それと先ほどの中で漏らしましたが 地域を活性化して行くにはやはり人口の半分以上を。 、

占める女性の力です 地域を元気づけるのはやはり女性が元気に活動して貰わんと地域が元気にな。

らん思います 最近では今の婦人会と あのぅ あのぅ ふる 旧来からある組織が崩壊したりと。 、 、 、 、

か なかなか今の共働き等で婦人の就労機会が増えたということで 地域内で女性の方が活躍され、 、

る場が少のうなっとります やはり地域力を付けるためにもこうした女性の活動に対する行政から。

のアドバイス 支援も重ねてお願いしたいとこであります 願わくば今度１０月に町長選挙と同時、 。

に行われます議会の補欠選挙には女性の方が是非出ていただければ この邑南町にもやはり女性の、

議員も必要ではないかと思います。そういった願いを込めまして、私の一般質問を終わります。

以上で亀山議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入らしていただきま●議長（三上徹）

す。少々早く終わりましたので、午後の再開は午後１時からとさしていただきます。

―― 午前１１時２７分 休憩 ――

―― 午後 １ 時００分 再開 ――
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それでは再開をいたします。続きまして通告順位第８号長谷川議員登壇をお願いい●議長（三上徹）

たします。

議長。●長谷川議員（長谷川敏郎）

はい、長谷川議員。●議長（三上徹）

９月議会にあたり、一般質問を行います。今９月議会の開会初日に議長●長谷川議員（長谷川敏郎）

から あのぅ 一般質問について 緊張感がないとか迫力に欠けるということで住民の皆さんから、 、 、

声が来てるとしっかり頑張って欲しいという指導がございまして あのぅ 心を入れて頑張ってい、 、

きたいと思います で あのぅ 一般質問の通告の問題ですが これは あのぅ 議長の議事の整。 、 、 、 、 、

理のために通告してる問題で 執行部への通告ではありません あのぅ たまたま あのぅ 議長、 。 、 、 、

が 議長が執行部の方からこれをひきとら あのぅ 受け取っておられるということで いうこと、 、 、 、

でございますから いわば ここに書いてあることを基本にしながら何を質問し 何を答えて欲し、 、 、

いかということを鮮明にした一般質問にしていきたいと思います 最初に地産地消の推進の問題で。

す で 私は地産地消推進の条例の制定を求めていきたいなというに思ってます で これまで邑。 、 。 、

南町では あのぅ 町長も力を入れられて地産地消推進室だとか 推進 地産地消推進協議会だと、 、 、 、

か様々な取り組みをされています しかしその基本になる条例というものがないということで あ。 、

のぅ 是非作っていく必要があるなあというふうに思います 今 あのぅ テレビでも毎日三笠フ、 。 、 、

ーズの事故米の問題が大きく取り上げられ 死者まで あのぅ 発生したという あのぅ 自殺者、 、 、 、 、

が出たということで あのぅ 大変な問題になっています また 昨日の新聞では学校給食への豚、 、 。 、

肉のにょ 納入を巡って外国産を国産と偽っていた例が出て来るとか まあ この間偽装の問題で、 、 、

は もう ほんと あら あらゆることが発生しています で こうした中で 条例の制定という、 、 、 、 。 、 、

のは単に地域自給率の向上ということに留まらず 町として町民に安全な食品を提供していくとい、

うことをきちっと打ち出していく意味でも 意味でも大きな役割があると思いますが まず 町長、 、 、

に地産地消つい 推進条例について制定するかどうか お考えを聞きたいと思います あのぅ ４、 、 。 、

年前の町長選挙の時には 町長はまちづくり基本条例を是非作るんだということを大きな公約に掲、

、 、げられましたけど そういう意味でもこの地産地消推進条例は大きな意味があると思いますので

まず、町長の見解をお伺いしたいと思います。

はい、議長。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

地産地消条例の必要性でございますけども、ご指摘のとおり、私もこの条例●石橋町長（石橋良治）

、 、 。 、 、 、を作っていきたいというふうに まあ 今思っております で まあ 議員ご指摘のこの必要性

若干触れられましたけども まあ 確かに安心安全という問題もございます 私はそれもあります、 、 。

けども 実は昨日の池田議員の いろんなご質問の中で若干欠けとったのはですね 地産地消が環、 、 、

境に非常にこれはいいんだということをですね 実は議論でき あのぅ して いただきたかった、 、 、 、

と思います それは まあ フードマイレージという問題がございまして 外国の物を入れればそ。 、 、 、

れだけ経費がかかるわけですから 環境がよくない 地のあるものをやっぱりやればという環境の、 。

、 。 。 、 、問題 こういった観点からもですね 私は必要だと つまりですね やはり地産地消というのは

様々な観点から大変にこれは大きな課題でありまして 町の大きな一つの今後のテーマにして行き、

たいと思います まあ そういう意味で是非地産地消条例を作っていきたい そういった中でやっ。 、 。

、 、 、 、ぱり あのぅ 条例というのはやはり私 私ども執行部がいろいろな方々の知恵をいただきながら

しっかり議 議会の方へご提案申しあげるということが まあ 肝要じゃあないかというふうに思、 、 、
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っております。ただこの問題は先ほどいいましたように非常に町政に関わる問題でございますか

、 、 、ら やはり完璧なもんでなくてもいいですから ある時点で議会の皆様方にもお示しをしながら

やっぱり一緒になって作っていくということがですね 基本姿勢としては必要ではないかなという、

、 、ふうに思っておりますので そういう場合には是非ご指導ご協力をいただきたいなというふうに

まあ、思うわけであります。

議長。●長谷川議員（長谷川敏郎）

はい、長谷川議員。●議長（三上徹）

あのぅ、そうした条例を作る上で、まず、一つは、あのぅ、大きなテー●長谷川議員（長谷川敏郎）

マであるけれども まあ 完璧でなくても早く作りたいということで まあ いつ頃までにってい、 、 、 、

、 、 、 、うのをですね あのぅ やっぱり大きくはっきりさせていただきたいということと もう一つは

あのぅ このフードマイレージの問題 環境の問題をおっしゃいました で そうした点では あ、 、 。 、 、

のぅ 四国の今 今治市では あのぅ その問題を条例の中に地産地消のなんでやるんかという地、 、 、 、

産地消の用語の定義の中にきちんとそれは やっぱり入れられているということがあります です、 。

からそういう問題 非常に大事だということ また 福井県議会が今年の２月議会で 地産地消の、 。 、 、

条例作られました これには ちゃんと推進計画を町が作る そしてその実施状況を町がやっぱり。 、 。

毎年公表していくとこういう問題も入っています 更に今治では あのぅ 有機農産物の推進だと。 、 、

、 、 、 、 、か 遺伝子組み換えの あのぅ 食品は使用しない こういう問題ちゃんと入ってるわけですが

そうした点も十分考慮してやっていただきたいと思います あわせてその議会と執行部とがやっぱ。

、 、 、 、 、 、り調整して しながらその協同して 政策条例を作っていくという場合に あのぅ 私は まあ

まちづくり基本条例の経過を踏まえて考えたときに あのぅ 確かに策定の委員会の皆さんが地域、 、

へ出かけて住民の声を聞くいう会議もいろいろやられました で そういうことを あのぅ 執行。 、 、 、

部としてやっていくことも当然大事でしょうけれども 議会の場合 あのぅ 例えば参考人を呼ん、 、 、

で答弁をしゃんとしていただくとか 公聴会とかいう制度があります ですからその両方を使って、 。

やっていくっということが非常に大事じゃあないかなというふうに思ってるところです で 是非。 、

そういう方向でこうしたポイントを押さえながら あのぅ 作っていただきたいと 作っていこう、 、 、

ではありませんかということを あのぅ この最初の問題では伝えたいと思います で そうした、 、 。 、

中で あのぅ ロに書いている食料高 高騰時代の学校給食のあり方と基本方向ということで こ、 、 、 、

の間 あのぅ いろんな食品が上がってます で ３月議会にもいろいろな議論をしたと思います、 、 。 、

が 小麦だとか食用油だとか どんどんその値上がりをしています で こうしたことが学校給食、 、 。 、

にも影響を与えていると思いますので そうした高騰の状況やまた高騰してる中でどういうこう節、

約とか対策をとっているのか 更に現在の学校給食の中での地産地消の状況についてどういうにな、

っているかということをお伺いしたいと思います。

番外。●三上学校教育課長（三上俊二）

はい、学校教育課長。●議長（三上徹）

長谷川議員さんのご質問に対しましてお答えいたします。現在、食●三上学校教育課長（三上俊二）

、 、 。 、 、材 学校給食における食材費でございますが 概ね１０％近く上昇しとります これは 今小麦

、 、 、 、 、 、油等々いいましたですが その 現在の献立メニュー これを昨年の１年前に比べて ４月 ７月

現在比べて換算したところ １１％あるいは８％というような データー的に概ね１０％近く上昇、 、

しとります 地産地消の件でございますが お米は 状況でございますが お米は全部 その地元。 、 、 、 、

産を使用しております それから これ細かい数字を申しあげると いろいろ集計 細かいところ。 、 、 、
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まで集計しとりませんが 地消 地産地消の観点でいいますと 食材の購入費 金額的には４割ぐ、 、 、 、

らいの金額が地元産を使用させて貰っております で 野菜類に関しては ６０％から７０％は地。 、 、

元で購入しているという状況でございます それから 食材に関しましては 他町村では給食費を。 、 、

本年４月より値上げを実施している町村もございます 本町の場合は今のところ 現行 給食費の。 、 、

範囲以内で納めるよう 現場で様々な工夫をし 大変な苦労をしてもらっております 長谷川議員、 、 。

、 、 、さん そのどういうふうにしているかという具体的なご質問でございますが 工夫に関しましては

旬の野菜 今 季節的に出る地元産 これは あのぅ 大変安うございますので それを優先的に、 、 、 、 、 、

、 、 、 。 、 、購入の時点で 安く上げるということで 地元産の方から 購入しとります それから 例えば

牛乳を少な 調理献立の方では 牛乳を少なくして 豚肉を多くしたりあるいは魚は稚魚などの安、 、 、

い物をしているというような工夫をしてございます あるいは栄養カロリー これはもう規定して。 、

おりまして、肉と野菜に大豆製品を一緒にして栄養価を上げているというような工夫もしとりま

す ほいから デザートに関しましては サイズを小さくして こちらの手作りで 栄養士さんが。 、 、 、 、

手作りでやって出しておると それから油は大変高価につきますので 蒸し 蒸し物 焼き物にそ、 、 、 、

の調理方法を変えて 節減 経費の節約に努めておると 現行の給食の範囲内でやるようにしてお、 、 、

。 、 、 、 、 、ります で 今後の給食費のことでございますが 今そういう状況でございますし 今 ただ今

、 、 。 、 、給食費については 値上げについては 現在検討をしている最中でございます しかし あのぅ

値上げに関しましては 地産地消の あるいは学校給食の目標とは何かということの 子どもたち、 、 、

の心と体の健全な発達に寄与するという これ学校給食の目標でございます そういう趣旨を見失、 。

わないように 地産地消の推進 そのような様々な視点から 様々な関係者の方の意見を聞きなが、 、 、

ら この 今の現行給食費を据え置くか 据え置かないかは 慎重に協議検討を重ねたいと思って、 、 、 、

おります。以上でお答えを終了さしていただきます。

議長。●長谷川議員（長谷川敏郎）

はい、長谷川議員。●議長（三上徹）

そういう中でですね、あのぅ、値上げについて、先日の、質疑でも給食●長谷川議員（長谷川敏郎）

、 、 、 。 、審議会に値上げのと あのぅ 諮問を教育委員長さんは されたということであります １０％の

概ね１０％で２１年の４月から実施と いうような方向だというふうにお伺いしていますが あの、 、

ぅ まあ 今あの説明を聞けばですよ 食材費は１０％上がっているけれども いろんな節約で現、 、 。 、

行の給食 あのぅ 材 食材費で押さえてると仰いました 押さえてるならなぜ上げるんですかと、 、 、 。

いう話 でしょ 社会の食材がずうっと上がったけれども それをいろいろな形で工夫して 確か。 。 、 、

にこのデザートがちっちゃくなったりはするかもしれないけど 金額的には今押さえてるってこと、

、 。 、 、は １０％の値上げの根拠はどこなんですかっていうのは出てきますよね それから 先般の質問

決算質疑でも あのぅ あれになりましたが 十分な回答が 答弁がなかったわけですけども そ、 、 、 、 、

のぅ 学校給食費の場合に小学校２４０円 これ教職員も同じ中学校２７０円 教職員も同じ 給、 、 、 。

食会職員さんは２４０円と で なぜこれ同じなんですかということを聞いても まあ これ 慣。 、 、 、 、

例だと 慣例ちゅうわけにはいかんでしょ 理由があるんでしょって話をしたけれども答弁不能で。 。

した で 本来その 例えば１９年度決算でいうと食材費として 例えば小学生だったら２４０円。 、 、 、

貰ってるけれども 全体のコストとしては給食会の運営費 こう 水光熱費人件費含めて７４０円、 、 、

、 、 。 、 、 、はかかる かかってると だから５００円ぐらい差があるわけですね で 学校の先生には も

子どもと同じ理由にしな あのぅ 値段にしなければいけないというりゅ いけないという理由は、 、 、

説明して貰ってないわけですから これについて再度質問をしたいと思います で 今よん １０、 。 、 、
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％の値上げっていうことは来年食材費を４００万から５００万増やしたいということだと思うんで

すが その内の何割かでも先生方に少しは負担をして貰うという方法はあると思うんですね 県内、 。

でも例えば大田市は先生と あのぅ 生徒 児童生徒の金額は違いますよね ですからそういうこ、 、 、 。

とでいえばなぜ同じなのかという説明が まあ されていません それから 三つ目に聞きたいの、 、 。 、

、 、 、 。は 給食審議会に教育委員長さんは まあ 諮問をされて値上げをされたということであります

で ８月の２０日に行われたと思うんですが この時町長も給食審議会で諮問 あのぅ 審議会で、 、 、 、

すか の方へ出席なさってますよね 構成メンバーじゃあないはずです で 順番でいうと教育委、 。 。 、

員長さんが教育審議会に値段 値上げはどうだろうかという まあ それを議論するかどうか え、 、 、 、

。 、 、 、 、 、えか悪いか別にしてですよ まあ とにかく諮問された それを受けて で 教育委員長さんが

あのぅ 様々な研究をして 町長にこれりゃ まあ 上げんとやれんということで条例改正を含め、 、 、 、

て いう段取りですよね 手続きは ところが町長が先へそこへ乗り込んじゃったらですね 諮問、 。 。 、

委員会へ行って こりゃ ど どうにもならないじゃあないんです？ 教育委員長さんなりそれは、 、 、 。

拒否するとかされんかったんですか ということ それから 四つ目にはですね 今年の３月議会、 。 、 、

で町長は あのぅ 完全米飯給食 週５回のぶんにするべきじゃあないかっていう議論を私いろい、 、 、

ろしました で 例えば大豆なんかの作付けをもっと増やして あのぅ 地元のあれを やらにゃ。 、 、 、 、

いけんじゃないかって話もいろいろしましたけれども その時に一番最後に あのぅ 完全米飯給、 、 、

、 、 。 。食について まあ パン食との比較ですよ 小麦は国産といえども邑南町では作っておりません

従って私の本当の気持ちはやはり町内の農業生産 米これを少しでも上げるために完全米飯給食を、

やってもらいたいという気持ちがあります まあ ただ まあ 今教育長が答弁しておりましたよ。 、 、 、

うに 子どもたちが楽しみにしてる ただその楽しみにしている その理由が私もまだ分からない、 、 、

ですと もう少し聞かせていただきたいのと 議員が指摘のようにパンと米ではどれだけ健康的に、 、

良いのかというところを科学 を科学的な数値が示しておる 伺っておりません ですからそうい、 、 。

ったところやはり給食会でしっかり検討する 判断材料が今あんまりないんじゃあないかと思って、

いますと いうことだったんですね だから パンと完全米飯給食とどっちにするのか栄養価の問、 。 、

題とか 理由とか含めて検討を給食会の方へやらにお願いしようというのが ３月の思いだと そ、 、 。

れはいったいどこへいってしまったのか 今の思いは値上げだけになっている 急に８月 半年間、 。 。

なに なにをしとられたのか いうことになって来るわけですね いわんや あのぅ 諮問 諮問、 、 。 、 、 、

機関の会議に町長が乗り込んでああだこうだ話をして帰る これちょっとおかしいんじゃあないか、

なあというふうに思うんですが、あのぅ、その、その４点ですね。説明を求めたいと思います。

番外。●南原教育長（南原愼人）

はい、教育長。●議長（三上徹）

失礼します。ええっと、長谷川議員さんのまず一つ目の質問でありますけ●南原教育長（南原愼人）

、 、 、 、 、 、 、ども まあ 確かに 学校給食法によりますと 生徒たちに 生徒 また児童生徒の保護者から

、 、 、 、 、 、まあ いただくと まあ 教職員からについては まあ いただかんことになっているんだけども

そして更に まあ 現在は同じ値段でやっていますけども なぜ差を付けないかということが第１、 、 、

番目で あ なぜじっぱ 長谷川議員発言 聞き取れず １番目は 長谷川議員発言 聞き取れ、 、 、（ 、 ） 、（ 、

ず ということでございましたけども あのぅ まあ いろいろ あのぅ 合併前の ３町村の規）、 、 、 、 、 、 、

則等いろいろ調べてまいりました で その中で は 旧はすみそん 羽須美村における規則の中。 、 、 、 、

に それから旧石見町の まあ 給食に関する規則の中に 児童生徒の保護者はもちろんであるけ、 、 、 、

ども 教職員についてもこれを負担していただくという項目がございました で 合併協議会にお、 。 、
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いて そのことを踏まえまして 邑南町の給食条例の中にもそういった 学校きょう 学校給食を、 、 、 、

受けている職員についてもいただくと そしてその額は同額とすると まあ 合併前におきまして、 、 、

も 全て同額でございました で その２４０円 ２７０円にしたという理由は３町村とも全て違、 。 、 、

っておりましたけども ある町村の ある町のその金額を採用させていただいたということでござ、 、

います これが１番 よろしゅうございましょうか あ それで その差をつけるかつけないかと。 、 、 、 、

いうことに関しましては また後ほど 給食審議会の方にでも お願いをいたしましていろいろ検、 、 、

討はしてみたいと思います ただ まあ あのぅ 食材費であるとか光熱費であるとか そういっ。 、 、 、 、

たところでいろいろ検討をする形になろうと思っております それから ２番目の あのぅ 確か。 、 、 、

に あのぅ 日高委員長さんの方は先日の本会議の中でもこの値上げについては 給食審議会の方、 、 、

に出して諮問を受けるのが妥当であろうと そういう考えの基に提出したと まあ そういったこ、 、 、

とになっておりますけども なぜ まあ そのようにしたかということでございますが このこと、 、 、 、

につきましてもやはり３町村の時代のいろいろ 長谷川議員発言 そうじゃなくて １０％の値上、（ 「 、

」） 、 、 、 、（ 、 ） 、 、 、げはなぜ あ あっ これは あのぅ 長谷川議員発言 聞き取れず はい 先ほど あのぅ

課長が申しましたように 現在と７月 ３月でしたか 三上学校教育課長発言 ４月と７月 ４、 、 、（ 、「 」）

月と７月 現在の状況を置き換えた場合には１０パー程度 値上がっておると 長谷川議員発言 上、 、 、（ 「

がってないでしょ 節約して頑張って抑えて努力しているんでしょ あ あ 一応金額的にはそう。 」） 、 、

いう形になっておって まあ 実際には まあ 節約してその範囲内に収めていると まあ そう、 、 、 、 、 、

いったことをこの前の審議会でも その給食費の値上げ等について出しましたけど まだ資料的に、 、

不十分であると もうちょっと教育委員会として検討せえと そういうことでこの問題については、 、

継続審議の形になっております だから 今度開かれる給食審議会の方で ほんのことにし せに。 、 、 、

ゃあいけんのか そうでないのかそのことはしっかりとしていかなくちゃいけないと思っておりま、

。（ ） 。（ 「 」「 」） 、す ５～６語聞き取れず はい 議長発言 町長はなぜ出たかねという 同席した理由 あ

はい あのぅ 同席した理由でございますけども まあ 確かに あのぅ ご指摘のとおり 審議、 、 、 、 、 、 、

会にも出てもらっておりますけども 実際には諮問者でも委員でもございません まあ とはいい、 。 、

ましても 実際にま 審議会が答申をして それを教育委員会が受けた場合には 教育委員会の方、 、 、 、

で まあ その額を決めて それを町長に進言すると で 町長が議案の提案を実際に町議会の方、 、 、 、 、

に議案を提出するということになりますので やはり審議会の意見を十分知っておいてもらいたい、

と まあ そういうような意味がございました 実際には 非常に 不適切なことをお願いしたと、 、 。 、 、

いうように思っておるとこでございます。以上でございます。

あれと米飯とパンとのね、パンということがまだ理由が掴めんので、いうていうて●議長（三上徹）

から間があるけども、それはどうかいうことに対して、あれ町長でのうてもええんか。

町長で。●長谷川議員（長谷川敏郎）

はい。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

、 、 、 、 、●石橋町長（石橋良治） ３月の議会ではそういうふうに まあ お答えをしてですね その後 まあ

教育委員会で検討をいただいているものと思っております その結果といいますか その調査につ。 、

いては教育課長あるいは教育長がですね 承知していると思いますので 答弁をしていただきたい、 、

というふうに思います。

番外。●三上学校教育課長（三上俊二）

はい、学校教育課長。●議長（三上徹）
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先ほどの件で、１０％の件なんですが、これは、あのぅ、献立で、●三上学校教育課長（三上俊二）

、 、 、今現在の献立の比較上で 物価が１０％上がって 食材が上がっているということでございまして

上がっているから今 抑えて工夫しながら 安い物を仕入れてやっているということで １０％申、 、 、

しました ほいでなぜ今 それでやっとるのに値上げをする必要は無いんじゃあないかということ。 、

でございますが だいたい今 食材を仕入れている内のはん 半分近くの物が県の学校給食会を通、 、 、

じて 食材費を購入しております これは １年にいっぺん だいたい年度当初に金額が協定され、 。 、 、

、 、 、 、 、まして その金額で購入しているわけでございますが これが普通は 通常は１年 年間を通して

その決められた単価でこう 入って来るわけですが 今現在こういう高騰化で ９月以降でまた値、 、 、

上げをするということが県の学校給食会を通じて通知が来ております で そのことも踏まえて今。 、

、 、 、現場では大変な苦労をしながら調整している ほいでこれからも値上げが可能性がある あのぅ

食材費の いうことを加味して今回 諮問したのは１０％上げるということではありません 上げ、 、 。

てよいだろうか 上げてもいいですか どうでしょうかいう諮問でございます 金額についてはこ、 、 。

れ それ以降の ９月以降の動きを見ながら それは決定しなくちゃならないと思っとります 今、 、 、 。

回審議したのは 今長谷川議員さんは１０％上がるんだといい 言い切られましたが そうではご、 、 、

ざいません それは あのぅ その物価の推移を見ながら そして様々なその考え方をまだ工夫の。 、 、 、

余地があるんじゃあないか あるいはいろんな視点から 地産地消でもっと安く仕入れるんじゃあ、 、

ないか そういうことを加味して 値上げ幅というのは するとしたらですね 値上げをするとし、 、 、 、

たら それは決まって来ると思います ですから１０％上げるんだということで諮問はしておりま、 。

せん それから ３月以来 完全米飯給食そのえいや 栄養価とか いうものは何もしてないんじ。 、 、 、 、

、 、 、 、 、ゃあないかということでございますが この米飯給食に と栄養価とかいう そういう あのぅ

、 、 、 、 、 。 、ち 細かい あのぅ 研究は 今は 現在はそういうデーター的なことは揃えておりません ただ

あのぅ 米飯給食にした場合の価格計算の比較とか そして このたび 今度はパンに対する児童、 、 、 、

生徒の意識というものも調査をしたり 今 今回諮問したにあわせて全部こう関わって来ることで、 、

すから 完全米飯給食も踏まえての値上げをするか しないか 現行を維持するかどうかいう 今、 、 、 、

継続審議になってますから それを踏まえて今正に今が検討中 調査中であるということでご理解、 、

いただきたいと思います。以上です。

議長。●長谷川議員（長谷川敏郎）

はい、長谷川議員。●議長（三上徹）

あのぅ、今学校給食会の中でも大変な努力をしていただいて、あれして●長谷川議員（長谷川敏郎）

るわけですが あのぅ 例えば折角その地産地消で 石見和牛を使うために あのぅ ６０万ぐら、 、 、 、 、

い予算を組んでるだけど 結局それは高いからということでだ 出す回数を減らして で 豚肉に、 、 、 、

、 、 。 、代える こういうふうになら なってるわけです だから町長は地産地消が大事だと仰ってるけど

、 、 、 、 、現場では まあ あのぅ 物価上昇の中で現実にこういうふうにこう いわば値上げ以前に食材費

食材費の実質的低下が起きてるわけです まあ たまたま今 あの材料が上がって無いじゃあない。 、 、

かっていうふうにいいましたけど 現実にはそのことによって子どもたちの給食の内容が悪化して、

るわけですよね で それをどうするかってことはやっぱし給食会努力せえやちゅう問題とは私違。 、

うと思うんです そのことはやっぱり真剣に話を 例えば あのぅ 議会の方にも当然話はしてい。 、 、 、

ただかないかんし あれだと思います で あのぅ 米飯給食の問題にしても あのぅ 町長はあ、 。 、 、 、 、

くまで科学的な数値とかいっていってるわけです 要するにそこがないわけです で 現実に米飯。 。 、

給食にしたら 給食費全体の経費下がるわけですよ 今 パン パンとお米と比べるとパンが倍ぐ、 。 、 、
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らいしてますから だからそれ 減るん 下がるんですよね で あのぅ まあ 金額ベースでい、 、 、 。 、 、 、

いますけど 学校給食会で年間に購入してるその地元のお米全部購入してると仰いましたが それ、 、

で年間で パン 米代が４００万ぐらいです で パン用のこむ 小麦が４０万 ５０万ほどです、 、 。 、 、 、

。 、 。 。ね で それに１４０万の加工賃を広島屋さんに渡してやっとるわけ 合わせて２００万でしょ

で 今日の新聞発表がありましたが あのぅ ひゃく 去年までは米作農家の あのぅ 時給って、 、 、 、 、 、

２５６円 あれまだ下がって今１７０何円なって 要するに邑南町全体の農家ほんとうに安い米価、 、

で それでも地元の学校に給食をということで出してるわけです 一方じゃあ このパンをどうし、 。 、

ても確保して１４０万という十分あるだけのお金を貰ってパンを食わさないかんかどうかという問

題についても 結果的な結論はまだ出てないし あのぅ どっちがいいのって話もその検討した話、 、 、

、 、 、 、 。 、 、は あのぅ 我々 教 教育民生常任委員会には一度も聞いてません 今 今ゆって初めてあれで

、 、 。 、科学的な研究もされてないっていうことですから あのぅ その点でもおかしいと思います で

ほん で 本来の当然これまで組んでたメニューが確保できて なおかつ そのぅ 食材費のアッ、 、 、 、 、

プ分を吸収できるために 例えば あのぅ 先ほどまだ 教育長答弁をされましたけど 何で一緒、 、 、 、 、

なんですかっていう金額は あ 何で一緒なのかってのは説明してないんですよね それぐらいは、 、 。

、 、 。 、負担して貰いましょうとか 合併の経過でとかあるけど 何で一緒なのかは説明されていない で

そういうときに学校の先生方にも一定の負担もしてもらっていいじゃあないかと 話し合いがちゃ、

んとつけばですよ そういうことも含めて少しでも吸収していくってことをして行かないと 子ど。 、

もたちに迷惑は かけちゃあいけない そして働いているその給食会にもかけちゃいけない そう、 。 。

した後 じゃあ町としてどういうようなのができるかっていう問題も含めて 考えていかにゃいか、 、

。 、 、 、 、 。 、んなというふうに思います で 例えば あのぅ 豚 牛肉を豚肉に代えたと仰ってました で

それは例えばこのへんだったら 石見 石見ポークに代えられたんですか あのぅ そうじゃあな、 、 。 、

、 、 、 、 、くて学校給食会通してだと思うんですけど で 学校給食会通して 豚肉だとか鶏だとか あのぅ

魚類 それから あのぅ 野菜も入ってますが 金額ベースでいうと あのぅ ４２％ぐらいが学、 、 、 、 、 、

。 、 、 、 、校給食会から入ってきます ただ これもですね あのぅ この前県に行って話を聞きましたが

食品の安全安心の問題でいうと、学校給食会はその年に２回８８社が納入してるそうですけれど

も 年に２回自分とこで検査して持ってきなさいっていう 安全性を 業者の方が うちは安全で、 、 、 。

すいうて持っていったらそれで す 素どおりなんです これが学校給食会の安全 食品の安全検、 、 。 、

査です で 更に原材料の表示ですね このたびの事故米の問題なんか考えると これまではいろ。 、 、 、

いろこうコロッケとかいろいろ作ってても その中の主たる一品について表示すれば良かったわけ、

です で それじゃあやっぱりちょっと問題だということで 冷凍餃子事件とか起きて 主たる上。 、 、 、

から三つについて原材料の表示と どこでとれたどういうもんかと いうことになって来るわけで、 、

す ですから学校給食会の から入るのがたくさん増えれば冷凍食品だとか そのぅ その出どこ。 、 、 、

がはっきりしないものが増えて来るということも あのぅ 事実としてあるんですが そういう点、 、 、

で学校給食会からの納入については安全性の確認とかちゃんとできてるんですか ええっとそれと。

ですね で そう あのぅ 米飯給食に を利用していけばもっとコストが下がられるとか その、 、 、 、 、 、

さっき言った形で先生方にも一定の負担をお願いしたりして 後 町も応援したりして その子ど、 、 、

もたちに迷惑かけないようにできないのかということです で そういう中で ええっと ３番目。 、 、 、

にはですね あのぅ これはすぐには実現する問題ではありませんけれども ずうっと 毎年のコ、 、 、 、

ストをずうっとこう計算していくとやっぱり そのぅ 子どもたちの数が下がっていくっていうこ、 、

とで 要するに学校給食会は同じ職員の方がいらっしゃって 要するに固定費ですよね で 食材、 、 、 、
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費がへ 食材費は貰うわけですから あとの あのぅ 水光熱費だとかそういう運営費ってという、 、 、 、

のは あのぅ 一食あたり上がっていきますよね どんどん だからどんどんその単価が上がって、 、 、 。

。 。 、しまうんです だけど今の東と西の給食センターを考えるともっと供給能力は一杯あるんです で

例えば石見の 西の給食センターの関係のある旧石見地区の小中学校でこの この５ ６年だけで、 、 、

も生徒数が１３０人ぐらい減ってるわけです で 矢上高校へ まあ あの ３００ まあ 全部。 、 、 、 、 、 、

、 。 、のていとさん 全部の定員として３６０ですよね だからいわば今の施設を使って高校にも給食を

今日も午前中話がありましたが ただちゅうわけにはいきませんけど 給食を提供するということ、 、

になると全体のコストを下げることができるんですね で そういう形で今 この前言ったように。 、 、

一食あたり食材費以外が５００円ぐらいかかっている で 単純計算すれば今 １８万食ぐらいで。 、 、

すから ですが これが高校へ年間２００日とすれば だいたい７万食増えますから ２５万食で、 、 、 、

相当コストが下がってきて 一食あたり３６０円ぐらいになって来るんです で そういうことも、 。 、

含めてすれば もっと そのぅ 食材費のきゅ 上昇を吸収する形を研究はできるはずなんですよ、 、 、 、

ね それから あのぅ ４番目には これは あのぅ 兵庫県の太子町の例ですが あのぅ 地元。 、 、 、 、 、 、 、

の高校を守り 小中学校の子育て支援を応援するということで 学校給食費の設定が あのぅ 保、 、 、 、

育料と同じ考え方で 町内の高校にお兄ちゃんが行ってるところの中学生の子どもはいくら その、 、

子どもは半額 そいで３人目はただとか そういうこう しょく あのぅ 給食費の価格設定をし、 、 、 、 、

ているんです で まあ 先生方は当然別の金額になるんですが そういう こう子育て支援を含。 、 、 、 、

めた給食費の設定ってやってるわけですね だからそういうことも研究の視野に入れるべきじゃあ。

。 、 、ないかと だから単純に給食費を上げてどうでしょうかという議論じゃあなくて 諮問するときも

様々なこういうことをずうっと研究した上で 話を進めていかないととても まあ 入り口に入り、 、 、

。 。ませんわな 食材が上がりましたから上げてみたらどうでしょうかじゃあ駄目だと思うんですね

その点で今いったように完全米飯給食とか先生方の相談とか あのぅ まあ すぐには実現しなく、 、 、

ても研究課題としての あのぅ 高校への給食提供ですね それから あのぅ そのぅ 子育て支、 、 。 、 、 、

援としての給食費の設定の仕方っていうような問題は研究せないかんと思うんですが いかがでし、

ょうか。

番外。●南原教育長（南原愼人）

はい、教育長。●議長（三上徹）

質問のまず、１点目の給食費、まあ、子どもたちとそれから先生方その給●南原教育長（南原愼人）

食費の差についてのことでありますけども 先ほども申しあげましたように まあ 実際には食材、 、 、

費光熱費等については まあ 確かに大田の学校においては差をつけております まあ そういう、 、 。 、

こともございますので やはり審議会の方でも十分これは検討していかなくちゃいけないと思って、

おります。以上でございます。

番外。●三上学校教育課長（三上俊二）

はい、学校教育課長。●議長（三上徹）

長谷川議員さんのご質問で学校給食会の購入について、そこ、あの●三上学校教育課長（三上俊二）

ぅ 安全安心をいかに確認しておるかという質問でございますが 教育委員会としましては 県給、 、 、

。 、 、食会で扱う食品に対しては県が保証しているものと思って今納入しております 実際 学校給食

県の学校給食会は業者にしても食品にしても それを新たに入れる場合は 県内の学校栄養士会い、 、

うのがございます その栄養士会の食品の実検証 実際に検証したりそれから業者の認定には あ。 、 、

、 。 、 、のぅ 詳しく関わってそれを認定作業はいっとります で そういうことに基づいておりますので
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教育委員会としても県の学校給食会には信用をおいておるものと思っております それから 配達。 、

の方も他の県内いろいろな購入業者がおりますが 他のはい 業者と違い 保冷運搬など完全な輸、 、 、

送体制を組んでおります いうことで ことを の ことで 安全のけんを 県の学校給食会の食。 、 、 、 、 、

。 、 。材については保証しているものであるとそういうふうに考えております で 以上でございます

番外。●南原教育長（南原愼人）

はい、教育長。●議長（三上徹）

あのぅ、私のメモでいいますと３番目になりますけども、一応矢上高校に●南原教育長（南原愼人）

おいても給食というようなことのことでございますけども 確かにコスト的には人数が増えてまい、

りますので まあ そういった形になろうかと思いますけども これ すぐというわけにはいきま、 、 、 、

せんのでこれも検討ということにしておく したいと思います それから最後４番目の子育て支援、 。

との関係 保育料との関係 まあ そういった形で価格設定ということも考えたらどうかというこ、 、 、

とでございましたけども これもやっぱり検討課題にさしていただきと思っております 以上でご、 。

ざいます。

議長。●長谷川議員（長谷川敏郎）

はい、長谷川議員。●議長（三上徹）

まあ、相当時間経過しましたので、あのぅ、給食問題についてはあれで●長谷川議員（長谷川敏郎）

すが 少なくとも今さっき提起したその完全米飯給食とか先生の負担の問題とか その高校への給、 、

食提供更にその給食費への設定の問題について 全部検討課題とおっしゃいました つまりこんだ、 。

け検討課題があったわけです あったものを全く検討しないで値上げへ突き進もうとするという姿。

勢が厳しく問われたということだと思うんで やっぱりその点は反省して まあ 継続審査になっ、 、 、

てるっていいますが すぐ１０月に開いてこういうもので結論でるわけじゃあありませんし 当然、 、

来年実施なんて無理ですよ まず そのへんからやっぱりやり直していた いただきたいというこ。 。 、

とを最後にゆって 次の課題に入りたいと思いますが あのぅ まあ 発達障害の子どもたちへの、 、 、 、

。 、 、 、 、 、対応の問題です で あのぅ 小中学校での あのぅ 軽度発達障害の児童生徒の問題について

まあ あのぅ あのぅ 私も あのぅ 子育てしながら その子が あのぅ そういう障害がある、 、 、 、 、 、 、 、

んですが で まあ そん中で学校にほんとによくしていただいて あのぅ ほんとにあり あり、 、 、 、 、 、

がたいと思っています ただほんとにそれが町内の子どもたちに全部ちゃんとそういう形が たま。 、

たまうちははっきりゆって 学校にもお願いして話し合いをして 例えば あのぅ 取り出しの授、 、 、 、

業だとかいろいろあるんですが そういう対応をして貰ったりして今んとこその通級にも通わして、

貰ったりいろいろして まあ なんとかやって非常にこう楽しみに 学校を楽しみにして行ってい、 、 、

ます で ほんとにそういう形でされているのかどうかなってゆうように思うときに あのぅ あ。 、 、 、

のぅ 例えば今年の あのぅ 決算資料なんかでも去年ゆったはずなんだけど あのぅ 学校の生、 、 、 、 、

徒数 学級数のところに 特殊ってまだ残ってんですよ あのぅ 特別支援のクラスなのになんで、 、 。 、

、 、 、 、そんな昔の言葉を使って そういうのを 去年も指摘してこれ変えなさいっていってるのに その

そういう表現がもうつかっちゃあ 表現を使っちゃいけないというか そういうのとは今制度が変、 、

わって個別に対応してこうやっていく時代になっているのに 全くそのことに対してこう その資、 、

、 、 、料を出してて全く疑問に思わないと言う意識なのかいなと思ったりするんですけれど あのぅ 今

そのデーターでいうと 小学校と中学校で全部で１０クラスで １７人がその特別支援クラスに入、 、

。 、 、 。 、 、 、ってると思うんです ただ 全体の生徒数は８百３ ４０人弱なんですね で 特別支援 あのぅ

軽度発達障害の あのぅ アスペル アスペルガーとか高機能とか広汎性とか自閉症とかＬＤとか、 、 、
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全部含めて あのぅ だいたい平均で国 国の全体の平均ですね ６％とか あのぅ まあ 逆に、 、 、 、 、 、 、

いうと１割ぐらいは考えにゃいけんっていうことが含まれて 言われてるんです そしたら例えば、 。

６割いても まあ あのぅ 数が全然合わない つまりそれは特別支援じゃあなくて通常学級の中、 、 、 。

で対応されてるんだと思うけれども その通常学級の中でそういう状態にある子どもをきちんと対、

応できてるかどうかと言うことについて 一つはおう お伺いしたいと思います それから あの、 、 。 、

ぅ もう一点は あのぅ そのぅ 今児童虐待の問題が非常に大きな課題になっていますが その、 、 、 、 、

児童虐待と軽度発達障害ってのは非常にこうダブりが多いというふうにいわれています で あの。 、

、 。 、 、ぅ ネグレクトも含めたその虐待の中で で 逆にまた軽度発達障害がちゃんと発見されなくて

あのぅ おまえはなまけとるとか ちゃんと勉強せんとか 集中せんいうて逆に親が こう叩くと、 、 、 、

か その虐待を行うとかっていうことが また虐待の要因になっていくとか いっぱいあるわけで、 、 、

すが こういうことに対して そのぅ まあ なかなか あのぅ 対応がね どういうふうにされ、 、 、 、 、 、 、

ているのかっていうのを まあ あのぅ 聞きたいわけですけれども そういう中で あのぅ 先、 、 、 、 、 、

、 、 、 、般教育民生の常任委員会では児童養護施設の防府 山口県の防府海北園に あのぅ おじゃまして

、 、 、 、いろんなそんな虐待問題と あのぅ 自立支援ホームだとかいろいろこう そういう制度の問題も

あのぅ 勉強さし あのぅ みんなで勉強しました で あのぅ いわば虐待受けてる児童生 あ、 、 、 。 、 、 、

、 、 、 、 、のぅ 受けた子どもたちを早めにはったつ あのぅ 発見してきちっとした対応する そいから

あのぅ いうこと含めて 非常に例えば里親制度だとか 今 国が進めている里親ホーム ホーム、 、 、 、 、

とか障 障者型の あのぅ グループホームですね そういう形も含めてこう 今国がすごい支援、 、 、 、 、

。 、 、してくれてる状態があります ですから ほんとにこういうことをちゃんと行政の方も勉強をして

、 、 、 、 、そういう制度を導入していけば今日 あのぅ 午前中に あのぅ 亀山議員がいってましたけど

学力の問題とかじゃあなくて 今 子どもが減るのをどう防ぐかっていう問題じゃろうっていって、 、

ましたが そういうことに一つ大きな あのぅ 子どもたちを地域で増やして守っていくってこと、 、 、

もできるので やっぱりその点についてはもっと前向きに検討して欲しいなというように思ってい、

ますので、まず、この２点についてお伺いをいたします。

番外。●三上学校教育課長（三上俊二）

はい、学校教育課長。●議長（三上徹）

長谷川議員の、さんの質問にお答えいたします。特殊学級という言●三上学校教育課長（三上俊二）

葉を使っているという 印刷物があるということがありまして 誠に申しわけありません 今はそ、 、 。

ういうことは区分して使用しておりません １８年度から 特殊学級は特別支援学級 で 養護学。 、 、 、

校等は特別支援学校というふうに区分けが変更されました これは 今までのように障害のある児。 、

童生徒あるいは子どもを一つの所に境遇でそこで教育するというのではなく 特別支援学級と個々、

に応じた教育を展開しようという 国 県によるそういう施策の変更でございます ですから 特、 、 。 、

殊学級 昔はもうそこの特殊学級で児童生徒はいろいろ教育を受けておりましたが 特別支援学級、 、

ということは名称が変わったわけでなく その特別支援学級におる子は通常学級に合同学習等をし、

たり とにかくその学校全体で 特別支援学級におる子はサポートしていこう その子に応じた育、 、 、

ちをしていこうということでございます そういうので 改まっていない特殊という特殊学級とい。 、

うことは また学校の方に学ぶ 改めて指導していきたいと思います それから こういう軽度発、 、 。 、

達障害ということに 長谷川議員発言 教育委員会の資料にあったいうんで あ どうも 申し、（ 「 」） 、 、

わけございません 長谷川議員発言 学校の問題ではない あなたのお陰です 申しわけござい。（ 「 。 」）

ません あのぅ ほんとに あのぅ これ以降改めてお詫び申しあげます それから あのぅ と。 、 、 、 。 、 、
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っ 軽度発達障害のことについての対応でございますが 軽度発達障害といわず 発達障害あるい、 、 、

はその傾向あるいは不登校 そういう児童生徒の に対しましては 今 昨年の３月７日に邑南町、 、 、 、

特別支援体制推進事業実施要項を定めました この趣旨は そういう気になる 問題のある子ども。 、 、

さんを サポートするのを皆多くの人が関わって関係ある関係者が集まって そのおのおのの立場、 、

でサポート支援をしていこうということで 体制をございます で いろんな あのぅ 町としま、 。 、 、 、

。 、 、しても研修会あるいは相談受付等を各団体等協力してやっております 学校に対しま 学校の内

内部に関しましても校内委員会を設けまして その子の発達障害の子がおればその子に対しどうい、

うその子にとって何が伸びるだろうか どういうことを支援すればこの子は学校に来る 来てのび、 、

のびと生活でき楽しみながら成長ができるだろうかということを 担任の先生ではなく 校内が一、 、

、 、 。 、丸となって そういうことを考えながら 連携をしながら取り組んでいっております あるいは

学校だけではございません、外の保健師あるいは障害者施設の職員の方のアドバイスを受けなが

ら あるいは県の職員と しながらやっております そういうことで 町としてもまだまだ不完全、 、 。 、

でございますが そこはまだまだ町民の皆様のご理解とご協力のほどをよろしくお願い申しあげま、

す。以上で学校教育課再度できる回、お答えを終了さしていただきます。

番外。●三上福祉課長（三上洋司）

はい、福祉課長。時間も迫っておりますので。あのぅ、簡潔に。●議長（三上徹）

私の方からは、里親制度の普及というところでお答えをさしていただき●三上福祉課長（三上洋司）

たいというふうに思います 里親制度でありますが 島根県の児童福祉施設に入所している乳児や。 、

、 、 。 、児童の数は１７４名で まあ 年間数名の児童が里親に委託されるという状況であります まあ

多くの児童が家庭生活を体験することなく 集団生活を余儀なくされています 全国的にも社会的、 。

養護が必要な児童の９０％は施設で暮らしている状況と伺っております 家庭的な環境の元 愛着。 、

関係をつくり 地域の中で養育を行い 児童が社会へ巣立っていくことを支援することが大切であ、 、

り 里親制度の普及が大変重要なことと認識をしております 邑南町では毎年広報で 制度の紹介、 。 、

。 、 、あるいは募集を行っているところであります それから里親ホーム 小規模養護施設でありますが

まあ 近年虐待児や発達障害児の施設入所が増加傾向であります まあ 他者との関係性の回復や、 。 、

愛着障害のケアを行っていくということには これまでのような集団的な養育では限界があり ま、 、

、 。あ できる限り家庭的な環境の中できめ細かなケアを提供していくということが必要であります

、 、 、 。里親ホームは でございますが この施設につきましては 里親が設置運営される施設であります

まあ 中国地方や島根県内では設置の動きがないという状況でありますが 邑南町でそういった動、 、

きがあればお手伝いをしていきたいというふうに考えております それからもう一点 小規模児童。 、

養護施設の設置は につきましては 児童養護施設運営法人が主体となって設置をされる 設置を、 、 、

する必要があるということで 島根県では対象施設が３施設ありますが 島根県の青少年家庭課に、 、

照会をしたところ まあ 定員の増は考えていない まあ 現在の定員の中で小規模のグループケ、 、 。 、

アを考えていきたいということでございました。以上です。

議長。●長谷川議員（長谷川敏郎）

はい、長谷川議員。●議長（三上徹）

あのぅ、もう答弁はいりませんが、あのぅ、例えば里親の問題でも毎年●長谷川議員（長谷川敏郎）

広報に載せていただいとることも非常にありがたいことだと思います 制度普及として 啓発を含。 、

めて で 例えば短期里親だとかいろいろ制度があるんです で そういう形の中から入っていか。 、 。 、

、 、 、ないと ボンと最初からっていうのはなかなかやれないのでそういうのをやっぱし具体的に て
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そのぅ 着手すると 虐 虐待児に対するような対策の最終責任は市町村にもなっとるわけですよ、 、 、

ね あのぅ まあ 町村 窓口になっとるわけ だからそのへんも含めて あのぅ そういう形を。 、 、 、 、 、 、

考えて欲しいということと その発達障害のぶんについてはそういう体制で取り組んでいらっしゃ、

るのは知ってるんです 知ってるけれども実際に機能しとるんですかと で データー的に考える。 、 、

、 。 、とだいぶ数字が違うけれども そのへんがほんとにうまく噛み合って現場で動いてますかっと で

わた うちの場合はってさっきいいましたよね そうでない子どもたちがたくさんおって それが、 。 、

ほんとにちゃんと機能して回ってるんかなあというところを あのぅ ほんとは聞きた 聞きたか、 、 、

ったところです あのぅ 是非そういうことでは あのぅ 今後とも十分配慮して欲しいなと思い。 、 、 、

ます で あの里親ホームも あのぅ 中国地方はないと仰いましたが 動きが今広島県では あ。 、 、 、 、 、

のぅ 始まり 始めてます で やっぱりそういうことで あのぅ 様々な制度を取り入れてほん、 、 。 、 、 、

とに一人でも二人でも子どもたちが あのぅ あのぅ 少子高齢化だいうて嘆く 嘆くこと何回し、 、 、 、

ても子どもが増えるわけじゃありませんし やっぱりそういういろいろな対策 一つずつ一つとっ、 、

ていくことで地域で子どもの声が聞こえていく制度 あのぅ 取り組みを進めて欲しいなというこ、 、

とをお願いして私の一般質問を終わります。

以上で長谷川議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入らしていただき●議長（三上徹）

ます。再開は２時１０分といたします。

―― 午後 ２ 時００分 休憩 ――

―― 午後 ２ 時１０分 再開 ――

それでは再開をいたします。続きまして通告順位第９号辰田議員登壇をお願いいた●議長（三上徹）

します。

はい、議長。●辰田議員（辰田直久）

はい、辰田議員。●議長（三上徹）

失礼いたします。６月議会では、時間切れで担当課の方には大変失礼をいた●辰田議員（辰田直久）

しましたが、本９月定例会に、先送りをさしていただくということを公言いたしておりますので、

高齢者福祉全般そして、そのこれから先のあり方を中心に、お伺いをいたしたいと思います。高齢

者福祉の現状と、支援体制についてお伺いをいたします。日本の高齢化社会はますます進行するば

かりでございまして、本町にいたりましては、その傾向が顕著であります。そのような中で、理解

、 、しがたい医療制度や高齢者に負担増となる保険制度 また要介護高齢者等の受け入れ施設の不足や

高額化、これまで家族や地域を支えて来られました功労者の方といっても過言ではないそういった

方がうかうかと病気にもなれないような状況で、夢も希望も持てないような状況ではないかと思い

ます。そこで、今回は、福祉の観点から、行政がやるべきこと、地域や家族ができること、今後も

進行する高齢化に対し、どのような点に着目し本町の福祉全般を充実させるためにいずれは我が身

であるということを念頭に置いて整備改善する必要があると思います。その点について、お伺いを

いたします。まず、最初に１点目といたしまして、一人暮らしの高齢者へ支援の状況はいかがなも

のでしょうか。二つ目に要介護者の在宅医療の状況、また施設入所の現状とそういった方々の抱え

る問題点はいかがなものでしょうか。三つ目に、行政と社協や福祉法人との連携はどのようにとっ

ておられるでしょうか。四つ目に行政サイドで行うべき福祉事業、事業者、従業者の確保と育成は

どう考えられておられますか。最後にケーブルテレビ事業が近々開通いたしますが、それを活用し

た、福祉に活用した事業の計画についてお伺いをいたしたいと思います。以上です。

番外。●三上福祉課長（三上洋司）
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はい、福祉課長。●議長（三上 徹）

高齢者福祉の現状と支援体制について、まず、１番目の一人暮らし高齢●三上福祉課長（三上洋司）

者への支援の状況ということでございますが、邑南町で一人暮らしの高齢者は千１７４人ありま

。 、 、 、 。す このち このうちの要援護者 こういった方への支援策としては 緊急通報装置であります

まあ こういった物が １９０台 それから民生児童委員の訪問あるいは３級ヘルパーなどの地域、 、 、

支援ボランティアの訪問 老人クラブの友愛訪問 それから 郵便事業株式会社のひまわりサービ、 、 、

ス まあ これは安否確認でございますがこういったものが提供されております また 一般高齢、 、 。 、

者施策といたしましては 社会福祉協議会へ一人暮らし高齢者支援事業というものを委託をしてお、

ります 事業内容は羽須美 瑞穂 石見それぞれの地区におきます研修旅行でありますとか ある。 、 、 、

いは出前講座を利用した研修会あるいは全体交流会などを開催をしていただいて 孤立感の解消そ、

れから介護予防の啓発啓蒙を行っていただいております それから２番目の要介護者の在宅療養と。

施設入所の現状と問題点についてでございますが 介護保険利用者は まあ ９３０名あまりいら、 、 、

っしゃいますけども この中の約６７％の方は在宅であります 残り３３％の方が 施設入所へ入、 。 、

。 、 。 、 、っておられます まあ これ平成１９年度の実績でございますが まあ 課題といたしましては

、 、 、 、この邑南町の中で 老老介護 高齢者の方が高齢者を介護されるというふうな 形でありますが

そういったか 形で まあ 家庭での介護力が低下 非常に まあ 低下しているということ そ、 、 、 、 、 、 。

れからもう一点 認知症の高齢者が非常に まあ 増加していると あるいは認知症傾向のある高、 、 、 、

齢者が増加していると まあ こういったことから 施設利用希望者が非常に まあ 多いという、 、 、 、 、

ことでございます まあ 特別養護老人ホームあるいは老健あるいは療養型病床群 まあ こうい。 、 、 、

った入所施設５施設ございますけども まあ ３３０床ありますが その中で現在 １３２名の方、 、 、 、

、 、 、 、 、が待機をされておりまして まあ なかなか入所できないということが まあ 介護者にとっても

非常に まあ 課題であるんじゃないかというふうに認識をしております まあ こうした 介護、 、 。 、 、

者に対する支援ということで まあ 介護者交流事業による介護者のリフレッシュ事業あるいはシ、 、

ョートスティ まあ こういった在宅サービスを利用していただいて まあ 介護をしていただく、 、 、 、

介護者の負担軽減 こういったものを支援をしている状況でございます それから３点目の行政と、 。

社協や社会福祉法人との連携がどうかということでございますが まあ 要援護者 まあ 認定さ、 、 、 、

れた人 まあ 障害者の方もそうですけども こういった方の自立支援というものは その行政だ、 、 、 、

けでは完結はいたしませんで 社協あるいは福祉法人あるいは民生委員さん方と連携をしてやって、

おります これまでも定期的に社会福祉法人との福祉調整会議あるいは各事業所との連絡会議ある。

いはケアマネ研修あるいはケア会議 こういったものを定期的に開催をしておりますが まあ 引、 、 、

、 。 、 、き続き 取り組んでまいりたいと考えております それから 行政サイドで行うべきふくしじき

福祉事業従事者の確保と育成ということでございますが まあ これは まあ あのぅ 国レベル、 、 、 、 、

においても まあ 非常に課題となっておることでございます 邑南町におきましては まあ 毎、 、 。 、 、

年 邑南町の中学生に 福祉の理解を図るということで 町内の中学校へ出前講座に出かけており、 、 、

ます また 生徒の職業体験ということで毎年 生徒を受け入れをしております まあ こうした。 、 、 。 、

積み重ねから 福祉への興味を持っていただいて まあ 将来的になりますけども 福祉事業へ関、 、 、 、

わっていただけたらというふうに考えております また 邑南町では６５歳以上の有資格者や運動。 、

サポートリーダーに これまで培ってきてこられた知恵や能力を活かしていただいて 定期的に地、 、

域に貢献していただく活動にポイントを付与いたしまして まあ 実績に応じて 商工会が発行し、 、 、

ております商品券を提供して まあ 換金することができるというふうな 介護支援ボランティア、 、 、
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活動 まあ こういった事業を の試行を１０月から行おうとしております これまで５回を検討、 、 、 。

委員会 町内の関係の方々に集まっていただきまして 制度の骨格 あり方というものを検討して、 、 、

まいりました まあ 介護保険制度の地域支援事業 財源はこれを使った事業であります 高齢者。 、 、 。

が介護支援ボランティア活動などを通じて まあ 地域貢献することを積極的に支援することによ、 、

り 高齢者自身の介護予防につながることが目的であります 邑南町内のホームヘルパーあるいは、 。

介護福祉士など就労されていない方 まあ そういった方々や社会貢献の意欲をお持ちの方に是非、 、

とも登録をしていただいて いただきたいというふうに考えております ５番目のケーブルテレビ、 。

事業を活用した福祉事業の計画でございますが まあ 全体的には 情報推進課の方で やってい、 、 、 、

ただいておりますけども まあ この度の あのぅ 施設整備の利活用にあわせて 検討されてい、 、 、 、 、

るところですけども まあ 福祉課 新たな まあ 利活用について福祉課では 昨年７月に ま、 、 、 、 、 、 、

あ 活用の検討部会 係が四つありますのでそれぞれから出て具体的な内容について現在検討して、 、

おるところであります。以上です

議長。●辰田議員（辰田直久）

はい、辰田議員。●議長（三上徹）

それでは、あのぅ、再質問をさせていただきますが、あのぅ、私も１項目ず●辰田議員（辰田直久）

つやりとりをしたいと思いますので答弁者の方には大変出たり入ったり大変かと思いますが よろ、

しくお願いいたします まず １点目の あのぅ 一人暮らし高齢者の 支援状況についてでござ。 、 、 、 、

いますが まあ あのぅ 一人暮らしの高齢者の方を訪問さしていただいたり いたしたときに思、 、 、 、

うことですが あのぅ 話を始めたらなかなか離してもらわれんというか もういろんなことを話、 、 、

されて やっぱり人恋しいというか やっぱり滅多に行かないもんが行ったりするとそういったと、 、

こでいろんな あのぅ 私どもも知らなかったことを教えていただいたり 話をするわけなんです、 、 、

が まあ あのぅ そういったことも確かに 地域でやっとられるとこもあってこれも介護予防の、 、 、 、

一環になるという観点から まあ あのぅ 近くには あのぅ 担当の民生委員さんとか地域の支、 、 、 、 、

援者の方がいらっしゃると思うわけです しかしながら あのぅ そういった高齢者の方にはどん。 、 、

どん外に出ていただいて 買い物に行って自分で商品を吟味したり そいから地域の行事に進んで、 、

出たりして 滅多に逢わない同級生とかいろんな方と話をすることも あのぅ 大切だという話は、 、 、

今までにもたくさん聞いてきたわけですが まあ そういった あのぅ 面で そういった あの、 、 、 、 、 、

ぅ 会話を通じたけんきゅ 健康状況の確認の必要性において まあ そういった地域の民生委員、 、 、 、

さん そいから支援者の方からの町へのいろんな報告等もあると思うんですが そのよう それを、 、 、

どう活かしてどう対応されているかという点と もう一つ まあ あのぅ 散歩をされる人で あ、 、 、 、 、

のぅ 一人暮らしの家庭を訪問したり散歩コースの内の一人暮らしの家庭を訪問されているという、

ような支援をやっとられる地域も まあ あるわけです また ある自治体では あのぅ 町職員、 、 。 、 、 、

、 、 、が所用で外出した際に その行った先の近くにおら おられる一人暮らしの高齢者等の方を訪れて

そういった あのぅ いろんなお話をするというような所もあります まあ 福祉課ばかりでなく、 、 。 、

そういったいろんな課の方が行かれて そういった職員が こういった対応もする必要はないだろ、 、

うかという点について伺いをいたしたいのと もう一つは もちろん あのぅ そういった健康状、 、 、 、

況や まあ 気分的に滅入っていただかないようにすることも大切なんですが 今 あのぅ 振り、 、 、 、 、

込め詐欺とかそういった あのぅ 訪問販売とかそういった あのぅ お年寄りを狙っている業者、 、 、 、

といいますか 者がおりますが そういった まあ 対策はいろいろチラシや機会をおってやっと、 、 、 、

られますが そういった状況の効果とそいからそういった事例があったなら 教えていただきたい、 、
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と思います。まず、その３点についてお願いいたします。

番外。●三上福祉課長（三上洋司）

はい、福祉課長。●議長（三上徹）

再質問で３点ございまして、まず、最初の、あのぅ、まあ、安否確認の●三上福祉課長（三上洋司）

中で その状態にその異常があった場合の通報をどういうふうにしているかということでございま、

すが あのぅ 通報いただきましたら 訪問をしたりあるいは まあ 民生委員さんと同行訪問し、 、 、 、 、

たりして 状況の把握 こういったものをしております まあ 現実的には あのぅ 病院へきゅ、 、 。 、 、 、

うし 救急車で搬送するというふうなケースも発生したりしておる状況であります それから町職、 。

員が まあ 出かけたときに安否確認ということでございますが あのぅ まあ これは制度的に、 、 、 、 、

はなっておりませんが 現実的にも そのぅ 業務中ではなくて 自分の関係しておる地域からの、 、 、 、

情報というのを実際には寄せられておりまして これについても 対応をしているところでありま、 、

。 、 、 、 、 、す それから消費者問題でございますけども この問題につきましては あのぅ ええっと 昨年

、 、 、 、 、 、一昨年ですか あのぅ 社会福祉総合大会で ええっと星ヶ丘一座だったですか そこに あのぅ

ちょっとそういった芸で 高齢者の方へ訴えて きたところですけども まあ 機会を捉えて ま、 、 、 、 、

あ そのぅ 啓発をしているところですけども 実際 ええっと 昨年でしたか あのぅ この町、 、 、 、 、 、 、

内で そのぅ 今の押し売りが来てなかなか帰らないというふうな通報が入って まあ これ高齢、 、 、 、

、 、 、 、者の方でしたけども 実際うちの職員が行って まあ 撃退したというふうな事例もございまして

まあ あのぅ そういった困ったりしたことがあれば あのぅ 役場の方へ通報していただくよう、 、 、 、

に、理解していただいているのかなあというふうに思っております。以上です。

議長。●辰田議員（辰田直久）

はい、辰田議員。●議長（三上徹）

まあ、あのぅ、それなりに、対応していただいているようでございますが、●辰田議員（辰田直久）

、 、 、 、 、まあ あのぅ 一人暮らしの高齢者というのは まあ 割合でまだ在宅されているわけですから

あのぅ 元気な方が多いわけなんです それで あのぅ 最初の答弁の中で研修旅行とか 今の交、 。 、 、 、

、 、 、流会とかへ を計画して行っていただいたりしているというような情報がありましたが あのぅ

、 、 、 、 、それ 高齢者それぞれやっぱり年齢も違えば まあ そのぅ 身体のやっぱり自由が利く利かない

いろいろあるわけなんですが まあ それ個人差でいたし方ないところもあるんですが まあ あ、 、 、 、

のぅ デイサービスもやっぱり もう 別にどこもあれじゃあなしに元気じゃあないかという方は、 、 、

一応あのの ここ数年前から あのぅ デイサービス行きよったけど まあ その対象から外され、 、 、 、 、

た方も まあ 結構おられるわけなんですが まあ そういった方もやっぱり年に一度や二度はな、 、 、 、

、 、 、 、 、 、んとかそういった また 形で まあ お風呂ぐらいはその入れるくらいのデイサービスに まあ

、 、 、 、 、 、希望をとったりして まあ 復活という言い方はおかしいですが そういうことを まあ あのぅ

計画していただくこと まあ あのぅ お年寄りですので昨日までは元気だったが今日から調子が。 、 、

。 、 、 、 、悪いとかいうこともあると思うんですよね ですから まあ かい 介護予防の観点からすれば

そういったやっぱり本当に どっかおかしいとかおかしくないとかいうのを別にして そういった、 、

意味でのやっぱりどんどん外へ出ていただくというような意味で そういったものは計画できない、

ものか、その点についてちょっと伺います。

番外。●三上福祉課長（三上洋司）

はい、福祉課長。●議長（三上徹）

あのぅ、デイサービスから外れた人の対応ということでございますが、●三上福祉課長（三上洋司）
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あのぅ 具体的には元気になられた人っていうことかなというふうに思いますが まあ 介護認定、 、 、

、 、 、 、されてそれから介護が外れるってことはなかなか あのぅ 事例がないわけですけども いわゆる

あのぅ 特定高齢者 介護保険の まあ 予備軍といわれる方ですけども こういった方につきま、 、 、 、 、

しては まあ 年１回その本人をですね あのぅ 基本チェックリストというものでアセスメント、 、 、 、

して その特定高齢者かどうかというふうな判断するわけですけども まあ その元気な方につい、 、 、

、 、 、 、 、 、 、ては外れる方もいらっしゃって これは あのぅ 検診報告会などで そういった あのぅ まあ

一般高齢者施策に移ってくださいという説明をしておるわけであります まあ そうした中で議員。 、

ご指摘のように そのぅ まあ 自立した人の そのぅ 連れ出し 閉じこもり防止を図るべきだ、 、 、 、 、 、

、 、 、 、 、というようなご意見でございますが あのぅ まあ 基本的にはその自分で風呂へ入ったり まあ

自立できている方でございますので そのぅ 自分で まあ 雲海であるとか まあ そういった、 、 、 、 、 、

、 、 。 、 、ところへ まあ 友達と一緒に行っていただきたいというふうに考えおります あのぅ 新たな

まあ 財源的に見ますと そのぅ 限られた財源の中で そのぅ 限られた そのぅ 認定された、 、 、 、 、 、 、

方を 介護保険の地域支援事業で対応しておりますので なかなかそういったものはないというこ、 、

とですので まあ できるだけ地域活動の中で そういった まあ 閉じこもり防止を図っていた、 、 、 、 、

だきたいなというふうに思います まあ 最初の そのぅ 質問の あのぅ 要旨のとこでおっし。 、 、 、 、 、

ゃいましたように その地域と個人とのあり方というふうなところですけども あのぅ 少し触れ、 、 、

てみますと そのぅ まあ 一番は そのぅ 自分自身のこととして まあ 我々もそうですけど、 、 、 、 、 、 、

も 自分の健康を客観的にどう考えるかというふうな視点 それが そのぅ 例えば そのぅ 今、 、 、 、 、 、

現状でいいますと まだなかなか理解されてないところもあるんですけども その特定高齢者のチ、 、

ェックリストで 候補者になっていますよ 次は医療機関で そのぅ 診察を受けてくださいとい、 、 、 、

うふうにいってもなかなかそれが あのぅ 自分のこととして 理解をされない まあ 参加され、 、 、 。 、

る方が少ないっていうふうな まあ 現状があるわけです まあ それは そのぅ おしなべて自、 、 。 、 、 、

分のその健康 自立期間を何処まで保つかと どういうふうにすれば自分が何時までも元気でおら、 、

れるかというところを まあ あのぅ 着目して欲しいなと まあ 気づき 気づいて欲しいなと、 、 、 、 、 、

、 、 、 、 、 、いうことで まあ いろいろな機会を捉えて そういったことを あのぅ 話すわけですけども

まあ それともう一つは あのぅ 我々が そのぅ あなたはサービスが必要ですよというふうな、 、 、 、 、

ことを言ってもなかなか そのぅ サービスを利用しようと まあ 特定高齢者あるいは予防給付、 、 、 、

の方にしましても 認定されていてもそのサービスを使わないという方が あのぅ かなりいらっ、 、 、

。 、 、 、 、 、 、しゃいます まあ そういった方には サービス利用をこう進めながら あのぅ いるは あのぅ

プランを立てたりしてるわけですけども なぜ まあ その参加されないかというところを見てみ、 、 、

ますと やはり そのぅ その原因はその知らない人と一緒の所へ行ってサービスを受けることに、 、 、

抵抗があるんではないかということで まあ できるだけ そのぅ 住み慣れた地域で参加できる、 、 、 、

ような閉じこもり防止でありますとか そういった あのぅ 集まりへ参加できるような形という、 、 、

、 、 、 、 、ことで まあ 邑南町では まあ 生き甲斐支え合いミニデイサービスあるいはふれあいサロン

社協が実施しとりますいきいきサロン まあ こういった その集落あるいは地域の中で できる、 、 、 、

だけその連れ出しといいますか 閉じこもり防止を図るようことを地域ぐるみで やっていくとい、 、

うことが必要なのかなと 我々はその制度の中で こういった制度 あなたはこれに該当しますが。 、 、

どうですかっていうこともいいますけども やはり一番しやすいのは あのぅ シルバーカーとい、 、 、

いますか 手押し車を押して行ける その小さな 小地域でのそういった集まり まあ そういっ、 、 、 、 、

たものを今 １９年度から地域の中でやっていただくように自治会を通してお願いをしているとこ、
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ろであります。以上です。

議長。●辰田議員（辰田直久）

はい、辰田議員。●議長（三上徹）

まあ、あのぅ、そういった、あのぅ、働きかけをしながらも、まあ、参加さ●辰田議員（辰田直久）

、 、 、 、 、 、れない方もいるという まあ 話もありましたが 確かに あのぅ 参加するしないというのは

まあ 自由なわけですが しかしながら参加したくなるようなそういったものを考えてあげるのも、 、

一つの行政の仕事じゃあないかと私は思いますし それと財源のことも少し触れられましたが ま、 、

あ 財源を出してきたら今のような状況で 何もかも そのぅ それで終わってしまうような気も、 、 、 、

するわけなんですが まあ それよりもやっぱり あのぅ 今の介護予防の観点からすれば あの、 、 、 、 、

ぅ 精神的なそういったケアをすることによって あのぅ 具合の悪い人を作らないということは、 、 、

逆に まあ あのぅ まあ 保険とかああいう方にお世話にならない 負担軽減にもつながるわけ、 、 、 、 、

ですので それは まあ 考え方いろいろあると思いますが まあ そういった面で あのぅ 病、 、 、 、 、 、 、

は気からということいいましたが やっぱりそういったお年寄りにはそういった あのぅ 一つの、 、 、

気持ちで病気になったり元気になったりするとこがあると思いますので、そういった面を引き続

、 、 、 。き あのぅ 地域の方々と タイアップしながら行政としての仕事をしていただきたいと思います

じゃあ あのぅ 二つ目の 質問の方に入らしていただきます 要介護者の在宅医療と施設入所の、 、 、 。

現状と問題点 まあ 数字については 先ほどの答弁で かなりの方が入所され まだ 入りたい、 、 、 、 、 、

、 、 、ということで待機されている方も １３０数名おられるということをお聞きしましたが その中で

まあ 経済的な理由とか まあ そういった施設や設備の不足で本来は必要と思われる まあ 介、 、 、 、 、

。 、 、護やサービスを受けられていないような方の状況は見られないかということ それと 夫婦でも

ご夫婦でもね 世帯を別にして生計も別にすることで あのぅ 保険料の減免とか各種手当の支給、 、 、

が出て できる例もあると聞くんですが そういった申請があったとき担当部署では 厳格な審査、 、 、

が行われておるでしょうか そういった面で まあ あのぅ これは あのぅ サービスを受けれ。 。 、 、 、 、

る 受けるべき人が受けられなくて まあ 経済的にある程度恵まれた人がまたそれいじ 以上の、 、 、 、

手当を受けられるというようなことでは 福祉の観点からしたら間違いだと思いますが そういっ、 、

た事例があるか、まあ、そういったことを厳格にやっとられるか、お聞きしたいと思います。

番外。●三上福祉課長（三上洋司）

はい、福祉課長。●議長（三上徹）

施設入所にあたって、経済的に、経済的理由によって、そのぅ、入所が●三上福祉課長（三上洋司）

阻害されているような例はないかということでございますけども まあ 施設入所される 施設に、 、 、

おいては費用負担の 所得に応じて費用負担の減免になる制度がいろいろございます まあ そう、 。 、

いったものを利用されながら まあ 施設入所をされているという現状で 実際には そのぅ 経、 、 、 、 、

済的理由によって入所ができないというふうな事例は把握しておりません それから まあ 世帯。 、 、

、 、 、分離をして そのぅ そういったメリットを受けていることがあるのかということでございますが

こういったことも把握、今のところ私は把握しておりません。以上です。

議長。●辰田議員（辰田直久）

はい、辰田議員。●議長（三上徹）

まあ、あのぅ、今の、そういった、あのぅ、保険料の減免やや、まあ、手当●辰田議員（辰田直久）

、 、 、 、 、 、の支給というのは まあ ２ ３日前では あのぅ 後期高齢者医療制度でそういったことがで

できるからくりが まあ テレビで まあ やっとったから 後期医療制度 後期高齢者の医療制、 、 、 、 、 、
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度に ５～６語 聞き取れず それと まあ 他には ２～３語 聞き取れず あのぅ 各種一（ 、 ）、 、 、 （ 、 ）、 、

般の手当で まあ あのぅ 片親家庭の手当とか そういった方面でもそういったことも聞きまし、 、 、 、

た まあ そういった制度の抜け道をしっとられるのは逆に まあ 行政に精通された方がやっと。 、 、 、

、 、 、 、 、 、 、ったりした例も まあ たくさんでとったわけですが まあ あのぅ こういったことが まあ

まあ 今無いという 把握しとられないということでございましたが まあ そういった意味では、 、 、 、

やっぱり公平な 福祉サービスが受けられるように 目を光らせておいていただきたいと思います、 、

のでよろしくお願いいたします 三つ目の あのぅ 行政と社協 法 福祉法人との連携について。 、 、 、 、

お伺いをいたします まあ あのぅ 主に あのぅ 制度の運用を行っていく まあ 行政サイド。 、 、 、 、 、 、

側とそいから直接サービスに従事することの まあ 多い社協とか法人なわけですが 現場の ま、 、 、 、

あ 状況を取り入れていろいろと行政に反映していくの まあ 大切なことで 答弁によりますと、 、 、 、

定期的に意見交換を行っておられるようでございますが その中から生まれてきたもの また 逆、 、 、

に削減というか 止めてしまったもの そいからこれはこういうふうに変えた方がいいからといっ、 、

て改善されたもの もし具体的なものがあれば教えてください それと町が あのぅ 主体となっ、 。 、 、

、 、 、 、 、てやる まあ 福祉サービスの中に まあ 例えばミニデイサービスみたいなもんがありますが

これは あのぅ 社協にも同様なサービスが まあ あります これはね やっぱり同じようなも、 、 、 、 。 、

のをやるよりも もっと連携をとって充実したものにすることも一つの方法じゃあないかと思いま、

すし ほいから 社協におられる方は まあ 殆どその地域 まあ まあ あのぅ 転勤もあった、 、 、 、 、 、 、 、

りして異動されるわけですが ある程度地域の事情をよく知った方が おられて活動されているよ、 、

うにも思いますが まあ 社協さんですと やっぱりある程度利益も確保しながら 活動されてい、 、 、 、

かなければならない まあ 法人でもあります ほいから そういったいろんなノウハウも 地域、 、 。 、 、

的なノウハウも持っておられるので まあ 行政は逆にもっとそういった社協とか法人をどんどん、 、

利用してサービスを拡充していくのも一つの方法じゃあないかと思いますが まあ その点そうい、 、

った法人との協調しにくい面があるのかどうか問題点があるのかどうかあれば教えていただきたい

。 、 、 、 、 、と思います それともう一つ まあ 福祉法人 まあ それは知的障害者施設も含めましてですが

、 、 、 、あのぅ 職員を派遣されている状況がありますが まあ 法人側からすればそういった意味では

福祉の資格とかいろんな経験を今までに積んだ職員さんを派遣していただきたいというのが実情じ

ゃないかと思いますが まあ そういった派遣要請に対して まあ あのぅ こちらがだれを あ、 、 、 、 、 、

のぅ 送り込む送り込まないとか いろんな あのぅ 人事につきましては なかなか勝手に決め、 、 、 、 、

られないと思いますが そういった要求とか要望につきましてはどう対応されているか 以上の点、 、

についてお願いいたします。

番外。●三上福祉課長（三上洋司）

はい、福祉課長。●議長（三上徹）

３番目でございますが、そのぅ、まあ、定期的にやっているその中で、●三上福祉課長（三上洋司）

、 、 、新たに発生したこと改善あるいは廃止したことということでございますが まあ 中でいろいろ

さっき話しました中でも その例えば福祉調整会議は平成１８年に その福祉あるいは障害 児童、 、 、

と まあ 医療も平成１９年から始めてますけども そういった 事業者の方との連 連絡会議と、 、 、 、 、

いうことで行政の施策を その理解して貰って現場での課題を挙げていただいてまた施策に反映す、

るというふうなことで まあ 毎年１ ２回 今年はこういった事業を実施します それからそれ、 、 、 、 。

について１年間やってきて どうでした というふうな総合意見を交わすということ あるいは事、 、 、

業所との連絡会にしますれば そのデイサービスあるいはケアマネさんの事業所 まあ こういっ、 、 、
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た事業所の方に集まっていただいて その いろいろ そのぅ 介護保険制度 それからインフォ、 、 、 、 、

ーマルな まあ ものにつきましても こちらの方から情報提供して ご利用者の方に その ま、 、 、 、 、 、

あ 一番よいプランを立てていただくようにサービスを提供していただくようにということで実施、

。 、 、をしております まあ そういった中からいろいろな現場でも問題点というものをお聞きしながら

その施策の中へ反映をしていくということ それから まあ ケアマネ研修 これは毎年 講師を。 、 、 、 、

招いてやっとりますけども これは まあ あのぅ ケアマネさんが研修されることによって利用、 、 、 、

者のサービス向上につながるっということでやっとります また あのぅ ケア会議につきまして。 、 、

は随時課題があったら その時に関係者が集まって 課題の解決に向かって話し合おうということ、 、

でやっております あのぅ まあ その中で大きなことといいますれば 今 あのぅ 施設虐待の。 、 、 、 、 、

問題について 施設を運営されている法人の方の中 いわゆる実務者の中に から集まっていただ、 、 、

、 、 、 、 、いて どういったことが虐待になるかと まあ 定義づけも含めて勉強会といいますか あのぅ

邑南町ではどうしようというふうな基準作りを今進めております まあ そういったものが新たな。 、

。 、 、 、取り組みということで実施をしております それから まあ 法人と連携をしなさということで

まあ 他の社協も含めていろいろな同様な催しが 行政と一緒に実施されているということでござ、 、

います まあ あのぅ この事業にはそれぞれ まあ 思いというところがございまして なかな。 、 、 、 、 、

か その二つを一つにということはできない その行政ができない部分を その法人の方でいわゆ、 、 、

、 、るグレイ部分を支えていただいているという部分も結構ありますので そのへんにつきましては

まあ そういった調整会議等で それぞれの立場を理解して まあ 利用される方に混乱が起こら、 、 、 、

ないように対応してまいりたいというふうに思っております それからもう一点 その職員 ほい。 、 、

じゃあ、ちょっと三つ目の件につきましては総務課の方から回答いたします。

番外。●日高総務課長（日高禎治）

はい、総務課長。●議長（三上徹）

職員の福祉法人等への派遣に関して、資格者等々の要望があるかどうか●日高総務課長（日高禎治）

というようなご質問でございました 現在 さくら会の方へ３４名 邑智福祉振興会へ１８名とい。 、 、

うふうに職員の派遣をしております 福祉法人の方へは５２名という派遣者数でございます これ。 。

は合併しました当初 １６年の１０月 これ１１月の調査でございますが ８６ねん ８６名おり、 、 、 、

ました まあ 年々 こう減って退職者等々の関係で減ってきてはおります またこの派遣につい。 、 、 。

ては議員ご存じのように職員、本人の同意を求めなければならないというようなこともございま

す そうしたところで ちょ 人事の方は動いておるわけでございますが 確かに あのぅ 法人。 、 、 、 、 、

の方そうした資格者 例えば看護師である等々 様々な資格 こうしたものが あのぅ を持って、 、 、 、 、

おる方をというようなお話も若干あるにはありますが 先ほど申しましたように本人の同意という、

のが基本でございます まあ あのぅ まあ 事務系の職員も派遣をしておるところでございます。 、 、 、

が 全て が そういうふうに要望に対してお答えできると言いところも でき できかねるとこ、 、 、 、 、

ろもあるわけでございますが あのぅ そういうふうなことでできるかぎり まあ そうした方々、 、 、 、

資格をお持ちの方の職員が そちらへの同意をしていただいた場合には相手方との調整を図りなが、

ら派遣をしておるというのが現状でございます まあ これも あのぅ 指定管理をしておりまし。 、 、 、

て そのいろいろ協定を持っておるわけでございます 年々そのへんは あのぅ 派遣者数を減ら、 。 、 、

して減じていかなければならないと思っておるところでございますが まあ やはり退職者等々の、 、

、 。 、 、兼ね合い ここでの派遣になってこようと思っております まあ 法人の方はそういう意味では

資格者の方が、の要望も若干あることはあるということで、現状でございます。
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はい、議長。●辰田議員（辰田直久）

はい、辰田議員。●議長（三上徹）

まあ、あのぅ、施設とかサービス事業者の、が、方といろいろヒヤリングと●辰田議員（辰田直久）

かお話をする機会が まあ ある その中の まあ ただのそれがやっぱり話だけで終わったので、 、 、 、 、

は あのぅ 意味のないことでありますし まあ 要はやっぱり一番利用者のことを考えて 改善、 、 、 、 、

すべきとこは改善していかなければいけないわけでございますので まあ あのぅ そういった面、 、 、

で まあ 回数というのが決まっていなければ やっぱりなんか問題があるごとに やっぱりそう、 、 、 、

。 、いったディスカッションを深めていっていただきたいと思います 今のそれと派遣の問題ですが

まあ あのぅ 今派遣をだんだん引き上げて職員の減員とともに あのぅ 減らしていく形でやっ、 、 、 、

とられるわけですが まあ あのぅ 法人側にすれば そのぅ 法人側でまた今度はそういう資格、 、 、 、 、

者を採用して あのぅ 十分サービスが提供できるようにやっていかなければならないのも事実で、 、

すが まあ 町の方からの そのぅ 来年度は何名引き上げるとかいったいうようなものも その、 、 、 、 、

ぅ 前もって早くわかっとるわけでないので そういった面からすれば そういった配慮もしとか、 、 、

んと 施設の今のサービスが成り立たなくなったり 一時的に閉鎖したりするような語弊が出ても、 、

いけませんので その点をもう少し法人側と詰めていただくことも必要じゃあないかと思いますの、

でよろしくお願いいたします 次に 四つ目の行政サイドで行うべき福祉事業者 福祉事業従業者。 、 、

の確保と育成 まあ 私が 一番今回の五つの中いいたいのはここでございます そういいますの、 、 、 。

も あのぅ この前の日曜日の新聞だったんですが 見ておりますと 県内や地域の求人広告を見、 、 、 、

ますと病院や福祉施設への有資格者ですね まあ 看護師 介護福祉士 社会福祉士とか の求人、 、 、 、 、

が非常に多いのを見ました これは 高齢者や介護の必要な人が増加しているにもかかわらず 従。 、 、

業者が不足しているというのが現状じゃあないかと思います 満足なサービスを のうっとう 受。 、 、

け入れができない状況が伺えるわけです こういった状況が続きますと 以前もいいましたが あ。 、 、

、 、のぅ 習慣文化の違う外国人の方にお世話になるような時代が来るというような話がありますが

これも現実を帯びて来るんじゃあないかと思います 今の状況をすぐに改善していくのは難しいと。

思いますが まあ 町として 福祉従業者の確保と育成のためのね やっぱり考え方も長期的に考、 、 、 、

えておく必要があるんじゃあないかと思います まあ 例えばこれも以前話したと思いますが あ。 、 、

のぅ 小学校低学年 ３ ４年だったと思いますが 女の子が まあ そのぅ お母さんが姑さん、 、 、 、 、 、 、

の面倒を 介護しとって それを姿を見て自然に感じて言葉に出されたんですが お母さんがこう、 、 、

いう状態になったら私が あのぅ 看たげるけえねとゆったいう話を聞きました そしたらお母さ、 、 。

んが まあ こんなかあ 嫁にもいかんこ ずっとここに家におるんかいのういうぐらいの気持ち、 、 、 、

も持ったし 大変嬉しかったということを話されました それと私の近所でも通学路に面したとこ、 。

、 、 、 、 、でも あのぅ 介護に必要な お年寄りがいっつも朝の送るときと帰るときに手を振って そのぅ

通学路の子どもさんと話を 話というか 言葉を交わさなくても手を振って 話をしたと同じよう、 、 、

なことをされとったことがあるんですが これがある日その方が風邪を引いて病院へ三日ほど入ら、

れたんですが 朝はおられたのに夕方帰るときにはおじいちゃんがおらんかった なにかあったん、 、

かもしれんけえいうて そのぅ 帰って家の 家の人に報告しとるんです やっぱりね そういっ、 、 、 。 、

、 、 、 。たその地域の やっぱり 福祉に対する やっぱり誰かがそういった知恵を入れとるはずなんです

、 、そういう子どもが進んで そういうことがなかなかできないから経験とかそういった話を聞いて

、 。 、あのぅ 子どもたちも育っとるんじゃあないかと思います そういった意味ではこの邑南町には

あのぅ よい学習場所となるそういった福祉施設もたくさんありますし 病院もあります それと、 、 。
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やっぱり あのぅ そういった形で 今のご答弁の中にも あのぅ それを考えて体験さしたりと、 、 、 、 、

かしとるいうことも聞きましたが まあ あのぅ 国の定める指導要領以外にもね やっぱり教育、 、 、 、

委員会と連携をとっていただいて この小中学生に町独自の考えの元にそういった学習機会を少し、

でも増やすことも必要じゃあないかと私は思います ほいから また 矢上高校の まあ 存続問。 、 、 、 、

題とかいろいろありますが 私は その普通科のその１学級を福祉医療関係の学科にして貰うよう、 、

に働きかけていくことも今から先必要であるし それも存続に対する まあ 意欲の現れとか ま、 、 、 、

、 、 、た地域に絶対必要だということにもなると思いますし そういったことで地域ぐるみで福祉の に

対する関心も深まって、中山間地の福祉に対する考え方も変わって来るんじゃあないかと思いま

す それと町には あのぅ 奨学生制度があります これは あのぅ 高校や大学 専門学校へ進。 、 、 。 、 、 、

学する方をだいたい対象に まあ そのために使う まあ お金を貸したげて仕事を始められたら、 、 、 、

少しずつ返して行くような制度であり まあ あのぅ 私も その審議委員会の一人で気づくこと、 、 、 、

なんですが まあ だいたい数件の募集 あのぅ 応募があってるんですが まだかなり基金もあ、 、 、 、 、

ります まあ そういった意味では まあ 所得状況とか まあ 基本的な条件は変更はで でき。 、 、 、 、 、 、

な できかねないと思いますが そういった意味では福祉医療関係に進学する方を対象に そして、 、 、

また地元に帰っていただくようなことを条件にして あのぅ そういった意志の強い方を優遇する、 、

ような条件も設けて これから先のそういった不足する資格者を地元に残っていただくようにする、

ことも大切じゃあないかと思います まあ あのぅ 瑞穂地域ではお母さんと子どもさんが一緒に。 、 、

なって 看護師の資格を取りにいかれたいうじ 事例もありますが そういった意味でやっぱり地、 、 、

域に残ってやっていただくような土壌を作っておくことも まあ 一つの行政サイドの責務ではな、 、

。 、 、 、 、いかと私は思います まあ この点については あのぅ 福祉課長より町長さんが答えられないと

まあ、あのぅ、答弁がなかなか難しいと思いますが、いかがなものでございましょうか。

はい、議長。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

やっはり、あのぅ、地域に残るということが大事でありますけども、私はや●石橋町長（石橋良治）

っぱりその家庭の意識あるいは親の意識 ここを変えてもらわんことにはどうにもならんと思いま、

。 、 。す ですから議員さんお一人お一人もですね そういう気持ちでもって貰いたいわけであります

例えばやはり 辰田議員がいわれたように 子どもさん 孫 そういう姿ちゅうのは同居の問題が、 、 、 、

あろうかと思いますね これが別居だとそういう姿はみれんわけでありますが まあ 一緒に 一。 、 、 、

つ 一つの家族だから住んで頑張ろうやという親の意識が無ければ駄目だし それから まあ と、 、 、 、

にかく こういうところへ住んでもつまらんと 都会へいってみいやというような意識を変えても、 、

らわにゃいかん まあ そっからじゃあないかと私は思いますけどね そこを是非我々も一生懸命。 、 。

がんばりますけども、是非よろしくお願いしたいというふうに思います。

議長。●辰田議員（辰田直久）

はい、辰田議員。●議長（三上徹）

まあ、そりゃあ、総論みたいなもんでございまして、そうじゃあなしに、私●辰田議員（辰田直久）

が今の具体的に例を まあ 上げてこういった考えもあるが 町長とすりゃあどうか その基金と、 、 、 、

いうものは 無いよりあったがいいわけですが 有効に使うことも大切なことでございまして そ、 、 、

ういったものを 今の不足しているもの これから将来のために役立てようという考えの元に ま、 、 、

あ そういった考えはないかという まあ 質問をさしていただいたわけで まあ 当然突然でご、 、 、 、 、

、 、 、 、 、 、 、ざいますので すぐに そのぅ まあ 方向性ぐらいしか まあ 出せないかもわかりませんが
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まあ そういう気位をもって 個々の自覚いうなあ必要なのは誰もわか わかることなんです た、 、 、 。

だ 行政としてなんとか少し手助けがするものはないだろうか そういう意味で私も あのぅ 質、 、 、 、

問をさしていただわけでございます まあ あのぅ 時間の方も まあ あのぅ あと１０分程度。 、 、 、 、 、

になっておりますが まあ あのぅ 先ほど上げた小学生の例がありましたが まあ そういった、 、 、 、 、

、 、 、 。 。お子さんが大きくなって 見て貰われる あのぅ お年寄りは大変幸せな方だと思いますよ 私は

そういったものを小さいときから身につけることによって やっぱりそういったものが地域に根ざ、

して 地域を思う気持ちも出て来ると思いますし やっぱり 福祉課 まあ 教育委員会とね そ、 、 、 、 、 、

ういったとこと そういった話もしていただいて せっかくの施設たくさんありますし そういっ、 、 、

た意味ではもっともっと事業やなにかに取り入れていただきたいと思いますし 今いきま いいま、 、

した あのぅ 高校とか奨学生のきんの 奨学金の問題につきましてはもう一度よく精査していた、 、 、

だ いただい き といていただきたいと思います それと最後のケーブルテレビ事業を活用した、 、 、 。

福祉事業についてでございますが あのぅ まあ 団塊の世代とか若い方にどんどん に ふるさ、 、 、 、 、

とに帰ってきてくれということを まあ いうわけですが あのぅ まあ 団塊の世代の方といい、 、 、 、 、

ますともう年齢的に そのうち福祉医療のお世話にならなければならない方もたくさん まあ 出、 、 、

て来ると思うんですが そういった意味ではケーブルテレビ事業も２０数億円の予算をとう 投資、 、

するわけでございますから テレビとかインターネット ほいから娯楽や情報伝達の手段にばかり、 、

が充実したのではもったいないと思います 安心安全上の関係で犯罪防止やら 災害対策ももちろ。 、

んですが そういった意味で福祉的に健康状態や そういった医療に 福祉医療に対しましての事、 、 、

業に活かすことも 町民が安心はできるとともに たし あのぅ こりゃあいいものだと喜んでい、 、 、 、

ただけるんじゃあないかと思います そういった意味でもケーブルテレビ事業がそこまでできる段。

階まで 申込者も９０％を超える段階にまできとるわけでございますので そういった意味で 福、 、 、

祉にそのケーブルテレビじょう 事業を まあ どう活かすかということで専門部会を立ち上げら、 、 、

れたと答弁がありましたが まあ ７月１日ということで まあ 二か 一か月 二か月たらずで、 、 、 、 、 、

すか ですが どういったことを念頭に置いて そういった組織を作られているか そいから ま、 、 、 。 、

た具体的にこういったサービスを開始しようと思って 今進めておるんだということがあれば教え、

ていただきたいと思います。

番外。●三上福祉課長（三上洋司）

はい、福祉課長。●議長（三上徹）

ええっと、あのぅ、事業の内容についてでございますが、検討している●三上福祉課長（三上洋司）

内容についてでございますが あのぅ まあ 具体的にはその安心安全ということで まあ 見守、 、 、 、 、

りシステムでありますとか 災害時の確認システムでありますとか まあ こういったいろいろあ、 、 、

、 、 、 、 、るわけですけども 例えば その見守りシステムにいたしましても １７日でしょうか あのぅ

デモがあったと思いますけども あのぅ 非常にその端末を備える初期投資が必要になるというこ、 、

とで まあ け 検討の中で なかなか そのぅ ライブカメラであるとかそういった見守りにし、 、 、 、 、 、

てもですね 非常に まあ 初期投資 利用者負担になるかどうか分かりませんけども そういっ、 、 、 、 、

た負担がかかるものが かかるということがあります 具体的には そのぅ すぐできるものとし、 。 、 、

ては まあ そのぅ あのぅ 町政座談会の時に少しお話がありましたけども まあ あのぅ 介、 、 、 、 、 、 、

護予防のために ＮＨＫが流している その体操をやりたいんだけども やっているんだけどもた、 、 、

、 、 、 、 、またま その放送時間と町の防災無線の時間が あのぅ 被っていて どうも身が入らないんで

。 、 、 、その放送時間を変えてくれというようなこともありました まあ そういった 例えばそういった
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あのぅ 再放送が可能であれば そういった介護予防の体操をその体力にあわせたものを定時的に、 、

放送するであるとか あるいは あのぅ 今度ＩＰ電話で電話料がかかりませんので こういった、 、 、 、

ボランティアを育成して まあ 安否確認の電話訪問という形で実施するであるとか まあ 当面、 、 、 、

その初期費用がかからない部分でいうと まあ そういったところ あとは まあ さっき言いま、 、 。 、 、

、 、 、 、 、したような ライブカメラ 見守り それからもう一つは緊急通報についても いろいろ検討を

今現在緊急通報１９０台あまり設置していますけども それとの関連性についても検討をし 具体、 、

的には検討をしているところであります。以上です。

はい、議長。●辰田議員（辰田直久）

はい、辰田議員。●議長（三上徹）

あのぅ、専門部署を立ち上げて、４人ですか。それで今検討をすることにな●辰田議員（辰田直久）

っているという まあ 最初の答弁だったですが まあ あのぅ 今までも の 質問の中にもあ、 、 、 、 、 、 、

りましたように あのぅ 社協とかしゃかい あのぅ 福祉関係の法人それた の サービス事業、 、 、 、 、 、

者 それと まあ 実際に利用されるであろう町民の方 そういった方とやっぱりいろいろと緊密、 、 、 、

、 、 、に連携やら話し合う場所を設けられて 現場との意見交換からヒントを得ていただいて 利用者

事業者 どちらの利益にもなるような 福祉関係の事業を ケーブルテレビに乗っけていただきた、 、 、

いと思いますので その点は強くお願いをしときます まあ あのぅ 最後に あのぅ なります、 。 、 、 、 、

が 町長さんに まあ あのまもなく任期がおわ 終えられるわけなんですが まあ まあ 今回、 、 、 、 、 、 、

私福祉の関係で質問さしていただきましたが そういった町の福祉の支援体制や町内の福祉施設等、

を の利用者やその家族 そいから現場で働く職員さんの声を まあ ４年間聞かれてきたと思う、 、 、 、

わけですが まあ それをどのように活かして まあ 次の場所へ持って行かれるか それをお聞、 、 、 、 、

きしたいと思います。

はい、議長。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

あのぅ、それにお答えする前に、あのぅ、議員から総論だというふうにおっ●石橋町長（石橋良治）

しゃいましたけども 私は実は心理をいったつもりであります あのぅ 制度はいくらでも我々は、 。 、

考えます だけど魂が入らないとしっかりそこんとこは押さえないとですね 制度はいくらいいも。 、

のを作ったって利用されません ですからそこは私は強く教育の問題も含めてですね 教育委員会。 、

と一緒になって訴えていかなきゃならんということで、総論では決してないというふうに思いま

す そうした中で まあ この４年間いろいろとその福祉現場にもですね 行ってまいったわけで。 、 、 、

ありますが やはりこれは単に そのぅ 高齢化の中で福祉現場の職員だけが 頑張っているとい、 、 、 、

うことではなかなか大変だろうと思います 議員のご指摘のように いかに地域あげて 職員も含。 、 、

めますけども 地域をあげてこの解決をしていくかということが大事だなあということを強く感じ、

ております まあ そういう意味で私は一つの事例を申しあげたいんですけども まあ 旧石見町。 、 、 、

からですね １６年間も続いておりますいきいき石見 この活動は私は大変素晴らしいもんじゃあ、 、

ないかと思っております これは正にボランティアでございまして いわゆる下駄 下駄履きヘル。 、 、

パーという言葉がありますけども ほんとにできる範囲で無理なくやっていこうよということです。

ね あれもやってくれこれもやってくれいうことは それできません だから いきいき石見の方。 、 。 、

針のようにやっぱり自分たちで何ができるかっていうことをですね よくお考えいただいて でき、 、

、 、 、 、る範囲でやっていただく それを地域上げて 全町民上げてですね 元気な我々も含めてですね

地域を支え合うということが大事だと思いますので やはりこのいきいき石見のですね 事例って、 、
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いうのは非常に参考になりますから 例えばこれ瑞穂地域 羽須美地域にも いいことだというこ、 、 、

とであればですね どんどんやっぱり広げていくようなことは大事かなあというふうに まあ 思、 、 、

っております 職員だけ頑張って増やしてもですね なかなかこれは限界があるということでござ。 、

いますので、よろしくそのへんはお願いしたいと思います。

議長。●辰田議員（辰田直久）

はい、予定の時間が過ぎておりますので簡単に。●議長（三上徹）

はい、これで終わらせていただきますが、あのぅ、まあ、見解の相違はあり●辰田議員（辰田直久）

ましても 福祉に対する気持ちは一つでないとまずいと思いますので お互いの立場で そういっ、 、 、

た意味で頑張りたいと思います。よろしくお願いいたします。以上でございます。

以上で辰田議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入らしていただきま●議長（三上徹）

す。再開を３時２５分といたします。

―― 午後 ３ 時１３分 休憩 ――

―― 午後 ３ 時２５分 再開 ――

それでは、再開をいたします。続きまして通告順位第１０号、日高亘議員登壇をお●議長（三上徹）

願いいたします。

議長。●日高議員（日高亘）

日高亘議員。●議長（三上徹）

先ほど最後の質問だから張り切ってやるということはございました、あのぅ、●日高議員（日高亘）

、 、 。最後の質問という意味がよく分かりませんでしたけれども あのぅ 精一杯張り切ってやります

よろしくお願いします 私は今回 あのぅ 協働ということの実態と そいからその後の推進策に。 、 、 、

ついてお伺いをいたしたいと思います 町長の公約でありました あのぅ まちづくり基本条例い。 、 、

うのが制定になりまして そのまちづくり基本条例の目玉として あのぅ 協働ということが あ、 、 、 、

のぅ 大きく取り上げられてきました 町民からも大変 あのぅ 期待が寄せられたところでござ、 。 、 、

いますが あのぅ 私どもが今実感しておりますのは あのぅ 現在のところ あのぅ 町がいろ、 、 、 、 、 、

いろな施策を進めようとしていく中で 各種の審議会でありますとか あるいは各種の計画の策定、 、

委員会といったようなところへ あのぅ 住民の公募の委員の参画を求めて で 公募委員を含め、 、 、 、

、 、 、 、た あのぅ 会を持っていろいろ計画の策定やらいろいろやっておられるというところが あのぅ

目立つんでございます ところが あのぅ この協働ということを私どもは最初期待いたしました。 、 、

のは そういった あのぅ 町が進めていこうとすることへ対する住民の参画ということと同時に、 、 、

住民が あのぅ 自分たちの生活であるとかまちづくりとかいったことに対して活動していること、 、

、 、 、へ対して 行政が参画して一緒になってより高い効果を上げようというところに私どもは あの

期待を寄せたわけでございます ところが あのぅ 現在私どもの目に見えるのはあまりそういっ。 、 、

たことが見えないわけですね あのぅ 個々に渡って小さいことではありますけれども あるいは。 、 、

地域によっては あのぅ そういった行政職員が地域活動に積極的に参加して 一緒になって あ、 、 、 、

のぅ 地域活動をやられるという姿を見ることはあるんですけれども 町全体としてそういった動、 、

、 。 、 、 、 、 、 、きがあるという感じを 今しておりません それで あのぅ そこらで 町 広い町内で あのぅ

いろいろな地域差が出てきているというふうな感じをしておるわけです あのぅ 現在それでなく。 、

ても あのぅ 都市と農村の格差があるように この町内の中でも中心部と周辺部の間で格差が出、 、 、

てきておるというふうなお話がよくあります それから現に あのぅ 今回の議会の中でも話がた。 、 、

びたび出ましたけれども あのぅ 限界集落とかいったようなこと そういったことがひしひしと、 、 、
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もう迫ってきております そういった中でやはり私たちはこの協働ということが あのぅ それぞ。 、 、

れの住民活動の中へ あのぅ 行政の あのぅ 行政職員個人としての活動とそれから行政の仕事、 、 、 、

としてそれに参画すること そういったことが今から求められて来るのが大きくなるんじゃないか、

という感じがしておるわけです それで あのぅ 私も今回 あのぅ 定住企画課の担当ですけれ。 、 、 、 、

、 、 、ども あのぅ 中山間地域のコミュニティ再生重点プロジェクト事業にも参画をしておりまして

あのぅ それを取り組む まず 最初にこれには住民だけの力ではなくて 地域の中にいる町の職、 、 、 、

、 、 、 、 、 、員の方に積極的に参加をしていただいて あのぅ 一緒になって あのぅ 話し合いをし 事業に

あのぅ こう 汗を掻いて貰おうということを あのぅ 強く提案をいたしました それで あの、 、 、 、 。 、

、 、 、ぅ そういったことを定住企画課へも申しあげましたし 地域の皆さんにもそういう話をしまして

あのぅ 定住企画課にも あのぅ そういったことで 各課の方にそういう協力を求めることをし、 、 、 、

たという話もお伺いをしております その結果でしょうか あのぅ 私が関係しております あの。 、 、 、

ぅ コミュニティ再生重点プロジェクト事業には あのぅ 行政 町の職員の方がかなり入ってい、 、 、 、

、 、 、 、 、ただいて あのぅ この前もワークショップをやったんですけれども そこらでやはり あのぅ

素晴らしい発言が出てまいります さすがだなあと思うようなことが私もありました 普通の住民。 。

では分からないところの あのぅ 情報を その職員は提供して貰いまして そういったことも取、 、 、 、

り入れていかにゃいけんなあっというようなことが まあ いくつかあったわけです それで あ、 、 。 、

のぅ やはり あのぅ 住民の活動に町の職員の方が あのぅ 参画するということは これは是、 、 、 、 、 、

非とも今からなければいけないことなんだなあということを痛感をいたしまして 今回 まあ こ、 、 、

ういったテーマをあげたわけでございます そこでまず １番目に町長にお伺いをいたします あ。 、 。

のぅ 先ほどいいましたコミュニティ再生重点プロジェクト事業では定住企画課の方で その課の、 、

全職員の方ですか あるいは幹部職員の方か知りませんが そういった協力を呼びかけるお話をさ、 、

れたということでございますが 町長として あのぅ 一つの事業に対するそういった呼びかけで、 、 、

はなくて あのぅ すべからく町民が自主的に住民活動をしていることへ 町の職員はどのように、 、 、

関わるべきなのか どういうに関わりなさいというふうな指示をされているのかどうか そういっ、 、

たことについてお伺いをいたします。

はい。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

、 、 。 、 、●石橋町長（石橋良治） まあ あのぅ まちづくり基本条例というものを作りました まあ これは

、 。 、あのぅ 一つは情報公開というのが大きな柱になっとると思います 二つ目にはやはり町の役割

責務あるいは町民のやっていただくべきこと まあ そういったことを まあ 仕分けをしており、 、 、 、

ます まだ他にもありますけれども で 町がやるべきことの中で 第２３条に町職員の責務とい。 。 、 、

うのを作っております 町職員は町民との信頼づくりに努め 自ら積極的にまちづくりに取り組ま。 、

なければならないと こういうふうに まあ 明記しとるわけであります 従って まあ こうい、 、 、 。 、 、

、 、 、 、 、うことで もし どちらかといいますかねえ あのぅ ちょっと反するような職員がいたらですね

我々がしっかり指導しなきゃいかんと思ってますけども お尋ねのですね まあ 町 町としてど、 、 、 、

ういうふうに指導しているかということでありますから 一つはやっぱりこの基本条例が元になり、

ますから 情報公開をとにかくしてくれと 住民の皆さんは分からないじゃあないかということが、 、

一点 で それをどうやってやっているかといいますと出前講座 私は まあ いいたいわけであ、 、 、 、 、

ります 恐らく旧町村でもこういった職員が地域に出かけて 地域の課題やあるいは今 町が抱え。 、 、

ている課題 皆さん方が知りたいこと 今調べましたらね ７２講座あるんですよ そして 今ま、 、 、 。 、
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での累計でありますけども 参加いただいた人数が１万３千人であります 町の 町民の 今の人、 。 、 、

口をはる まあ 超える数でございます まあ そういうことで積極的に情報公開をしながら そ、 、 。 、 、

こで町民とですね やりとりをするということ これは当然 その我々も勉強になるし ほいから、 、 、 、

、 。 、地域も知りたいことが分かるしということで これは是非続けていきたいと思います 情報公開し

。 、 、 、 。してくれと 二つ目には やっぱり現場主義ということを まあ 常々言っとるわけであります

机の上に座ったってわかりゃあしないじゃあないかと とにかく現場へ出かけて自分の足で目で見、

て地域の課題というものを吸い上げて そこに 自分としての仕事に対しての参考にどんどんして、 、

ほしいということを まあ いうっとるわけであります まあ そういう意味で あのぅ 現場主、 、 。 、 、 、

義ということについてはですね 例えばいろいろ そのぅ 農業問題 中山間地直接支払制度のこ、 、 、 、

、 、 、 、 、ともありますし そういったところ積極的に まあ 事務局になってやっておりますしね まあ

いろいろと事例をあげてもきりはありませんけども まあ そういったことを主に まあ やって、 、 、 、

るわけであります。

議長。●日高議員（日高亘）

はい、日高亘議員。●議長（三上徹）

ちょっと上着を忘れましたんで。どうも失礼しました。あのぅ、現場主義とい●日高議員（日高亘）

ったことが まあ 地域へ直接 こう関わりが深くなるということで 非常に まあ 結構なこと、 、 、 、 、 、

だと思います その現場主義といったことが まあ どのような あのぅ 具体的にですね 指示。 、 、 、 、 、

をなさっておるのかということ 非常にこれは あのぅ 総論としては 先ほどの辰田議員じゃあ。 、 、 、

、 、 、 、 、ありませんが 総論としては私も理解できますけれども 現実に あのぅ こういったことには

、 、 、 、 、あのぅ 職員出かけて行って あのぅ 住民の皆さんにおね お願いしてやっていきなさいとか

あのぅ こういったこと あのぅ 町の職員が あのぅ 地域の住民の活動に参画するのに あの、 、 、 、 、 、

ぅ そこの地域に住んでいる職員の方が入っていく場合と 専門的な あのぅ 職員がその対処し、 、 、 、

なければならない課題へ対して あのぅ 参画していくという場合とがあると思うんですね それ、 、 。

で あのぅ 地区によっては あのぅ 職員がたくさんおられる地区もありますが あのぅ 極端、 、 、 、 、 、

。 、 、 、の場合一人か二人いった地域も地区もあるわけです ほいで そういった地区へ対して あのぅ

例えば現場主義といっても そりゃその職員の方がちょっと酷ですよね あのぅ その地域のいろ、 。 、

んなことにその職員がいろいろ こう対応しようと思うても それは無理だと思うんですね そう、 、 。

いったことが あのぅ 現実には起こりますので あのぅ まあ そこらを私はその後に話が進み、 、 、 、 、

、 、 、 、 、ますけれども 町としてやっぱり一つのシステムとして そういったことを あのぅ 整備して

あのぅ どの地区へも あのぅ 何人かの職員はいろんなことでこう参画して 住民と一緒になっ、 、 、 、

てこう町づくりをしていくんだよという 具体的なシステムづくりが必要なんではないだろうかと、

いうふうに思うわけです ただ今町長が仰った あのぅ 情報公開と現場主義ということ 非常に。 、 、 、

結構なことなんですけれども あのぅ 先ほども地域差が あのぅ 現実にあるというお話をしま、 、 、 、

した あのぅ それが あのぅ こういった面にも あのぅ 出て来る 現実には起こって来ると。 、 、 、 、 、 、

思うんです で 先ほどいいました私は関わっておりますコミュニティ再生重点プロジェクト事業。 、

においても 私はそういうことを あのぅ 痛感をしました あのぅ 私どもの地域は四つの自治、 、 、 。 、

、 、 、 、会がいっしょになって一つの あのぅ プロジェクトチームを作ったわけですけれども あのぅ

それぞれの四つの自治会からなるべく同じような人数を出していただいて あのぅ 若い人を主体、 、

にして まあ いろ まあ 年齢層で構築しようということでやったんですけれども あのぅ 行、 、 、 、 、 、

政職員の数はものすごう 自治会によって違うんですね そういったことで あのぅ まあ もち、 。 、 、 、
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ろん行政職員が全てそういった責任を負うべきものでもありませんし あのぅ 住民もそれをあま、 、

、 、 、 、り大きなきただ 期待をかけるのも無理があることもあると思いますけれども やはり あのぅ

、 、 、 、そこは一つのシステムづくりということがなければ あのぅ 町内あまねくこういった あのぅ

協働ということですね 行政職員 町の職員と住民とがひと 一緒に力をあわせて地域づくりをし。 、 、

ていこうということが あのぅ できにくい面が出て来るんじゃあないかという思いがするわけで、 、

すが、そのへんはどのようにお考えですか。

はい。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

まあ、よその町では、あのぅ、集落担当制度とかですね、いうようなシステ●石橋町長（石橋良治）

、 、 、 、 、ムづくり それこそ やってらっしゃる所もあるようでありますが まあ 我が町を考えますと

。やっぱり新町発足以来公民館というのは私はかなり重要視してやって来ておるつもりであります

やつぱり まあ 繰り返しになりますけども 公民館が地域の学習施設であ 施設であり 地域づ、 、 、 、 、

くりの施設であり やっぱりそこをどうやって充実するかということだろうと思います いわゆる、 。

役 役場の組織を考えるにあたって やっぱり２１年度は公民館のそういったところをですね 一、 、 、

つ考えて行かなきゃならんなあと 一層考えていかなきゃならんなあと言う意味でのシステムづく、

りをやっていきたいなあと、まあ、思っております。

議長。●日高議員（日高亘）

はい、日高亘議員。●議長（三上徹）

あのぅ、公民館が、あのぅ、生涯学習と同時に地域づくりへも大きな力になる●日高議員（日高亘）

、 、 、 、ということは あのぅ 合併当初からずっと私ども期待しておりましたし 事実そういった活動を

あのぅ 一生懸命やって貰っておるということは私どもよく存じておるところですけれども あの、 、

ぅ 先ほどいいましたように あのぅ 今それでは対応できないような状況に今地域はなっており、 、 、

ます あのぅ まあ 先ほどいいました限界集落になるのをどうして防ぐかとか あるいは あの。 、 、 、 、

ぅ 耕作放棄地をどうするかとか 山が荒れていくのをどうするかとか あのぅ 一人暮らしの家、 、 、 、

庭 老人家庭をどうするかとか まあ あるとあらゆる問題が まあ 一口で言えば過疎高齢化の、 、 、 、 、

波を被って起こってきております そしてそのことはもう 本当に焦眉の急務と あのぅ ほっと。 、 、 、

かれない あのぅ 急ぐ問題ばかりです それは あのぅ 一つの あのぅ 課あるいは一つの公、 、 。 、 、 、 、

民館ではとてもじゃあありませんができませんね やっぱりこれは あのぅ 私も地域住民をあげ。 、 、

、 、 、 、 、て取り組まにゃあいけんということを いつも まあ 地域の皆さんにもお話しますし あのぅ

町の職員の方にもお話することあるんですけれども あのぅ やはりそれは公民館だけでは無理な、 、

問題が多いのが現実だと思います それから あのぅ 私ども あのぅ 議会の意見交換会という。 、 、 、 、

のをやりました 私は あのぅ 羽須美では口羽地区へ行ったんですけれども あのぅ あそこは。 、 、 、 、

今 先ほども課長の話がありました新たなこうせいび 違ごうたかなあ なま 名前ははっきり覚、 、 、 、

えてませんが あのぅ 新しい あのぅ 集落支援センターづくりをしようという事業に取り組ん、 、 、 、

でおります これは国の補助事業ですけれども その話を あのぅ 冒頭に私いたしましたら そ。 、 、 、 、

の まあ いうたら個人の名前が出るからちょっと控えますが 非常に重要な役割をしておられる、 、 、

方が あのぅ 町はどうして今この私たちのせっぱ詰まった集落をなんとかしようとしておるんか、 、

と それがはっきり見えないというような話があったんですね ほいで私はその一つがこの事業だ、 、

と思いますという話をしたんですが 今そんなまどろっこしいことをいうとったんじゃあ うちの、 、

集落はもうもたんのんだと まあ そこは最近まで あのぅ 高齢化率１００％だったんです た、 、 、 、 。
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だ若い娘さん夫婦が あのぅ そこへ帰ってこられたんで今は１００％ではなくなりましたけれど、 、

も あのぅ ほとんど まあ 高齢者ばかりです そしてその方一生懸命 あのぅ 頑張っておら、 、 、 、 。 、 、

れます まあ 共同でなすびを作ったり あのぅ 花の咲く木を植えたりとか あのぅ ふるさと。 、 、 、 、 、

出身の方を帰って貰って一緒に懇親会をするとか まあ いろんな活動をしておられます ほんと、 、 。

によくやっておられるなということを思うわけですけれども あのぅ その方がほんとに悲痛な叫、 、

び声をあげられるわけです それを救うのは私はやはり あのぅ もちろん 若い方がその集落へ。 、 、 、

帰られることが大きなポイントだと思いますけれども それは求めてもなかなかできないことがあ、

りますので やはり現実には 急ぐことはやはり町の職員の方がそこへ一緒になって活動に参加さ、 、

れて あのぅ 若い力でいろいろその集落のいろんな問題に取り組むお手伝いを一緒になって汗を、 、

、 、かくということをするのが もっとも手近な有効な策ではないかなというふうに思うわけですが

そういった所に現実 今 集落があるわけです 自治会にしてもしかりです ですから公民館で今、 、 。 。

、 、 、 、 、それをやってるよという町長のお話でしたけれども 私はやはりとにかく あのぅ それは まあ

多少違うかもわかりませんが やはりこれは あのぅ 大きな町の職員全部で取り組むような も、 、 、 、

っとスケールの大きなシステムづくりをして これ取り組まないとこの問題はとても解決しないん、

ではないかという思いはしておるわけですが、もう一度そのことについてお願いします。

はい。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

あのぅ、公民館を主体にといういったことはですね、私はやっぱり現場主義●石橋町長（石橋良治）

ということと まあ 一致するということでご理解をいただきたいと思います あのぅ やっぱり、 、 。 、

支所と公民館との関係を私は考えたいんであります 何もかも支所に行かなきゃことがすまんよう。

ではまずいだろうと思う それぞれの公民館 集落を束ねてますから そこである程度のことはで。 、 、

きるようなことを考えなきゃいかんし その集落それぞれがどの問題を どういう問題を抱えてい、 、

るかってことはやっぱり公民館で把握して 私はいって 今後ですよ 行く方がいい ベストだろ、 、 、 、

うと思います その中で いやこれは公民館だけでは大変だということになれば やはり重点的に。 、 、

やっていく日高議員さんの方法もあるでしょう だけども やはりあくまでも公民館を主体にとい、 、

うことを私は まあ とっていきたい じゃあそれ それで今の人員が足りるかということがあり、 、 。 、

ます それはやっぱり今後の課題でありましょう ２１年度に向けての組織再編のですね という。 。 。

中でこの全部こう一律に網をかけて全職員がということには私はなかなか相成らんというふうに実

は思っております。公民館の強化が急務であろうというふうに、まあ、思っております。

はい、日高亘。●議長（三上徹）

番外。●森岡生涯学習課長（森岡弘典）

はい、生涯学習課長。●議長（三上徹）

先ほど、公民館のお話が出ておりますけど、実は公民館はですね、●森岡生涯学習課長（森岡弘典）

現場主義を第一といたしております 公民館主事は 特にその自分のエリアの公民館地域内に出て。 、

いく 自分たちが積極的に出ていって地域の課題を掘り起こしたりですね 地域の皆さんとその問、 、

、 、 、題の解決に向けてその話をしてく あのぅ していって方策を考えていこうというようなことを

まあ 公民館主事はやっとりまして 正に公民館主事は あのぅ 町長申しますように現場主義を、 、 、 、

第一にいたしております また あのぅ 公民館は公民館の使命としましてですね まあ 様々な。 、 、 、 、

事業とか あのぅ 学習情報提供して 地域文化 あのぅ 振興とかですね 社会福祉 その地域、 、 、 、 、 、 、

のですね 社会福祉の増進を図っていくというのが基本的な目的であります 社会福祉というと非、 。
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常に あのぅ 言い方が堅くなるんですけど 私どもはその地域の皆さんがその幸せになっていく、 、 、

ことだというふうに思っておりまして そういう部分公民館の果たす役割は また今後 今以上に、 、 、

重要になってこうと思います ですから あのぅ 公民館は現場主義でおりますんで もし お近。 、 、 、 、

くの公民館でですね そんなことないようでしたら 叱咤激励しに してやっていただきたいと思、 、 、

いますし 我々 常に あのぅ 目線は住民の目で 地元に出ていくようにということは 生涯学、 、 、 、 、 、

習課としても主事の方には指導いたしておりますので 大いに使ってやって欲しいと思います 以、 。

上でございます。

はい。●日高議員（日高亘）

はい、日高亘議員。●議長（三上徹）

はい、公民館で対応で、できなくなったときに考えるということでございます●日高議員（日高亘）

し まだ公民館には余力があるんだろうというふうに思っておりますが あのぅ まあ 公民館に、 、 、 、

余力があるというふうには私は思いませんが 住民の方の あのぅ 活用の仕方が今一なのかもわ、 、 、

。 、 、 、 、 、かりません そういった面もあるかもわかりませんが あのぅ やはり あのぅ 公民館に全てを

ほら 任せると言いますかねえ 覆い被せるというのは少し無理があるなあという感じがやはりし、 、

ております まあ 一つの例としてですね あのぅ 岡山県の和気町では あのぅ 全職員約２０。 、 。 、 、 、

、 、 、 、 、 、 、０人だそうですが これを住居地と あのぅ 希望制 職員の希望制によって 各地区へ こう

配置して地域の活動に参画さしているということをやっております あのぅ 非常にそこの その。 、 、

和気町が公民館をどういうふうな位置づけをしているかということについては 行ってみなければ、

わかりませんので 今度行ってみようと思っておりますが あのぅ そういうふうな町もあるとい、 、 、

うことです で 見ますと ここは限界集落は一つしかないという まあ うちに比べたらかなり。 、 、 、 、

まだまだ程度の良い町だなあというふうに思っておりますが あのぅ 今や やはり あのぅ 財、 、 、 、 、

政の厳しいことは またさておいても あのぅ まちづくりあるいは住民の福祉の向上にしてもい、 、 、

ろんな面がやはり住民と町とが協働でなければ成果を上げることは あまり期待できん 大きな期、 、

待ができないというふうな あのぅ ことが一般常識になりつつあると思うんですね それを先取、 、 。

りされたのが あのぅ 町長が制定されたまちづくり基本条例であろうというふうに思うわけです、 、

ので そのへんを今後も あのぅ 一層これが効果が上がるようにやっていただきたいというふう、 、 、

。 、 、 、 、 、に思います それで あのぅ もう一点 あのぅ 自治会の整備ということはこれは合併前から

あのぅ そういった方針が決まっておりまして 今 あのぅ 着々とそれが進んでおるわけですけ、 、 、 、

れども この自治会の活動も あのぅ 地域によっていろいろな あのぅ 違いがあります それ、 、 、 、 、 。

でその自治会の活動と町 行政との協働をどのように進めるかといった方策についてはどのように、

お考えでしょうか。

番外。●大田定住企画課長（大田文夫）

はい、定住企画課長。●議長（三上徹）

自治会、自治会活動と行政との協働を進める方策ということでござ●大田定住企画課長（大田文夫）

いますが ただ今 あのぅ ご案内のように合併に際しましてですね やはり あのぅ 集落が非、 、 、 、 、 、

常に まあ 高齢化して 集落機能を失いつつある集落があるということから 集落合併によらず、 、 、 、

自治会ということで まあ 地域の振興を図ろうということで合併調整なされております それと、 、 。

もう一点はですね あのぅ 先ほどご案内のまちづくり基本条例でございますが これの基本原則、 、 、

としてですね 町民と町はコミュニティが町づくりにおいて重要な役割を果たすことを認識し こ、 、

れの育成発展につく 努めるものとするということでございまして まあ これは町民の方々と町、 、 、
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がコミュニティの発展育成に頑張りましょうということでございますが こういう中で この自治、 、

会の発展というのは 非常にまあ重要な課題ということで 防災ですとか広報 広聴あるいは様々、 、 、

な地域活動などの分野において 自治会と協働を進めるということで 自治会と行政が協定を結ん、 、

、 、 、 、 、 、で取り組んでおるというところで まあ 今 あのぅ 著についたところということで これから

まあ、そういうものを発展させていって、協働を進めるべきだというふうに考えております。

はい。●日高議員（日高亘）

はい、日高亘議員。●議長（三上徹）

あのぅ、これも先ほどの話じゃあありませんが、あのぅ、非常に立派な総論で●日高議員（日高亘）

ございまして あのぅ 実際に現実的に あのぅ 自治会の活動に対して行政がどのような形でそ、 、 、 、

れに協働の形で関わっていくのかといったところが まあ あのぅ 聞きたいわけなんですけれど、 、 、

も、そのへんの具体的な話はありませんですか。今のところ。

番外。●日高総務課長（日高禎治）

はい、総務課長。●議長（三上徹）

自治会の方の、まあ、補助金であるとか、そうしたものを担当しており●日高総務課長（日高禎治）

ます総務課でございますが まあ 自治会の位置づけこれにつきましてはまちづくり基本条例でど、 、

のような役割を果たすものかというようなところは先ほど定住企画課の方から話されたとこでござ

います まあ 自治会といいますのも基本的にいいますと その自主的にそれぞれそこでいろんな。 、 、

活動をやっていただき 地域の発展といいますか 地域力をつけていただくために非常に重要なも、 、

のと思っております まあ 活動にも様々でございます まあ 石見地域におきましても 既に３。 、 。 、 、

０年以上経った自治会 こうしたところでは その活動の中といいますか その中から例えば農業、 、 、

、 、 、 、 、 、問題 例えば あのぅ 自治会全体でその法人化をしていくとか あのぅ 農業の関係でですね

こうしたことを進めております その中にあっては 町の方の農林振興課あたりが一緒になってそ。 、

ういう話を進めていくあるいは農産物が採れた物を直売所で売っていくとかいうようなことが地域

の自治会の活動の中からこう発展して生まれてきた その中にあってはそれぞれの担当分野または。

福祉の分野で 自治会の方に出前講座で望んで保健 福祉 こうしたことをやって来ておると思い、 、 、

ます しかしながら根底にあるのは自治会というのは やはり自主的な活動 これを求めておると。 、 、

思います で それぞれの行政分野としての携わり方というのは 先ほどの出前講座である農業分。 、 、

野である様々なところで関与していくと思っておりますが まあ 職員としてもその自治会の ま、 、 、

あ あのぅ これは あのぅ 役職 役員といいますか そうしたところへもですね ３８の現在、 、 、 、 、 、 、

、 、 、 、 、 、自治会の中で６３名のものが あのぅ まあ いわゆる部長である 事務局である 会計である

そうしたところに従事をして一緒になって自治会の中で動いとるというように把握をしておるとこ

でございます まあ そうした意味におきましても あのぅ まあ これ全員がやれば それはこ。 、 、 、 、 、

したことはないと思いますけども それはやはり地域 地域の方での役割であろうと思っておりま、 、

す 行政がどのようにしてそ そこへ一緒にということですが まあ 地域づくり これにはやっ。 、 、 、 、

ぱり 行政の それぞれの仕事の分野で入っていく分野もあると思いますし 職員がそのように町、 、 、

民として 町民の一員として入っていくというようなことで 先ほど町長の方からもありました公、 、

民館活動 これはシステムづくりという意味ではその方が好ましいと思いますが 実際的に自治会、 、

というのは合併時 この集落 限界集落といいますか 基本的にはそうしたところの集落維持とい、 、 、

うことを考えながら自治会を進めていこうというた 根底があると思っております まあ そうい、 。 、

う意味でも自治会というのは重要に考えとるところでございまして 町の方も一緒になってそのへ、
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ん まあ 補助金等も出しておるところでございます まあ そういうふうなところでお答えさし、 、 。 、

ていただければと思っております。

議長。●日高議員（日高亘）

はい、日高亘議員。●議長（三上徹）

あのぅ、現実に、まあ、今課長が仰いましたように、あのぅ、自治会のいろん●日高議員（日高亘）

な役職に あのぅ 町の職員の方がついておられるということを 非常に私も あのぅ あちこち、 、 、 、 、

でよく見 お聞きしておるとこですし あのぅ そのことは非常に まあ いいことだと思うわけ、 、 、 、 、

です 私がおります自治会でも あのぅ そういった あのぅ 町の職員が非常に積極的に働いて。 、 、 、 、

貰っておりまして 特に あのぅ 事務的なことについてはやっぱり町の職員の右に出る者はおり、 、 、

ませんのでね あのぅ そういったことは もう殆どそういうところ こう まあ 住民はまくり、 、 、 、 、 、

かけるような感じに自然になるわけです ところが あのぅ それは あのぅ 別に住民が無責任。 、 、 、 、

にそこへまくりかけるということでなくて やっぱり適材適所で あのぅ 地域を盛り上げていこ、 、 、

うということに他ならないわけでして あのぅ そういったことに あのぅ やっぱり町の職員の、 、 、 、

方も今後も もっとも まあ 積極的に関わっていただきたい あのぅ 非常に町の職員の方 先、 、 、 。 、 、

ほど あのぅ 亀山議員の あのぅ 野犬のお話がありましたけれども あのぅ 若い方が若い元、 、 、 、 、 、

気な方ばかりですし あのぅ 地域はその逆にまた あのぅ 年寄りばかりになっておるところが、 、 、 、

。 、 、 、 、 、多ゆうございます で そういった あのぅ 地域は 集落はほんとに困っておることに対して

やっぱり あのぅ 町の職員が積極的のそこへ参加していただくということは あのぅ 地域の住、 、 、 、

民からいうたらほんとに あのぅ 待ち望んでおるということですし あのぅ 町全体がやはりそ、 、 、 、

ういうふうな傾向にあるということは否定できないと思います ですから あのぅ 先ほどいいま。 、 、

したようにやっぱりこれは あのぅ ここに その個人の 町職員個人個人の思いで加わるとか加、 、 、 、

わらないとかいうことでなくて やはり町長が そういった全庁にかけてそういったシステムづく、 、

り 網をかけるということはしないという話でしたけれども そういったことを今後 あのぅ ど、 、 、 、

、 、 、うでもやっていただかないとやっぱり地域活動というものへ 今以上に活を入れることは あのぅ

。 、 、難しくなって来るのが現実だというふうに私は認識しとるわけです あのぅ 今回私がそういった

あのぅ コミュニティ再生重点プロジェクト事業に関わって つくづくそのことを痛感をしておる、 、

わけでして あのぅ そういった あのぅ 現場の声を私いうのも一つの現場の声ですので あの、 、 、 、 、

ぅ 町長は現場主義ということを仰いました その現場の声をやっぱり大事にしていただいて あ、 。 、

のぅ こういう事を あのぅ 今後検討していただきたいというふうに思いますが あのぅ いか、 、 、 、 、

がでございますか。

はい。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

あのぅ、まあ、日高議員さんは、ご質問の中で、もう少し我々も使う側とし●石橋町長（石橋良治）

て考えたらよかったかなという発言もありました 我々をですよ あのぅ まあ 総務課長もいろ。 。 、 、

いろ答えておりますけども 我々としては百 もちろん満点じゃあありませんけども 何か地域で、 、 、

問題があったら やっぱりすぐ対応しようという気持ちはございますし そういう体制はある程度、 、

整えておるつもりでありますから まあ 出前講座の話もありましたけども 是非我々に対してで、 、 、

すね いろいろこう即時に言っていただきたいんです そしたら我々も即動かなきゃいけないと思、 。

ってます で 公民館に全て全責任を負わすわけにはまいりませんから 公民館はつなぎ役でもい。 、 、

いんですよ 公民館の職員に言っていただければ すぐ公民館の職員がその問題について本庁にこ。 、
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のあるよという話をしてくれてもいいわけですから そういう意味でも公民館の役割ちゅうのは重、

要じゃあないかと思っております で やはり私が思いますにはね 地域 地域の課題 課題と仰。 、 、 、 、

るわけでありますが まあ 要は地域の連帯がですね なくなってきているんではないかなと思い、 、 、

ます 連帯 昔はたくさん 地域にも集落にも 人がおられて まあ そこそこ助け合ってやって。 。 、 、 、 、

おられたが それがなかなか叶わないというのが一つの言い方だろうと思います 実態もそうだろ、 。

うと思います で まあ 行政としてひと 一つ まあ 切り口というならば 今自主防災組織を。 、 、 、 、 、 、

作ろうということをわた あのぅ 行政は考えております まあ そのためいろんなこの お願い、 、 。 、 、

もしとるわけでありますけども やはり あのぅ 安心安全が一番大事でありますから 我々の地、 、 、 、

域は我々で守るという いわゆる自主防災組織がですね だんだん立ち上がってきて そしてそれ、 、 、

、 、が連帯の輪となって行くということがまた地域の盛り上がりにもなろうかと思いますので それ

一つの方法論でありますけども 是非とも あのぅ そういうこともですね ご理解いただいてご、 、 、 、

協力もいただきたいなあと、まあ、いうふうに思います。

議長。●日高議員（日高亘）

はい、日高亘議員。●議長（三上徹）

あのぅ、地域の連帯を強くすることが大事であるというお話、私も全く同感で●日高議員（日高亘）

ございます あのぅ かつて昔は あのぅ 地域の連帯が強かったんです それが あのぅ 今は。 、 、 、 。 、 、

、 、 。 、 、 、過疎高齢化でだんだんそれが あのぅ 薄くなっていく 極端になると まあ 集落に１戸から２

３戸 ５戸以内というような集落までできるという まあ 連帯とかいうようなもう段階は通り過、 、 、

。 、 、 、ぎているという集落も出てきておるのが現実ですね それで まあ 自治会の組織でありますとか

あるいは今回の事業のように公民館単位 自治会よりもっと大きな公民館単位というような取り組、

みをしなければ あのぅ その地域の抱えておるいろんな課題 ほんとその課題がどういう課題が、 、 、

あるかさえも の 私どもよく掴めないぐらいいろんな課題がいっぱいありますね ほいで 今私、 、 。 、

どもがやっておりますのは どういった課題があるのか そ その もっとも急ぐ課題 一番やら、 、 、 、 、

なければならない課題が何かというのを まあ みんなで あのぅ 見て 掴んで それへ向けて、 、 、 、 、 、

取り組むようなやり方をしていかにゃいけないというふうなことを今やっておるわけですけれど

も そういったまず話し合いの段階から あのぅ 住民だけではうまく話が発展していかないとい、 、 、

うことがあるんです 公民館の主事が それにはもちろん加わっていますけれども 公民館主事の。 、 、

一人の力でもっても それはうまく発展していかないということもあるわけなんです 話し合いの、 。

場さえ 場を 一晩やってもですよ そこでさえも あのぅ たったそれだけのことでも住民だけ、 、 、 、 、

あるいは公民館主事を加えた住民だけ の話では話がうまく発展して 広がっていかないというの、 、

が現実に 私ども経験しとることなんです そいで まあ 私ども いろんなことを思いつきの事、 。 、 、 、

をポンポンポン言うんですけれども それで まあ アドバイザーの方 県から あのぅ 駐在し、 、 、 、 、 、

てもらっとる職員の方あるいは定住企画課の職員の方もアドバイザーとして入って貰っております

、 、 、 、から そこらでまた違う話も出てきて 話がまたこう 広がりも出て来るわけなんですけれども

あのぅ 住民だけでは あのぅ 現実問題というのは なかなかそういった あのぅ 自分たちが、 、 、 、 、 、

住んでいる地域でありながら ほんとのどういったことが課題なのか 深刻な問題なのかというこ、 、

とがはっきり分からないというところもある ほいでそういったところに例えば福祉課の職員がお。

ってみたり あるいは農林振興課の職員がおってみたり そういったところから話を聞けば 例え、 、 、

ば 他所の地区の話であっても ああそういうことならうちらもあるじゃあないかとかいうような、 、

ことが 話がまたこう芽が広がっていくわけですね ほいで今度はバスに乗って まあ 地域を見、 。 、 、
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て回ろういうていいよるんですけれども そういった あのぅ 一つ一つの課題をしっかりこう押、 、 、

さえておいてから 今度現場を見ようと それにはただ漫然と見たんでは駄目だよというようなこ、 、

とを私も言っておるわけです 先日 あのぅ 雲南市ですか 波多地区へ あのぅ そういったこ。 、 、 、 、 、

とがあるというので あのぅ 視察に行ったんですけれども あのぅ ただ わあ～と集まってバ、 、 、 、 、

スに乗っていく バスに分乗してわあ～と町内を見て歩くというようなことを まあ 非常に悪り、 、 、

い言い方ですがそういうようなことがあったわけですね ほいで これじゃ私どもほんとに自分た。 、

ちが今目的としとることが果たせないんで その前にまずしっかり話し合いしようということで今、

、 。 。話し合いをしとるわけですが それが今のようなのが実態なんです 私が今関わってる範囲では

ですから 私はそういった話し合いの場にやっぱりいろんな行政職員の方も住民と一緒に入って貰、

って話し合いをすることがその地域づくりのために非常に大事なことなんだなあということを実感

しとるわけです で そういったことが まあ この現場の声の一つとして 町長も聞いていただ。 、 、 、 、

、 、 、 、 、いて あのぅ もう 一つことを繰り返しいうようになりますので これで終わりますけれども

あのぅ 町長 今期の最後の定例会ということ ほいで私が最後の一般質問ということになりまし、 、 、

たんで あのぅ また新しい任期 また あのぅ この議場で相まみえて議論を交わさしていただ、 、 、 、 、

くということを期待しながら私の質問を終わります。お願いします。

はい、議長。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

まあ、日高議員さんの地域のお悩みちゅうのは十分によく理解できました。●石橋町長（石橋良治）

で まあ 何度も言っておりますけども あのぅ 地域づくりという観点で知りたければそういう、 、 、 、

出前講座もありますし ふけ 保健とか福祉とか様々な講座をもっとりますので 職員をちょっと、 、 、

聞いて呼んで見ようよというような 一つ申し込みをやっていただけますか やっぱりそっこから、 。

だというふうに思いますので どんどんそういうことをご利用いただきたいなあと我々はいつでも、

出かけるような準備をしておりますからよろしくお願いしたいと思います。

はい。●日高議員（日高亘）

はい、日高亘議員。●議長（三上徹）

はい、あのぅ、非常に、あのぅ、いつの一般質問においても町長は、あのぅ、●日高議員（日高亘）

非常に まじめにお答えをいただいて あのぅ 私ども非常にそういう点は高く評価しておるとこ、 、 、

ろでございます ただ今は私の意見が あのぅ 合う点もあれば全然 あのぅ 合わない点もあり。 、 、 、 、

ましたけれども今後ともどうぞよろしくお願いいたします 以上で一般質問を終わります ありが。 。

とうございました。

以上で日高亘議員の一般質問は終了いたしました。以上を持ちまして、本定例会に●議長（三上徹）

通告されておりました一般質問はこれで全て終了をいたしました。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

散会宣告

本日はこれにて散会といたします。大変ご苦労さんでございました。●議長（三上徹）

―― 午後 ４ 時 ８ 分 散会 ――


